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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ







　八月二十六日。午後八時十二分。

　秩ちち父ぶの空は、炎によって茜あかね色いろに染められていた。

　市外山中で起こった大火災が原因だ。

　惨事の舞台となったのは、地図にも載っていない広大な敷しき地ちの寺院。

　無数の仏閣が大きさも宗派もてんでばらばらに林立している寺院で、全体を囲うように外堀が存在し、外堀のまわりを鬱うつ蒼そうとした木々が取り囲んでいる。

　関係者以外が立ち入ることは決して許されない場所であり、山の周囲には『立ち入り厳げん禁きん』の看板がここかしこに立てられ、また一般人が山に入り込まぬよう寺院の人間が随時見回りを行っていた。

『院いん』。

　寺院はそう呼ばれていた。

　月の輝かがやきを浴びることによってその身を獣けものに変えることができる者たちが集う場所だ。

『院』とは、彼ら獣じゆう人じんを束ね、管理することを主とした目的で作られた組織である。

　獣人たちの中には、その超常的な力を以もつて、人間社会に仇あだをなす者も少なくない。

　そういった「ヨゴレ者」たちの排除や、同じく人間社会に被害、混乱をもたらす魔ま物ものの類たぐいの退治などを行うのが『院』に勤める者たちの仕事である。

『院』は、ここ秩父と奈良の二カ所。本山は奈良だ。

　この日夜空は澄すんでいて、本来なら満月を明日に控えた月と星が輝いて見えたのだろうが、地上から立ち昇る白煙によって、月も星も姿を覆おおい隠されてしまっていた。

『院』の外れ、外堀を越えてすぐのあたりに立つ塔の上に、二人の男の姿があった。

　白煙とともに天に向かって昇ってゆく火の粉が、彼らの姿を照らし出している。

　一人は、白のシャツに夏物の紺のシングルジャケット、ベージュのスラックス姿の瘦そう身しんの男だ。年齢は三十歳。美形と呼べる顔立ちではあるのだが、前髪がわずらわしげに伸び、頰ほおの肉がひどくそげているせいで、印象的には暗く感じる。形のいい二ふた重え瞼まぶたの目も、落ち込んでいた。

　もう一人は、特異な容よう貌ぼうを持った二十歳前後の青年だ。

　髪は真白く、無駄なく筋肉で引き締しまった肢体を覆う肌の色は褐色。

　髪も肌も特徴的ではあるが、より印象深いのは瞳ひとみの色だろう。彼の瞳は紫色なのだ。

　透明感と深さを兼ね合わせた、さながら上質のアメジストのように美しい瞳だ。

　彫りが深く野性的な顔立ちをしていて、中背だった先の男よりも、十センチほど背が高い。長なが袖そでの白シャツの袖をまくり上げ、前はボタンをかけずにはだけさせており、下はブラックジーンズ。

　名を香か沙ざ薙なぎ桂けいという。

　しなやかさと力強さを持ち合わせた彼の雰囲気は、鷹たかや鷲わしといった猛もう禽きん類るいを連想させる。

　薄うすい笑みを口元に滲にじませながら、香沙薙桂はアメジストの瞳ひとみを眼下に向けていた。

「攪かく乱らんのためとはいえ、ここまでやる必要はないだろう？　どれだけの死人が出るか……」

　もう一人の男──綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこは、香沙薙の紫の瞳を一いち瞥べつして言った。

「出るようにやったんだ。出てくれなくちゃあ面白くない」

　香沙薙はしれっと言った。

　悪びれた様子のなさに、由紀彦は彼の神経を疑った。

「犬コロが死のうがどうしようが、あんたにはどうでもいいことだろ？　他人の生き死にを気にかける余裕も資格もないって言ってたのは、あんた自身だ」

「確かにそう言った。けど、なるべく被害は少なくするようにと頼みもしたはずだ」

「穏おだやかな手段を取ったつもりなんだけどな。俺おれとあんたじゃ価値観が違ったってことだろ？　諦あきらめてくれ」

「……」

　もうなにを言っても無駄だと思い、由紀彦は黙だまった。
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──もう引くことはできない。今はただ、あの子をここから連れ出すことだけを考えるんだ。

　爪つめが食い込むほどに強く両手を握り締しめると、由ゆ紀き彦ひこは左の拳こぶしを持ち上げた。

　中指と薬指に、それぞれ指輪がはめられている。

　中指の指輪は宝石も何もない古ぼけた銀色の指輪で、黒ずんでいて微み塵じんの輝かがやきもない。

　香か沙ざ薙なぎとの共きよう闘とうを誓った際に、彼より与えられた物だ。

　薬指の指輪は、九年前に外して以来一度もはめることのなかった結婚指輪だ。

──里り花か、おまえは僕がこの指輪をすることを許してくれないかもしれないな……。

　由紀彦は悼むように目を伏せた。

　九年前、妻・里花がこの世を去った時、由紀彦はあがなうことのできない罪を犯した。

　それ以来、由紀彦はこの指輪を外したまま一度もはめはしなかった。

　だが今日、由紀彦は九年ぶりに結婚指輪を左手の薬指に戻した。

　亡き妻に見守って欲しい。そう願って──。

「さて、咎とが人にんがいかに罪をあがなうのか、もののついでに見物させてもらうよ」

　香沙薙の右手中指にも、指輪がはめられている。由紀彦が与えられた指輪と対ついの物だという。形状も、古ぼけて黒ずんでいる点も同じだが、元の色が違った。こちらは黄金色だ。

「あがなうつもりはないさ。この先、僕がやろうとしていることで、あがなえるとも思えない。けど、僕は……」

　開いた由紀彦の目に、決意の炎が宿った。

「由ゆ花か……」

　歯を食いしばるようにして一人の少女の名を漏らすと、由紀彦は塔を蹴けって跳んだ。緋ひ色いろの海の中へ、その姿が消えてゆく。

「感動の再会、そして永遠の別れか……」

　白い前髪をかき上げ鼻先で笑うと、香沙薙もまた、緋色の海へと降りていった。













　　　　第一章　少女と花火と炎の海







　黒いトレーニングウェアを着込んだその青年は、あたりをキョロキョロ見回しながら公園へとやってきた。

　時刻は午前四時三十分。そろそろ夜明けという時刻だが、空にはどしゃぶりの雨を降らせた黒雲が立ち込めていて、明るさは全くない。

　空気はひんやりしていて湿った匂においがする。雨が止やんだのは小一時間ほど前のことで、地面はまだ濡ぬれていた。

　黒雲は去っていないから、また降り出してくるかもしれない。

　夜空を見上げながら、青年は「頼むから晴れてくれよ」と独白した。

　青年が訪れたのは、ありふれた児童公園。

　公園の真ん中に立った青年は、もう一度周囲を見回した。彼の首には白いハンカチで作られたてるてる坊主が吊つるされている。ちゃんとサインペンで顔も書かれてあるのだが、青年に絵の才能は皆無で、左右の眉まゆ毛げの太さが全然違っていた。

　人の姿がないことを確認した青年は、おもむろにアキレス腱けんを伸ばす運動を始めた。

──そういや小学校の頃ころの夏休みは、毎朝姉様に叩たたき起こされて、ラジオ体操に通わされたよな。

　続いて伸脚運動をしながら昔を思い出し、青年は苦笑した。

「さてと」

　最後に手首足首をぶらぶらさせると、青年は表情を引き締しめた。

　爪つま先さきでとんとんと軽く跳ねる。

「まずは……ジャンプ力！」

　飛び跳ねつつちらりと横手のジャングルジムを見やった青年は、ぐっと腰を落とすと、両足のバネを全開にしてジャンプした。紐ひもで結われた後ろ髪と首に吊るしたてるてる坊主が跳ね上がる。

　青年は、爪先から軽やかにジャングルジムのてっぺんに飛び乗った。人間離れした跳ちよう躍やく力りよくだ。

「反対側まで飛び越えられるかなって思ったけど、さすがに無理か」

　呟つぶやき、飛び降りる。

「けど、着実に距離は伸びてる。やっぱり戻り始めてるのは間違いないな」

　腕を組んで複雑な顔をした青年は、そのまま公園の隅まで歩いた。公衆トイレの横に立ち、組んでいた腕を解く。

「次は……速さだ！」

　再び表情を引き締しめると、反対側の隅にあるベンチを目指して走りだした。

　二十メートルちょっとの距離。青年がその距離を駆かけ抜けるのに要した時間は、二秒足らずだった。

　青年は「ふう」と息をついた。

「これで、何割ぐらい力が戻ったことになるんだろう？　一度失なくしたら、もう二度と戻らないものだとばかり思ってたけど……」

　ベンチに腰掛け、やはり複雑な顔で耳の裏をかく。

「ありがたいことなのかもしれないけど……諸もろ手てを上げては喜べないんだよな」

　てるてる坊主を指先でいじくりながら、青年は夜空をぼんやりと仰いだ。このまま晴れるかどうか怪しいものだ。

「晴れるといいな。明日……」

　湿り気を帯びた早朝の風に、青年の前髪が揺れた。




　空は清すが々すがしく晴れ渡っていた。明け方まで空を覆おおっていた黒雲は綺き麗れいさっぱり消え去り、薄うす雲ぐもの一つも見られない。

　昨日の雨のおかげで蒸し暑くなった昼下がり、賑にぎわう駅前の商店街で、一組の男女の痴話ゲンカが行われていた。

　痴話ゲンカが繰くり広げられているのは、ファーストフード店の前だ。店内の客や通行人たちが、好奇に満ちた視線を向けている。夏休みなので人通りは多く、雑多としていた。

　痴話ゲンカの構図は、彼女の方が怒り、彼氏の方はどう彼女をなだめたものかとおろおろしているという、ありがちなものだ。

　怒る彼女は、小花柄の水色のワンピースに身を包んだ小柄な少女だ。あどけない感じの可愛かわいい顔をしていて、清せい潔けつ感かんのある天然の栗くり色いろの髪に、大きなクリーム色のリボンを飾っている。

　おろおろしている彼氏は、モスグリーンの半はん袖そでシャツにジーンズ姿。中肉中背でそれなりに眉び目もくの整った顔立ちをしてはいるが、いまいち冴さえない感じのする青年だ。伸びた後ろ髪を紐ひもで縛しばっている。

「わたし、もう冬とう馬まさんのことなんか知りませんっ！　クリームシチューに鮭さけも入れてあげないし、背中に汗あせ疹もができたってお薬塗ってあげません！」

　人目もはばからずに少女が怒鳴る。白く柔らかそうなほっぺたを真っ赤にして怒っているのだが、可愛いだけでちっとも怖くない。

「だって、お見舞いに花束を持っていくのって普通のことだろ？　そんなに怒らなくたって……」

　怒鳴られた青年──月つき森もり冬とう馬まは、渋面で頭をかいた。

「冬馬さん、わたしの気持ち全然分かってくれてません！」

「だから、どうして花束がいけなかったのか教えてよ」

「嫌です！」

「深み雪ゆきさん……」

　さっきから何度も繰くり返されているやりとりだ。いい加減に疲れてきた冬馬は、がっくりと項うな垂だれた。

　冬馬を睨にらむ少女の名は、柚ゆず本もと深雪。少女といっても年齢は二十二歳で、二十歳の冬馬より二歳年上だ。

　この二人、戸こ籍せき上じようでは元夫婦である。

──ああ……花火大会はどうなっちゃうんだろう？

　ため息つきつつ、冬馬はなぜこんなことになったのかを、頭の中で一から振り返った。

　八月二十六日。冬馬は今晩、地元で行われる花火大会を、深雪と一緒に観みに行く約束をしていた。

「わたし、明日晴れますようにって、てるてる坊主いっぱい作ったんですよ！　全部首に吊つるしてます！」

　約束を楽しみにしてくれていたらしく、昨夜、深雪は電話口でそんなことを言っていた。

「あ、あの、深み雪ゆきさん？　てるてる坊主は普通首には吊つるさないと思うんだけど……」

　電話の向こうで、恐らくは笑顔でいるだろう深雪にそう言ったのだが、

「冬とう馬まさんもてるてる坊主作って、首に吊るして下さい！　二人で吊るせば効き目も二倍になって、雨雲なんて吹っ飛んじゃいますよ！」

　彼女の耳には届かなかった。それどころか、

「そ、そうだね。そうするよ」

　彼女のペースに乗せられて、てるてる坊主を作る約束をしてしまった。

　破ったところで誰だれが困る約束でもないのだが、約束してしまった以上は破れない。それが月つき森もり冬馬の性格だった。

　もちろんちゃんと作り、昨夜から今日の出掛けまで、しっかり首に吊るしていた。寝る時も外さなかった。

　二人のてるてる坊主が効果を発揮したのか、「曇くもり時々雨・降水確率六十％」と言われていた天気は、見事雲一つない快晴となってくれた。絶好の花火大会日和びよりだ。

　深雪とは夕方に冬馬の自宅で待ち合わせをしていたので、日中、冬馬は入院している友人の妹を見舞いに行った。お見舞いの品に、リクエストされていた花束を持って。

　友人の妹の名は南なん原ばら睦むつ美み。半年前のある事件がきっかけで知り合った少女だ。

　二週間前に冬馬たちとテニスをしていた際に、「奇跡の逆転ボレー」を決めるのと引き換えに足を骨折してしまったのだ。

「もう入院はいやぁ！」

　五カ月前に長い入院生活にピリオドを打ったばかりの彼女は、ギプスをはめられた足をバシバシ叩たたきながら嘆いていた。

　冬馬が彼女の病室を訪れて間もなく、深雪が、やはり見舞いにやってきた。

　その時、睦美の腕には、冬馬から渡された花束が生けられないまま抱えられていた。

　睦美の姿を見るや否や、深雪は入室時の笑顔を一変させた。大きく息を吸って頰ほおを真っ赤にすると、そのまま病院を出て行ってしまったのだ。

　呆あつ気けにとられ、固まってしまった冬馬だったが、「冬馬さん、早く追っかけなくちゃ！　深雪さん誤解しちゃったのかも！」と睦美に背中を押されて、深雪の後を追った。

　しかし深雪の足は速かった。競歩でオリンピックに出ればメダルが取れてしまうのでは？　と思えるほどに速かった。

　二人の身長差は二十一センチ。歩幅はかなり違うはずなのだが──。

　汗だくになって速足で追いかけること、約三十分。ようやくこの商店街で追いつくことができた。走ればもっと簡単に追いつけた気もするが、今となってはもう遅い。

　そして押し問答が幕を開けたのだ。

「何度も言うけど、俺おれと睦美ちゃんはなんでもないんだ！　花束だってただのお見舞いだし」

「そんなことは分かってますっ！」

「じゃあなんで怒ってるの？」

「冬とう馬まさんが睦むつ美みちゃんに花束あげちゃったからです！」

「そこが良く分からないんだ。深み雪ゆきさんが怒ってるのは、俺おれと睦美ちゃんの仲を疑ってるからじゃなく、俺が睦美ちゃんに花束をあげたからなんだよね？」

「そうです！」

「けど、その花束はお見舞いだって分かってるんだよね？」

「分かってます！」

「けど怒ってるんだよね？」

「怒ってます！」

「うーっ……訳が分からないぞ」

　暑さも手伝って、頭の中が真っ白くなってきた。

　周囲のギャラリーからは「頑張れ彼氏！」「彼女！　そのまま彼氏のこと泣かしちゃえ！」「そんな彼氏さっさとふって、オレと遊びにいこーぜ！」などと無責任な声が飛んでいる。

「冬馬さんの……バカ。糖尿病になったって、わたしもう知らないから……」

　深雪が、急に唇を嚙かんでうつむいた。目の端に光るものが浮かんでいる。

[image: ]

「ええええっ!?」

　かつてない事態に、冬馬は素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　男が女を泣かす。街中や学校で過去にそういう場を目もく撃げきしたことは何度かある。その度に、「ああ酷ひどい男っているもんだな」などと思いながら通り過ぎてきた。

　恐ろしいことに、今、自分がその「酷い男」になろうとしている。

「ああああ」

　冷や汗が吹き出してきた。頭を抱えてぐるぐる目を回していると、

「半人前が生意気に女を泣かすな」

　どごん。

「はうっ！」

　後頭部にとんでもなく重い衝しよう撃げきを受け、冬馬はつんのめった。

「ううっ……魂が飛び出すかと思った」

　半泣きになって振り返った冬馬は、そこに立つ人物の姿を見るや否や、顔がん面めん蒼そう白はくになった。

　姉・静しず華かが、そこにいた。

「人の顔を見て青くなるな」

　ばちこっ。静華のしなやかな中指が、冬馬の眉み間けんに炸さく裂れつした。リンゴをも一撃で砕き散らす、必殺のデコピンだ。

「おおおお」

「まったく、こんな街中でラブコメやるんじゃないよ」

　眉み間けんを押さえてうずくまった弟を冷ややかに見下ろし、静しず華かは半透明のビニール袋に入ったスイカを肩に担いだ。後頭部を襲おそった物の正体は、どうやらこのスイカらしい。

　静華は二十六歳。切れ長の目と艶つややかなストレートの黒髪が印象的な美女だ。

　黒のキャミソールと白いパンツが、モデル顔負けの抜群のプロポーションによく似合っている。二児の母で専業主婦にはとても見えない。結婚した現在の姓は都つ築づきという。

　静華は、冬とう馬まと深み雪ゆきを交互に一いち瞥べつすると、深々とため息をついた。

「これだからお子ちゃまは世話が焼けるね。まったく」

　うんざり顔で自慢の黒髪をかきあげると、静華は頭を振りながら立ち上がった冬馬にスイカを投げ付けた。

　受け取った冬馬はふらふらとよろめいた。身が詰まっているのか結構重い。これで殴られたのだから魂が飛びかける訳だ。

「持ってけ。おまえんトコに持ってくつもりだったやつだ」

　言うと、静華は泣き顔の深雪の頭をポンポンと軽く叩たたき、一言二言なにかを耳打ちした。ハンカチで涙を拭ぬぐいつつ、深雪はコクンと頷うなずく。

「深雪ちゃんは借りるよ。お前は家に居ろ」

　深雪の肩に手を回すと、静華はそのまま彼女を連れて歩きだした。深雪は素直についてゆく。

「え？　姉様ちょっと……」

　止めようとすると、振り返った静華が視線でなにかを言った。

（ここはあたしに任せて、女心の分からないバカは引っ込んでろ）

　そんな風に言われた気がして、冬馬は口をつぐんだ。追いかけられる雰囲気ではない。

　スイカを抱えたまま、冬馬は二人の後ろ姿を黙だまって見送った。

　時折しゃくり上げている深雪の後ろ姿が、胸に痛かった。




　日が沈み、宵よい闇やみが空に広がってゆく午後七時二十分。冬馬は、夕焼けの色が薄うすく残っている西の空を眺めていた。

　空き缶やらビニール袋やらがぷかぷか浮かび、ドブのような悪臭が漂っている、お世辞にも綺き麗れいとは言えない川だ。

　この川原で、冬馬は深雪を待っていた。

──本当なら、二人で一緒に来るはずだったんだよな……。

　七時半になれば、毎年恒例の花火大会が、ここからいくらか離れた市民球場で始まる。

　深雪と眺めるつもりだった花火大会だ。

　悪臭のせいで地元民はあまり近づかないこの川原だが、ここが花火を眺めるベストスポットであることは意外に知られていない。ムードがある場所とは言い難いのだが。

「もし来てくれたら、ちゃんと謝あやまらなくちゃいけないな……」

　腕時計を見ながら、静しず華かから言われたことを思い出す。

　姉に深み雪ゆきを連れて行かれた後、冬とう馬まは言われたとおりに家でおとなしく待っていた。

　いまいち冷えきっていないスイカをぼんやり齧かじっていたところに静華からの電話がきたのは、午後五時を少し回った頃ころだった。

「例の川原で待ってろ。深雪ちゃんはあたしが送り届ける。それから──」

　その後に続いた静華の言葉は、冬馬にとっては非常に痛いものであった。

──つくづく思うけど、俺おれってバカだよな。

　両手をポケットに突っ込んで肩を落としていると、

「冬馬さん」

　後ろから聞き知った声に呼ばれた。振り向かなくても誰だれかは分かる。深雪だ。

　振り返った冬馬は、彼女の姿に息を飲んだ。

　髪を結い上げた浴衣ゆかた姿の深雪が、そこにいた。

　彼女が身につけている浴衣は、濃のう紺こんの生地に色彩鮮あざやかなアサガオの柄が入った、落ち着いた感じのする物だ。帯の色は赤。

　普段の童顔で愛らしい彼女とは、まるで別人のように雰囲気が違って見える。巾きん着ちやくを手に微笑ほほえむ彼女は、繊せん細さいで優美な大人の色香を身に纏まとっていた。

　口を半開きにして、冬馬がぽーっと突っ立っていると、

「似合い……ませんか？」

　ためらいがちに深雪が訊きいてきた。

　冬馬はぶんぶん首を横に振った。

「良かったです。この浴衣、静華さんに借りたんですよ」

　耳に零こぼれた髪を指先で搔かき上げて、深雪は少しはにかむように微笑んだ。

　かーっと熱くなってきた頰ほおを、冬馬は両手でバシバシ叩たたいた。見とれて赤面するのは後だ。

「昼間のこと、ごめん」

　意を決して謝ると、深雪の表情が曇くもった。

「いいんです。意地を張っちゃったわたしも悪いんですから」

「良くないよ」

　静華が教えてくれた。なぜ、深雪が怒ったのかを。

「あの娘こにとって、お前の花束は特別なものなんだ。初めてお前が自分に想おもいを打ち明けてくれた時の『愛の証あかし』──お前の想いが形になった物なんだよ。

　それを自分以外の誰だれにも渡して欲しくない、って思うのは当然のことだろ？　けどそれをお前はほかの娘にあげちまった。たとえそれが他意のない見舞いの品だとしても、深雪ちゃんにはショックだったんだよ。

　人間は、特に女って奴やつは感情の生き物だ。見舞いの花束だ、って理屈では分かってても、許せないと思っちまうもんなんだよ」

　静しず華かの言葉は、胸に深く突き刺さった。

──俺おれは深み雪ゆきさんを傷つけたうえに、傷つけた理由にすら気づけなかったんだ。なんて無神経な奴なんだろう……。

　汗ばんだ手をギュッと握り締しめると、冬とう馬まは一つの決意を深雪に告げた。

「俺、約束するよ。もう深雪さん以外の人に、絶対に花束を渡したりしない」

　唐突な冬馬の言葉に、深雪は目をぱちぱちさせた。

「俺が花束を渡すのは、これからの人生、深雪さんただ一人だ」

　大おお袈げ裟さな言い方ではあるが、冬馬は真剣そのものだ。

　彼のあまりの真剣さに、深雪はくすくす笑った。おかしすぎて目め尻じりに涙が浮かんできた。

「その約束、本当ですか？」

「本当」

「絶対ですか？」

「絶対」

「お見舞いの花束も？」

「これからは果物の詰め合わせにするよ。それなら平気だろ？」

「はいっ。それなら平気です！」

　目尻の涙を指先で拭ぬぐった深雪は、さっきまでの色香もどこへやらの無邪気な笑顔で頷うなずいた。

　その時、夜空に大輪の華が咲いた。

　花火大会が幕を開けたのだ。




　一面の赤、赤、赤。『院いん』は、文字どおりの炎の海と化していた。

　熱波と火の粉にさらされながら、二人の青年は、背中を合わせるようにして周囲を警けい戒かいしていた。

　近くで仏閣の一つが炎を吹いて崩れ落ち、地じ響ひびきが起こった。

「ダメだな。炎でなんにも見えやしねえ。どこのバカか知らねえけどよ、このクソ暑い中火遊びしようなんざ、頭悪すぎだぜ」

　背の高い方の青年が、喉のど元もとの汗を手の甲で拭いながら吐き捨てた。

　良く言えば精せい悍かん、悪く言えば目付きの悪い不良っぽい顔立ちの青年だ。袖そでをまくり上げたＴシャツから伸びる腕は筋肉で引き締まり、浅黒く日焼けしている。

　南なん原ばら鷹たか秋あきというのが、青年の名だ。南原睦むつ美みの兄で、年齢は十九歳。

　歯は嚙がみしながら、鷹秋は現在の状況を把握しようと鼻をひくつかせた。

　人じん狼ろう族ぞくには優れた嗅きゆう覚かくがあり、他者の存在や、強い感情を匂においとして感知することができるのだ。だが、炎の匂においが強すぎて他の匂いはなにも感じ取れなかった。

「姉さんに会うのを邪じや魔まされた……この火を放った奴やつ、殺やってやる」

　もう一人の青年、否、少年が無表情ながらも物ぶつ騒そうな台詞せりふを口にした。

　長い栗くり色いろの髪を束ね髪にした、線の細い美少年だ。色も白く、一見すると女の子にも見えてしまう。

　柚ゆず本もと真ま矢や──十七歳の高校二年生で、深み雪ゆきの実弟だ。

　鷹たか秋あきと真矢は半年前以来、『院いん』でヨゴレ者の追跡や、魔力を持った武器・道具の探索、回収などの仕事を、月つき森もり静しず馬まという男の許もとについてこなしていた。

　それがこの一週間、二人は静馬とは別口の仕事を任されていた。その件がようやく片付き、報告を終えて久々に家路につこうとしていたところだったのだ。

　最初の爆ばく発はつ音おんが聞こえたのが、今から十五分前の午後八時ちょうど。なにが起こったのかも分からぬまま、あっという間にあたりは火の海になってしまった。

「犯人をぶっ飛ばしてえってのは、同感だな。俺おれだって深雪さんに会えるのを楽しみにしてたんだぜ。なんたって、あの人の笑顔を見れば、疲れもなんも吹っ飛んで──」

　深雪の顔を思い出し、しまりのない顔になった鷹秋だったが、背後の真矢から殺気を感じ、口をつぐんだ。

　ちらりと背後に目線をやると、振り向いてた真矢と目が合った。真矢の目は怖いほどに冷たい。真矢はいわゆるシスコンというやつで、姉に近づこうとする男は、すべからく敵と見なしてしまうのだ。

「心配すんなって。別に深雪さんをどうこうしようなんざ、考えちゃいねえよ。俺はもうきっぱり諦あきらめたんだ」

　言いながら鷹秋は頭をかいた。深雪は片かた想おもいの相手である。だが彼女には月森冬とう馬まという決まった相手がおり、二人の間に強い絆きずながあることも知っている。

　言葉どおり、深雪をどうこうしようというつもりはない。諦めてはいるのだ。だが諦めたからといって気持ちが綺き麗れいに断ち切れるほど、人の心は都合良くできてはいない。

　鷹秋の胸中は複雑なのだ。

　最愛の姉を月森冬馬に奪とられたと思っている真矢の胸中も鷹秋と似たようなもので、そのせいかこの二人、結構馬が合っていたりする。今晩も、鷹秋は真矢の家に泊まることになっていた。

　二人とも、深雪が冬馬に逢あうために外出していることは知らない。

　この時、深雪は冬馬と肩を並べて花火を眺めている真っ最中である。

「炎の向こうになにかいる」

　それまで背中を合わせていた真矢が、鷹秋の隣となりに並んで逆巻く炎を凝ぎよう視しした。

　鷹秋も真矢にならって目を凝こらす。すると炎の向こうから、強い殺意の匂いを放ちながら一匹の異形が姿を現した。

「……へっ。なんだか分からねえが、面白そうなモンが出てきたじゃねえか」

　ぐらぐらと身体からだをゆらしながら歩み寄ってくる筋肉の塊のような生物の姿に、鷹たか秋あきは歯を見せて不敵に笑った。

　犬科の動物に似た頭部とトカゲのような尻尾しつぽを持つ二足歩行の怪物だ。鈎かぎ爪づめが生えた手足は丸太のように太く、皮ひ膚ふは黒。身体の外側だけが赤茶色の体毛に覆おおわれている。身の丈は二メートルを越えているが、背中がひどく丸まっていて、目線は鷹秋とさして変わらない位置にある。赤い眼めは爛らん々らんとしていて、強烈な殺意を振り撒まいていた。
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「で、あの化けモンはなんなんだ？」

　横手の真ま矢やに訊きくと、

「僕が知るか」

　真矢はぶっきらぼうに答えた。

「そっちこそ知らないのか。僕と組む前にも『院いん』に勤めてたことがあったんだろ？　化け物とかにも少しは詳しいんじゃないのか」

「うんにゃ。俺おれは格かく闘とうの修行をしてただけだからな。やれどんな化け物がいますだ、やれどんな魔ま力りよく武器がありますだ、なんてのは全然勉強してねえんだ」

　鷹秋がけらけら笑うと、

「少しは勉強しておけ。そんなんだからダブるんだ」

　真ま矢やが「ふん」と鼻で息をついた。

　鷹たか秋あきの顔から笑いが消え、代わりにこめかみに青筋が浮かんだ。

「俺おれがダブったのは、出席日数が足りなかったからだ！」

　唾つばを撒まき散らして怒鳴る鷹秋。真矢は、「声がでかい。うるさい」と耳を塞ふさいだ。

「てめえ、あんだけ何度も言ったのに、未いまだに俺が成績のせいでダブったって思ってやがるな！」

「……」

「よし分かった、俺の通知表見せてやる！　英語は確かに赤点だったが、ほかはちゃぁぁぁんと平均点越えてんだからな！」

　必死に訴える鷹秋だが、真矢はしかめっ面で耳を塞いだままだ。

　怪物は少し離れた所で立ち止まり、グルグル喉のどを鳴らしていた。

「なに見てんだ、コラ」

　怪物を憤ふん怒ぬの形相で睨にらむ鷹秋。彼の怒りの矛先は怪物に向いた。そんな彼をあざ笑うかのように、怪物は口の端を歪ゆがめた。

「だああっ！　笑いやがったなこの野郎！　ぶっ殺してやる！」

　怒り心頭の鷹秋は、Ｔシャツを乱暴に脱ぎ捨てると、狼おおかみの咆ほう哮こうをあげた。あたりの炎が彼の咆哮に当てられ大きく揺らいだ。

　たくましい感のある上半身の筋肉が、瞬しゆん時じに一回り肥大した。さらに上半身全体を灰色の体毛が覆おおってゆく。頭部も狼のそれへと変わり、鷹秋は変身を完了させた。

　面倒臭そうにため息を一つつくと、真矢も同じく狼の咆哮をあげて上半身を狼へと変へん貌ぼうさせた。彼の体毛の色は、鷹秋のくすんだ灰色とは異なり純白だ。

　鷹秋は、人じん狼ろう族ぞくの中でも最も数が多いグレイウルフ。真矢は、冷気を操ることを得手とするホワイトウルフだ。

　まるで二人が変身するのを待っていたかのように、怪物が地を蹴けった。

　怪物は身構える間もなく間合いに飛び込んできた。稲妻のような速さに、二人は仰天した。

　鞭むちのようにびゅんとしなった太い二本の腕が、二人を揃そろって弾はじき飛ばした。

「いきなり痛えじゃねえか、こんちくしょう！」

　うまく身を撚ひねって倒れることなく着地した鷹秋は、血の混じった唾を吐き捨てると、鈎かぎ爪づめを振りかざして突っ込んだ。速さは怪物に劣ってはいない。一気に懐ふところに飛び込むと、怪物の首の付け根に右の鈎爪を叩たたき込んだ。

　赤黒い飛沫しぶきが飛び散る。だが──

「ダメだ！　浅ぇ！」

　怪物の筋肉の硬さは鋼こう鉄てつ並だった。鷹秋の鈎爪は浅く食い込んだだけで、致命打にはほど遠い。

　引き抜くか、このまま押し込むか。鷹たか秋あきは一いつ瞬しゆん、判断に迷った。その迷いが命取りになった。

　決断を下すより刹せつ那な早く、怪物の鈎かぎ爪づめが鷹秋の左ひだり脇わき腹ばらに食い込んだ。

「がはっ！」

　熱い衝しよう撃げきが全身を揺さぶり、鷹秋は血を吐いてくずおれた。脇腹の体毛が、見る間にどす黒く染まってゆく。

　嬉うれしそうに舌なめずりした怪物の左の鈎爪が、鷹秋の頭を砕くべくゆっくりと持ち上げられる。

「南なん原ばら！」

　真ま矢やが叫んだ。

　怪物は構わず鈎爪を突き下ろす。だが、鈎爪が突き下ろされた瞬間、怪物の腕にキラキラと白く輝かがやく風のようなものが絡み付き、鈎爪の先から腕の付け根までを凍りつかせた。

　怪物の首の付け根から鈎爪を引き抜いた鷹秋は、腕を叩たたきつけて凍りついた怪物の左腕を粉粉に砕いた。そして身体からだを反転させると怪物の右腕を肩に担ぎ、柔道でいうところの一本背負いで投げ飛ばした。

　脇腹から鮮せん血けつを撒まき散らしながらの渾こん身しんの一本背負いは、怪物を燃え盛る炎のただ中に叩きつけた。炎が弾はじけ、火の粉がバッと宙に舞った。

　脇腹を押さえ、鷹秋は飛びのいた。真矢が駆かけ寄ってくる。

　怪物の腕を凍らせたのは、真矢だ。

　よろめいた鷹秋に、真矢は黙だまって肩を貸した。

「すまねえ、助かった」

　ドクドクと血が溢あふれてくる脇腹を押さえたまま、鷹秋は顔を歪ゆがめた。怪物の鈎爪はかなりの深さにまで達している。

「別に礼なんかいらない」

　照れたのか、真矢はそっぽを向いた。内心で苦笑する鷹秋。が、すぐに気持ちを引き締しめ直す。まだ終わってはいないのだ。

　怪物が、全身を炎に包まれながら立ち上がった。片腕を失い、おびただしい量の血を流してはいるものの、弱った感じはない。

「僕がやる」

　鷹秋から身を離すと、真矢は両腕を怪物に突き付け咆ほう哮こうを響ひびかせた。彼の正面に、二メートル近い長さのツララ──氷の槍やりが五本浮かび上がる。

　鋭するどい吸気とともに真矢は氷の槍を放った。熱された空気を切り裂いて、氷の槍は突き進む。だが五本の氷の槍は、怪物の腕の一ひと薙なぎによっていとも容易たやすく砕き散らされてしまった。

　舌打ちする真矢。対する怪物は「ゲッゲッ」と蛙かえるの声に似た奇怪な笑い声を上げた。

　怪物の右手が天に掲げられる。その手の上に、直径で二メートルはあろうかという真っ赤な火球が現れた。

　驚おどろく鷹たか秋あきと真ま矢や目がけて、怪物は火球を投げ付けた。

　真矢は素早く場を飛びのいたのだが、鷹秋は逃れようとしたとたん、足から力が抜けて片かた膝ひざをついてしまった。

「くそ……っ！」

　火球が間近に迫ってきた。鷹秋はきつく目をつむって牙きばを食いしばった。と、誰だれかに胸板をドンと押され、鷹秋は吹っ飛んだ。

「な……っ！」

　目を開けた鷹秋は驚きの声をあげた。

　目の前で、真矢が真紅の火球に飲まれた。ほんの今まで鷹秋がいた場所だ。

　真矢は、一度逃れたにもかかわらず、戻ってきて自分を突き飛ばしたのだ。

　背中から倒れ込んだ鷹秋の耳じ朶だを、爆ばく音おんが叩たたいた。

「真矢っ！」

　脇わき腹ばらの痛みを押して上体を起こした鷹秋は、真矢の姿を求めて首を巡らせた。

「真矢……」

　真矢は、後方でぐったりとうつ伏せになっていた。全身から白煙が立ち昇っている。

「てめえ……っ！」

　怪物に向き直った鷹秋は、怒りに目を血走らせつつ立ち上がった。

「ゲッゲッ」

　怪物がまたもあざ笑う。

　鷹秋の頭の中で、なにかがぶちっと切れる音がした。

「うおおおおおっ！」

　雄お叫たけびとともに、鷹秋は一直線に突っ込んだ。出血も痛みもおかまいなしだ。

　肉にく薄はくしたところで怪物が横よこ薙なぎに手刀を振るってきた。閃せん光こうのような速さの手刀だったが、鷹秋は見開いた目で見切り、跳ちよう躍やくでかわした。

　怪物の頭上に跳んだ鷹秋は、空中で逆さになると、怪物の頭を両手で鷲わしづかみにした。そのまま両腕にありったけの力を込めて身体からだを撚ひねる。

　ぼぎぼぎっ。硬い物が砕ける音が響ひびいた。

「ぶっちぎれろおっ！」

　怪物の頭から手を離さぬまま、鷹秋はさらに身を撚り、空中で一回転した後、着地した。

　鷹秋の足が地についた直後、血ち飛沫しぶきが雨のように降ってきて、彼の灰色の体毛を汚した。

　つまらなそうに鼻を鳴らすと、鷹秋は手にぶら下げていた怪物の首を投げ捨てた。

　どさっ。背後で、首をもがれた怪物の巨体が倒れた。

　息を乱しながら、鷹たか秋あきは倒れる真ま矢やを見た。ぐったりしてはいるが背中はちゃんと上下している。鷹秋は胸を撫なで下ろした。

「ったく、似合わねえことしやがって……」

　苦笑するように口の端を歪ゆがめた鷹秋だったが、正面方向に気配を感じ、そちらに鋭するどい視線を向けた。

　炎の向こうに三つの影が見えた。そのシルエットは人でも人じん狼ろうでもない。

「なんでえ、団体さんでお越しだったのかよ」

　かすむ目で、鷹秋は炎の中から姿を現した怪物たちを睨にらんだ。




　幾度目かも分からない爆ばく音おんが、室内を激しく揺さぶった。

　古びた八畳の和室の隅で、里り穂ほは庇かばうように少女をしっかりと腕に抱き込んだ。

「里穂さん、なにがあったの？　あたし怖い……」

　ピンクのパジャマ姿の少女は、里穂の胸にしがみついて小刻みに震ふるえていた。

　癖くせのない黒髪を背中の中程まで伸ばした、九歳になったばかりの少女だ。おとなしめだが、可愛かわいい顔をしている。形のいい二ふた重え瞼まぶたの黒々とした大きな目と、くっきりした眉まゆが印象的だ。名を由ゆ花かという。

　由花を抱く里穂は、ほっそりとした身体からだつきながらも、百七十センチと長身の三十歳の女性だ。白の長なが袖そでシャツに白のジーンズ姿。髪は肩口までのセミロングで、濃のう紺こんのヘアバンドで額ひたいを露あらわにしていた。くっきりした眉が、由花に似ている。

「大丈夫……大丈夫よ。ここには誰だれも入ってこれないんだから。由花はなにも心配しなくていいの」

　里穂は、腕の中の由花を安心させようと微笑ほほえみかけた。自分自身に言い聞かせるような口ぶりだ。

　二人が居るのは、『院いん』の片隅にある、杉の木に囲まれた平屋の日本家屋の中だ。

　家の周囲には、ある特定の人物以外を家に近づけさせないための『結界』が張られている。

　故に安心のはずなのだが、里穂の胸の中には言い知れない不吉な予感が膨ふくらんでいた。

　何者かが『院』を襲しゆう撃げきしているのは間違いない。

　もしその襲撃者の目的が由花ならば──

　里穂の額に嫌な汗が滲にじんだ。

　張られた『結界』は、なにもこの家を守るためのものではない。この家に閉じ込めた、一人の少女を守るためのものなのだ。

　少女は不遇な生まれ方をした。それ故に自由を奪われ、孤独を強制された。

　里穂はそんな少女の姿を、この九年間ずっと側そばで見続けてきた。

　どこかでまた爆音が轟とどろき、地じ響ひびきが伝わってきた。

「きゃあっ！」

　由ゆ花かが身を強こわばらせる。さらに強く深く由花を抱き締しめると、里り穂ほは唇を嚙かんだ。

──守ってみせる……なにがあっても。もうこれ以上、誰だれにもこの子を不幸にはさせない。

「里穂さん……」

　由花が里穂のシャツを引っ張った。少女の大きな瞳ひとみには、いっぱいの不安が浮かんでいる。

「大丈夫よ。由花は誰にも……」

「ううん。違うの」

　首を横に振った由花は、

「あたしね、怖いの。里穂さんがどこか遠くにいっちゃうような、そんな気がするの」

　消え入りそうな声で言った。

「ありがとう由花。大丈夫、私はどこにも行かないわ。由花のことも誰にも傷つけさせない」

　目を細めた里穂は、一度腕の力を緩ゆるめると、由花を優しく抱き直した。

「ホントだよ……？　どこにもいっちゃ嫌だからね？」

「うん。私は絶対にあなたを一人にさせたりしない。ずっと、あなたの側そばにいるわ」

　里穂はそっと目を閉じると、由花──たった一人の肉親であった妹が、命と引き換えにこの世に残した姪めいの頰ほおに、自分の頰を寄せた。




　九年前、妻・里り花かが死んだ。命と引き換えに、娘を産んで。

　九年前、綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこは罪を犯した。娘を捨てるという、あがなうことのできない罪を。

　黒い鳥居の前で、由紀彦は閉ざしていた目を開いた。

　押し寄せる熱波がじりじりと肌を焼き、ジャケットと髪をなびかせる。

　鳥居の彼方かなたに、平屋の日本家屋が見えた。ここからはまだ距離があり、目を凝こらしても家の輪郭が朧おぼろげに見えるだけだ。家屋の隣となりには、大きな蔵の姿もある。

　鳥居を潜くぐらせるように、由紀彦は右腕を差し出した。鳥居を通過することなく見えない壁かべに阻まれた掌てのひらに、静電気に触れたような衝しよう撃げきが走った。一度、掌を退ける。掌には無数の切り傷ができており、赤い血が滴り落ちた。

　これが『結界』だ。家屋の周囲にすべからく張られている。発生源は黒い鳥居。鳥居の魔ま力りよくを消し、『結界』を解かない限り、家屋には近づけない。

　もう一度右の掌を『結界』に押し付ける。新たな裂傷が走り、血の雫しずくが宙に舞った。

　掌を『結界』に押し付けたまま、由紀彦は一つの短い詠唱を口にした。

　由紀彦と黒い鳥居の周囲に、白く輝かがやく光の粒子が無数に浮かび上がる。

　ぱあっと光の粒子が一際大きく輝き、同時に黒い鳥居が光を放った。光の粒子は夜気に溶けるように消える。鳥居の光も消えた。

　血に濡ぬれた右手を握り締めると、由紀彦は鳥居を潜った。

　鳥居の魔ま力りよくが消え、『結界』が解かれたのだ。由ゆ紀き彦ひこが口にした詠唱は、『結界』を解くためのキーワードだったのだ。

　キーワードを口にすれば誰だれでも『結界』を解ける訳ではない。ある一定以上の強い「獣じゆう気き」を持った人じん狼ろう族ぞくにしか、『結界』を解くことはできないのだ。獣気を持たない者──たとえそれが優れた妖よう術じゆつ士しや法力の使い手であったとしても、叶かなわないことであった。

　獣気とは、人狼族をはじめとする獣人たちが共通で持っている特殊な気のことだ。炎や冷気、雷や治ち癒ゆの力。それらの特殊能力は、この獣気を源にしている。

「キーワードは本物だったな」

『結界』を解くためのキーワードを由紀彦に授けたのは、褐色の肌に白髪、紫の瞳ひとみの青年──香か沙ざ薙なぎ桂けいだ。

「『院いん』の中に、中枢区域とは別に『結界』が張られている場所があることは知ってるだろ？　その『結界』の向こうに蔵があるんだ。その蔵に、俺おれがずっと探し続けてきた魔剣が眠ってる。『結界』を破るキーワードは手に入れたんだが、生あい憎にくと俺は人狼族じゃない。あんたの力を借りたいんだ」

　十日前の夜、香沙薙桂は協力を求めて、病院のベッドに横たわっていた由紀彦に近づいてきた。風が強く、真夏にしては随分と肌寒い夜だった。

「あんたにとっても損な話じゃないはずだ。愛する一人娘のためならどんな危険も顧かえりみない。それが親ってものだろ？」

　香沙薙桂は、由紀彦の素性を詳しく知っていた。

──僕に親の資格はない。自分自身で放棄してしまったのだから。

　紫の瞳の青年のことを脳裏から追い出すと、由紀彦は自虐的に笑った。

──けれど、あの子を救ってやれるのは……未来を与えてやれるのは、僕しかいないんだ。

　家屋を目指し、由紀彦が駆かけ出そうとした時、背後で悲鳴が聞こえた。

　振り返った由紀彦の足元に、丸い物が転がってきた。それは狼おおかみの首だった。『院』に所属していた人狼族のものだ。

　首が転がってきた方に一匹の怪物がいた。

　鷹たか秋あきと真ま矢やが闘たたかった、犬のような頭部とトカゲのような尻尾しつぽを持った怪物だ。爛らん々らんとした赤い眼めと熱風に乗って漂ってくる匂においには、明確な殺意がある。

　香沙薙は、この怪物を《犬》と呼んでいた。

《犬》たちは妖よう魔まである。妖魔とは、妖術や法力によって人工的に造り出された異形の生命体を指す。

「僕が殺したのも同じか……」

　足元に転がる首に、由紀彦は悼むような目を向けた。

《犬》は香沙薙が造り、操っているものだ。無数に『院』内に侵入している。由紀彦たちより先行して『院いん』に侵入し、火を放って混乱を招くのが《犬》たちの役割だった。

「強きよう襲しゆうするぐらいなら、二人だけで忍び込んだ方がやりやすい。被害だって少なくなる」

　襲しゆう撃げき前、由ゆ紀き彦ひこはそう提案した。だが、

「妖よう魔またちの運動も兼ねてるんだ。たまには暴れさせてやらないと、妖魔だってストレスがたまるからな」

　うそぶき、香か沙ざ薙なぎ桂けいは取り合わなかった。

──人じん狼ろう族ぞくを殺すのが、そんなに楽しいのか……。

　ぐらぐらと左右に身体からだを揺らして、《犬》が近づいてくる。舌なめずりを繰くり返しながら。

「『結界』さえ破れれば、僕はもう用済みということか」

　無表情に妖魔を見つめる由紀彦。

《犬》が空気を裂いて突進してきた。その両腕は、鈎かぎ爪づめの先から肘ひじのあたりまで真紅の炎に包まれていた。

　細く鋭するどく息を吸い込むと、由紀彦もまた《犬》に向けて走り込んだ。

　地を蹴けった次の瞬しゆん間かん、由紀彦は《犬》の懐ふところに入り込んでいた。疾風のような速さだ。並の人狼の戦士では、瞬間移動したようにしか見えなかっただろう。

　炎に包まれた《犬》の右の鈎爪が突き出される。食らえば跡形もなく頭を吹き飛ばされるであろうその一撃を、由紀彦は半身をわずかにずらしただけで避よけた。先の疾風のような速さとは打って変わった、水が流れるような、ゆるやかながらも無駄のない動きだった。

　由紀彦の左手が動いた。人差し指と中指が刹せつ那なの速さで走り、《犬》の腹を薙ないだ。

　ぐらりと《犬》の身体が後ろに傾く。ぱっくりと腹が開き鮮せん血けつが吹き出した。由紀彦の指先が腹を斬きり裂いたのだ。

　横に飛びのいて、由紀彦は返り血をかわす。

　傾いた重みで、《犬》の身体は上半身と下半身に分かれて、上半身が地に落ちた。それぞれの切断面から血が湧わき溢あふれる。

　指先に獣じゆう気きを纏まとわせ、ダイヤモンドすら容易に斬り裂ける刃物に変えたのだ。

　また闘たたかいの間、由紀彦は獣気を巧みにコントロールすることで運動神経を高めていた。

　炎や雷といった特殊能力に変えるだけが、獣気の使い道ではない。

　獣気によって、運動神経や感覚神経、腕力や回復力を一時的に高めることも可能なのだ。様様な用途に獣気を使うには、無論、技術が必要になってくる。

　強い獣気とそれを巧みに操る技術。それらを持ち合わせた者こそが、獣人においては強者なのだ。

　生身のままにもかかわらず、由紀彦の速さは一流の人狼族を超えている。

　その速さを称たたえ、ホワイトウルフ・綾あや瀬せ由紀彦は、白い風という通り名とともに獣じゆう聖せいの称号を与えられていた。

　獣じゆう聖せい。突出した実力を持つ獣人に与えられる称号である。

　奈良の地より『院いん』を統すべる『長おさ』によって実力を認められた者に獣聖の称号は与えられる。

　彼らは『長』直属の戦士として、ほかの獣人たちとは一線を画した存在として扱われる。

　獣聖の数は現在、由ゆ紀き彦ひこを含めて十人。

『院』の者たちは、彼ら十人を、尊敬と畏い怖ふの念を込めて獣聖十士と呼ぶ。

《犬》程度の相手なら、一対一であれば変身せずとも苦なく倒せる。しかし、もし苦戦を強いられるような相手だったとしても、由紀彦が変身することはなかった。

　由紀彦は、変身できないのだ。

「ぐっ！」

　不意に胸に刺すような痛みが走り、由紀彦は胸を押さえて喘あえいだ。

「こんな時に……っ！」

　脂汗が見る間に顔中に滲にじんでゆく。息が乱れ、目に映る景色がぼやけた。

　由紀彦は心臓を病んでいた。移植手術を以もつてしても治る見込みはゼロに近いものだ。

　変身できない理由──それがこの心臓の病だ。

　肉体を変化させる変身は、骨や筋肉、内臓を激しく疲労させる。健康な獣人であっても、慣れるまでは変身の度にかなりの苦痛・疲労を伴う。

　いかに獣聖とはいえ、病びよう魔まに冒された由紀彦にとって、変身は身体からだを激しく痛め付けてしまう行為なのだ。

──この指輪の力でも、もう長くは持たないか……。

　苦しみに顔を歪ゆがめたまま、由紀彦はかすむ目で、左手の中指にはめられた銀色の指輪を見た。

『久く遠おんの月つき』の名を持つこの指輪が、由紀彦の命を辛うじて保っていた。この指輪を手に入れる十日前まで、由紀彦はベッドの上で寝たきりになったまま、ただ死を待つだけの身であった。

『久遠の月』には、身につけた者の生命力を活性化させ、治ち癒ゆ能力を高める力がある。この指輪を身につけていれば、病や負傷を通常を遥はるかに上回る早さで回復させることができるのだ。

　もっとも、あくまでも身につけた者の生命力を活性化させるだけで、あらゆる病や傷が治るという訳ではない。特に病は、生命力そのものを減退させてしまうものであるため、風邪程度ならば問題なくすぐに治してしまうが、由紀彦のような重病の場合、ある程度病を和らげるのが精一杯になってしまう。

　病が進行し、立つこともままならなかった由紀彦だが、この指輪をしていれば、生身でなら闘たたかうこともできる。指輪をしていても病はやはり確実に進行しているらしく、生身での闘いにも、身体が耐えられなくなってきているが。

「僕はまだ……」

「日ひ頃ごろの運動不足がたたったみたいだな」

　正面からの声。うつむいていた由紀彦は、顔を上げて紫の瞳ひとみを睨にらんだ。

「香か沙ざ薙なぎ桂けい……」

「心配無用。あんたの娘は、ちゃんと俺おれが保ほ護ごしてやるよ。なんたってあの子は、俺にとっても可愛かわいい『我が子』だからな。感動の御対面は任せてもらう」

「……！」

　香沙薙の言葉に、由ゆ紀き彦ひこはカッと目を見開いた。シャツの胸元をひきちぎれんばかりに握り締しめ、歯をぎりぎりと食いしばる。

「そうか……おまえが里り花かを……っ！」

　呻うめくような声で、由紀彦は叫んだ。

　答えず、香沙薙は由紀彦に向けて右の掌てのひらを突き付けた。

　衝しよう撃げき波はが掌から放たれ、由紀彦は吹っ飛ばされた。黒い鳥居に背中を強打し、一いつ瞬しゆん、目の前が真っ白になった。

「由ゆ花かに……由花に近づくな……」

　家屋に向かって遠ざかってゆく香沙薙の背中に、由紀彦は懸けん命めいに手を伸ばした。

　だがその手は、遠く届かなかった。




　青い雷と白刃が交こう錯さくし、血ち飛沫しぶきが宙に飛び散った。

　どさっ。由花の前に、一匹の狼おおかみが倒れた。綺き麗れいな銀色の体毛を血に染めた狼が。

「里り穂ほさんっ！」

　黒髪を振り乱して駆かけ寄ると、由花は銀色の狼の身体からだを何度も揺すった。白い手が狼の血に塗まみれる。

「里穂さん！　里穂さん！　里穂さんっ！」

　かすれた声で、由花は狼に身を変えた伯母おばの名を連呼した。

　由花の大きな瞳ひとみに、涙が溢あふれてゆく。

　その様を、抜き身の太刀たちを手にした紫の瞳の青年が、能面のような顔で見下ろしている。彼の白いシャツ、そして太刀の白い刃は、里穂の返り血に濡ぬれていた。

　この青年と闘たたかい、里穂は倒されたのだ。

　突然、家の壁かべを破って現れた青年は、由花と里穂を家の外へ追いやった。そして怒りに満ちた表情の里穂としばらく会話を交わすと、闘いを始めたのだ。

　恐怖に竦すくんでいた由花には、二人の会話の内容は聞き取ることができなかった。ただ、青年の目的が自分であることだけは理解している。

　由花の背後で、彼女が今日まで育った家が炎とともに崩れ落ちた。火の粉が激しく立ち昇り、押し寄せた衝撃波が由花の髪を花のように広げた。

　由花は構わず、里穂を揺すり続ける。

　ぽろぽろと落ちた涙が、里穂の銀色の体毛に染み込んだ。

「由ゆ花か……」

　苦しげに瞼まぶたを開けると、里り穂ほは首をもたげ、口の端を笑みの形に歪ゆがめた。

「言ったでしょ……私は死なないって。あんな白髪男になんか負けないわよ」

「……うんっ！」

　片目をつむって見せた里穂に、由花は涙に濡ぬれた笑顔で大きく頷うなずいた。

　太刀たちを地面に突き立てて、香か沙ざ薙なぎ桂けいはパチパチと手を叩たたいた。

　唇を嚙かみ締しめ、由花は香沙薙を上目使いに睨ねめつける。

「そんな目で見られてしまうと悲しいな。大きくなった娘に会えて、心底嬉うれしく思ってるのに」

　芝居がかった仕草で肩を竦すくめると、香沙薙は視線を里穂に移して言葉を続けた。

「この子をここまで立派に育ててくれたあんたにも、感かん謝しやしてるよ。礼代わりだ。抵抗をやめるなら、苦しまないように殺してやる」

「ふざけたことを……私は負けない。妹の仇かたき、取らせてもらうわ……」

　力の入らない足に必死に力を込めて、里穂は立ち上がった。銀色の体毛がバチバチと青白い火花を散らす。雷が間近にいる由花を傷つけることはない。

「あんまり頑張るなよ。犬がいくら努力したって、報われはしないさ」

　香沙薙の紫の瞳ひとみが、鋭するどく冷たい輝かがやきを帯びた。里穂に話しかけならがも、紫の瞳は由花を見ている。

　息を飲んで、由花は身体からだを硬くした。手は知らずのうちに、里穂の体毛を握り締めている。

「怖がる必要はない」

　太刀を手に取らぬまま、香沙薙が歩み寄ってきた。里穂が唸うなって身構える。

「中に眠っているものを解き放ち、真の姿になってもらうだけ……」

　由花と里穂の一メートルほど手前で足を止めると、香沙薙は双そう眸ぼうを見開いた。紫の瞳の中央が、スッと猫のように縦たてに切れ上がる。とたん、

　どくんっ。由花の中でなにかが蠢うごめいた。心臓が大きく跳ね上がったような、そんな感覚だ。

「な、なに……？」

　由花は極寒の地にいるかのように、ぶるぶると震ふるえた。

──あたしの中になにかいる！

　九歳の少女にとって、それは耐え難い恐怖だった。大人であっても同じことだろう。

　怯おびえていると、由花の身体から真紅の霧きりが発生し始めた。血の匂においがする。

　突如我が身を襲おそった異変に、由花は里穂の脇わき腹ばらに顔を埋めた。里穂の血がべっとりと頰ほおを濡らす。と、それまで辛つらそうながらもしっかりと立っていた里穂が、倒れた。

「里穂さん……？」

　里穂の姿に、由花は絶句した。里穂の身体全体が赤く変色していたのだ。由花から立ち昇る霧きりと同じ色に。耳も尾も、瞳ひとみさえも。

「由ゆ……花か……」

　由花の瞳を、里り穂ほの変色した瞳が見据えた。里穂の身体からだはビクビクと痙けい攣れんを起こしている。

「あ……あ……」

　恐怖が、由花の心臓を鷲わしづかみにした。

「里穂さ──！」

　叫び終えるよりも早く、里穂の身体は霧に変わった。

　目の前に広がった真紅の霧の中に、由花は手を伸ばした。しかしその手はなにをつかむこともできず、ほんの今まで里穂であった霧は、熱い風に吹きちぎられた。

「ちゃんと俺おれの魔ま力りよくに反応してくれるようになったな」

　両手で白い髪を後ろになでつけながら、香か沙ざ薙なぎは笑みを閃ひらめかせた。

「力も確実に成長している。完全解放してやれば、奴やつにも届くか……」

　笑みはすぐに消え、香沙薙の双そう眸ぼうは、獲え物ものを狙ねらう獣けものの眼めになった。

「いや……いや……」

　目を剝むいたまま、由花は壊こわれたおもちゃのように、ぎこちなく首を横に振った。

　この時杉林の向こうから、一人の男が身体を引きずるようにしてやって来ていたのだが、由花の目に彼の姿は映らなかった。視界に入らなかった訳ではない。目の前が真っ白に染まって、なにも見えなくなっていたのだ。

[image: ]

「いや……」

　血に濡ぬれた両手で血に濡れた頰ほおを押さえ、激しく頭を振った由ゆ花かは、

「──っ！」

　緋ひ色いろに染まった夜空に向かって、声にならない絶叫をあげた。

　由花の身体からだから発せられていた真紅の霧きりが、焼けた石に水をかけたかのように、勢いを増して吹き上がった。




「由花っ！」

　駆かけつけた綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこは、娘に向けて声を飛ばした。しかし娘──由花は応こたえない。

　胸の苦しみこそ収まったものの、香か沙ざ薙なぎの一いち撃げきがまだ身体を痺しびれさせている。しかし身体の痛みなど関係ない。由紀彦はなりふり構わず駆け寄り、由花を抱き締しめた。

　由花の身体から立ち昇っていた真紅の霧は、激しさを増した後、消えてしまった。

　由花は虚うつろに目を見開いている。まるで魂が抜けてしまったようだ。

「由花……っ！」

　九年の時を経て再会した娘を、由紀彦は力いっぱいに抱き締めた。由花の表情に変化はない。ただ唇だけは力なく動き続け、「里り穂ほさん」という名前を繰くり返している。それが霧になって消えてしまった狼おおかみの名だと察し、由紀彦は切れる程に強く唇を嚙かんだ。

　由花の育ての親を務めてくれていたのは、死んだ妻の姉だったのだ。由紀彦は、今までそれを知らなかった。

「由花に、里穂さんを殺させたのか……」

　振り返り、くぐもった声で言うと、

「俺おれはその子の中に眠るものに、起きろと声をかけただけ。あの女が死んだのは、その子の力に当てられたことが原因。俺が殺した訳じゃあない」

　いけしゃあしゃあと答えて、紫の瞳ひとみの青年は、地面に突き立てたままだった太刀たちを引き抜いた。

「もっとも、すぐにまた眠りについてしまったが……」

　炎を照り返してぎらりと輝かがやいた太刀の峰に、指先を滑らせる。

「さあ、由花を渡せよ。可愛かわいらしく育った娘に一目でも会えたんだ。冥めい土どの土産みやげとしては十二分だろ？」

　ざざっ。不意に周囲がざわめき、杉の木々や炎の合間から、妖よう魔ま・《犬》が姿を現した。数は十匹を越えている。包囲された。

　由花を左手で抱き、右手をジャケットの内ポケットに突っ込むと、由紀彦はそこから一枚の金属板を取り出した。黄金こがね色いろをした長方形の金属板で、全体に複雑な文様が施されている。

「由ゆ花かは渡さない……」

　呟つぶやいた由ゆ紀き彦ひこが、虚うつろに目を見開いたままの由花の黒髪を優しく撫なでると、由花の肩はピクッと小さく跳ねた。

《犬》たちが殺意を撒まきちらしてにじり寄ってくる。あるものは舌なめずりを、またあるものは口から火の粉を吐き出しながら。

「由花……僕は今まで君になにもしてあげられなかった」

　病とは違う痛みを胸に感じつつ、由紀彦は娘の髪を撫でる。初めて触れた娘の髪は、さらさらとしていた。妻の髪に似ていると、由紀彦は思った。

「この先も、僕は君の側そばにはいられない……今僕にできることは、君をここから逃すことだけ……」

「なにをする気だ!?」

　香か沙ざ薙なぎが声を荒げた。

「君が背負った呪のろわれた運命……僕が必ず解き放ちにゆくから。だから今は……」

　由花に微笑ほほえみかけると、由紀彦は右手の金属板を天高くに掲げた。

　金属板は眩まばゆい黄金こがね色いろの輝かがやきを放ち、夜気を払った。

　由紀彦の左腕に抱かれていた由花の身体からだが、ふわりと宙に浮かぶ。

　由紀彦が使った金属板。それは物体を使用者が望んだ場所に瞬しゆん間かん的てきに転送させるという代物だ。

　病床にあった自分に近づいてきた香沙薙を、由紀彦は信用していた訳ではなかった。

　香沙薙より指輪『久く遠おんの月つき』を与えられ、身動きが取れるようになった由紀彦は、密ひそかにこの金属板を入手していたのだ。

「綾あや瀬せ由紀彦！」

　香沙薙の顔が怒りに歪ゆがんだ。歯を食いしばり、太刀たちを払う。

　由花は見る間に地上十数メートルの位置まで浮上した。金属板と同じ黄金色の輝きが、由花を包む。

　香沙薙がなにかを叫んだ。それを皮切りに《犬》たちが襲おそいかかってくる。

　由花の姿を仰ぎ見ながら、由紀彦は由花の転送先を脳裏に思い描いた。咄とつ嗟さであったので、それはひどく抽象的なものになってしまった。

　寂しさのない場所へ。

　それが由紀彦が金属板に願った、由花の転送先であった。

　乾いた音を立てて金属板が手の中で粉々に砕け散り、由花の姿は、夜空に広がった黄金色の光とともに彼方かなたへ消え去った。




『院いん』の上空に黄金色の光が広がったその頃ころ、冬とう馬まと深み雪ゆきが眺める夜空には、花火大会のラストを飾る八十連発の花火が、華を咲かせていた。

　目が痛くなるほどの鮮あざやかさに、二人は歓かん声せいをあげた。

　大輪の華が残した余よ韻いんが消えると、澄すんだ夏空は静寂を取り戻した。

「どうだった？　結構迫力あったって思わない？」

「すごいです！　わたしちょっと感動しちゃいました！」

　深み雪ゆきは熱の込もった口調で言った。興こう奮ふん冷めやらぬらしく、彼女の顔はほんのりと朱色に染まっている。

「見てください。最後の八十連発、瞳ひとみに焼き付いてると思います」

　下げ駄たの足で器用に爪つま先さき立ちして、大きな瞳を近づけてくる深雪。

「あ、ああ。そうだね」

　いきなり深雪の顔が近づいてきたので、冬とう馬まは思わずのけ反ってしまった。

「ここ、すっごくいい場所ですね！」

「ちょっとドブ臭いのと、出店の一つもないのが珠たまにキズだけどね」

　一ひと悶もん着ちやくあったおかげでどうなることかと思った花火大会。こうして無事に二人で見ることができて、冬馬も喜んでいた。

「本当に綺き麗れいでした……」

　うっとりした顔で、さっきまで華が咲いていた夜空を眺める深雪。

　微かすかにほつれた前髪は汗ばんだ額ひたいに張り付き、髪を結い上げたことで露あらわになった襟えり足あしは、透き通るように白い。

　瞳に輝かがやく星を映し、月明かりに照らされた深雪の横顔は、綺麗だった。

「花火なんかより、君の方が綺麗だよ」

　そんな台詞せりふが浮かんだが、口には出さなかった。恥ずかしいし、だいいち花火と比べられても嬉うれしくはないだろう。

「それじゃ、姉様の所に寄って帰ろうか？」

「はい！」

　冬馬が川に背を向けると、深雪が飛びつくようにして腕をからめた。胸が腕に押し当てられ、冬馬はボッと赤くなった。

　深雪と心を通い合わせるようになってかれこれ半年になるが、冬馬の赤面症は相変わらずだ。

　こんなだから、姉や兄には「超高校生級甲か斐い性しようなし」とか「生涯ラブコメ男」とか散々に言われ続けている。

「はあ」

　自分でも情けなさは痛感しているので、思わずため息が出てしまった。と、

　カッ。突然、頭上で光が炸さく裂れつした。黄金こがね色いろの強烈な光だ。

　上を見た冬馬は目を焼かれてしまい、慌てて顔を下げた。

「冬とう馬まさん！　あれ！」

　目を焼かれずにすんだらしい深み雪ゆきが、手で目元を隠しながらも、上を向いて叫んだ。

　しかめた顔を空に向けた冬馬は、我が目を疑った。

　直上に人間──それも少女の姿があったのだ。淡い黄金こがね色いろの光に身を包まれているその少女は、重力を無視してふわふわと十メートル程の高みに浮いている。九歳くらいだろうか。

　見上げたまま、二人が呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、空の少女が降下を始めた。

　冬馬と深雪のちょうど真ん中に、ゆっくりゆっくり降りてくる。

　目の前に降りてきた少女を、冬馬は両腕で受け止めた。気づかぬうちに腕を差し出していたのだ。まるで綿を抱いたかのように、重さが感じられない。

　少女を包んでいた黄金色の光が、ふっと消えた。とたん、腕に少女の体重を感じ、冬馬は「おっと」と声を出した。

「きゃっ」

　深雪が息を飲むような悲鳴をあげた。冬馬は、すぐにその理由に気づいた。

　ピンクのパジャマに身を包んだ黒髪の可愛かわいらしい女の子──彼女の頰ほおは、べっとりと血に濡ぬれていたのだ。血は乾いていない。

「冬馬さん。この子、泣いてます……」

　深雪が眉まゆをひそめて言った。血に濡れた少女の頰には、涙が伝った跡があった。

「この子は、一体……？」

　夜空に向かって、冬馬は問いかけるように呟つぶやいた。

　夜空はなにも答えはしなかった。




　巨大な火球が炸さく裂れつし、耳をつんざくような爆ばく音おんがあたりを揺さぶった。

　火球を放った《犬》は、勝ったとばかりに口の端を笑みの形に歪ゆがめた。が、

「なるほど。妖よう魔まも笑うものなんですね。初めて知りましたよ」

　炎の中から聞こえた余裕の声に、一転して牙きばを剝むいた。

　逆巻く炎の中から、揺らめく陽かげ炎ろうを纏まとうようにして一人の人じん狼ろうが歩み出てきた。

　彼のプラチナのような美しい体毛は、炎に照らされ赤い輝かがやきを帯びている。

　火球をまともに食らいながらも、彼にダメージを受けた気配はない。

　ほんの先程まで殺意に満ちていた《犬》の赤い眼めに、恐怖の色が滲にじんだ。

　グルグル唸うなりながら後ずさる《犬》の姿に、

「笑うだけでなく、ちゃんと恐怖も感じるんですね。妖よう魔まの類たぐいとはほとんど闘たたかった経験がありませんから、いい勉強になります」

　銀色の人狼は、スッと目を細めた。

　月つき森もり静しず馬ま。静しず華かの弟であり冬馬の兄。『院いん』屈指の使い手としても名高い男だ。

　彼に追われ、生き残ったヨゴレ者はいないとさえ言われている。獣じゆう聖せい十士と比べても遜そん色しよくない実力だと言う者も多い。

「さて、ぼやぼやしてこの放火事件の主犯を取り逃がすのはぞっとしないですからね。決めさせてもらいますよ」

　静しず馬まの両手で、青白い光の刃やいばが火花を散らした。

　雷を結晶化させて、刃に変えたものだ。刃渡りはどちらも一メートル強。鍔つばこそないが、刃は反り身で日本刀を思わせる。

　静馬は、この技に「雷らい華か夢む想そう・御み剣つるぎ」の名を与えている。

　足を揃そろえ静かに息を吐き出した静馬は、鋭するどく息を吸い込んで地を蹴けった。

　逃げ腰になっていた《犬》だったが、覚悟を決めでもしたのか、雄お叫たけびをあげながら突進してきた。

　瞬まばたき一つの間に、静馬と《犬》は肉にく薄はくした。ここまでの速さはほぼ五分。が、ここから先の速さ──攻こう撃げき速度は段違いだった。

《犬》が鈎かぎ爪づめを振りかぶるよりも速く、静馬の二刀が閃ひらめいた。

　右の一いつ閃せんは《犬》の左腕を、そして左の一閃は首を斬きり飛ばした。

　赤黒い鮮せん血けつを撒まき散らし、あっと言う間に骸むくろとなった《犬》は、ズシンとうつ伏せに倒れた。

　静馬は「ふっ」と息を一つ吐くと、両手から雷の刃を消した。

　殺傷力の高い技ではあるが、刃を手にしている間、獣じゆう気きを消耗し続けてしまうという欠点がある。長時間の使用はできない。

「やれやれ。残業後の戦せん闘とうは、さすがに疲れますね」

　静馬は軽く頭を振った。「御剣」の使用によってかなりの獣気を消耗してしまったために、目が霞かすんだのだ。

　炎天下の営業回りと残業で疲れていたのも事実ではあるが。

《犬》たちは、厄介な相手だった。筋肉が硬すぎて鈎爪がまともに効かず、まとめて吹き飛ばそうと放った技「雷華夢想・降こう雨う」も、動きを鈍らせるだけで終わってしまった。

　天から雷を降らせる降雨は、本来なら命中した相手を身体からだの内側から爆ばく砕さいする大技だ。

　だが、《犬》たちの抵抗力が強すぎて、本来の爆砕という効果にまで至らなかったのだ。

　並の人じん狼ろう族ぞくでは、歯が立たないだろう。

　実際、『院いん』に到着してからこれまで、何人もの人狼の戦士たちの亡なき骸がらを目もく撃げきしてきた。

　静馬は周囲を見回した。

　雷の刃によって斬り捨てられた《犬》たちの骸と、その《犬》たちによって無残に引き裂かれた人狼の戦士たちの亡骸が、さながらゴミのように散らばっている。

　おびただしい血が地面を濡ぬらし、胸が悪くなるような悪臭を漂わせていた。

「妖よう魔まがいるということは、それを造った者がいるということ。これだけの戦闘能力を持った妖よう魔まを、しかも多量に造り出す相手……面倒な話ですね」

　首の後ろをさすりながら、静しず馬まは独白した。避さけ切れず食らった火球のおかげで、少しだが身体からだが痺しぴれた。

　獣じゆう気きを身に纏まとって防御力を上げていなければ、致命傷になっていたかもしれない。

──操り手を見つけに行くとしますか。操り手を倒せば、妖魔は活動を止めるはずですからね。

　首の後ろに手を当てたまま、静馬は西の空を仰ぎ見た。数分前、西の方角の空が黄金こがね色いろに輝かがやいた。その方角には、『結界』で守られた立ち入り禁止区域があったはずだ。

「二人とも、しばらくそこで待っていて下さい」

　静馬は振り返り、倒とう壊かいした建物の陰に横たわっている鷹たか秋あきと真ま矢やに声をかけた。二人とも気を失っているので、聞こえてはいない。

　ここから少し離れた場所で、彼らが《犬》に取り囲まれていたところに出くわした静馬は、《犬》を倒すと、目につきにくい物陰まで引きずってきて押し込んだのだ。

「君たちが敵に襲おそわれないよう、そこはかとなく祈っておきますよ」

　目で笑った静馬は、西の立ち入り禁止区域に赴くべく歩きだした。

『結界』の向こうになにがあるのかは、静馬も知らないことだ。

「ん？」

　歩きだして間もなく、静馬は前方にある崩れた塔の前に人影を見つけ、足を止めた。

　白髪に褐色の肌、長身のまだ若い男だ。黒塗りの鞘さやに収まった太刀たちを携えている。

「あの男……？」

　こちらに気づいていないのか、青年は前髪をかきあげた姿勢で、じっと夜空を仰いでいる。

──様子を窺うかがってみますか。

　静馬はカッと目を開き、獣気を衝しよう撃げき波はにして青年に叩たたきつけた。すると、青年の周囲にあった炎が、突風にあおられたように揺れた。

　前髪をかき上げた姿勢のまま、青年がゆっくりとこちらを向く。アメジストのような美しい紫の瞳ひとみの持ち主だ。

　目が合った瞬しゆん間かん、静馬は言い知れない空気に包まれた。生ぬるいような、凍いてつくような、焼け付くほどに熱いような、得体の知れない空気だ。はっきり言えることは、その空気が不快、ということだけだ。

「ちょうどいい。イラついてたところなんだ。憂うさ晴らしの相手になってもらう」

　風下に立つ静馬に、青年の怒気をはらんだ声が流れてきた。

　周囲にすさまじい殺気が生じた。体毛がざわめき立つほどに、その殺気は強く熱い。殺気の源は、青年の紫の瞳。

　はだけた白いシャツが跳ね上がり、白髪が逆立った。

「あなたが妖魔を操る迷惑な放火魔、という訳ですか」

　青年は無言。しかし、崩れた塔を乗り越えて現れた二匹の《犬》が、青年に代わって静しず馬まの問いに答えていた。

　まるで護ご衛えいのように青年の両りよう脇わきに立った《犬》たちは、敵意と牙きばを剝むき出しにした。

「犬コロが……」

　紫の瞳ひとみを血走らせて、青年──香か沙ざ薙なぎ桂けいは、太刀たちを抜き放った。

「刻み殺してやる」

　黒塗りの鞘さやを投げ捨てて、香沙薙は太刀の峰に舌をはわせた。

「随分と暑い夜ですね……」

　握り締しめた静馬の拳こぶしから、バチバチと青白い火花が漏れた。













　　　　第二章　由花







　目覚めた由ゆ花かは、呆ぼう然ぜんと室内を見回した。

──ここ、どこだろう……？

　鏡きよう台だいと整理ダンスが一つずつあるだけの、殺風景な和室だ。電気は消されているが、窓から差し込んでくる月明かりのおかげで真っ暗ではない。

　部屋の真ん中に布団が敷しかれ、由花はその上でタオルケットを握り締しめている。

「寒い……」

　布団の上で由花はうずくまった。冷房がついている訳ではない。びっしょりかいた汗が、寝ている間に冷えてしまったのだ。

　網戸ごしに入り込んでくる夜風が、ひどく冷たく感じる。

　うずくまって震ふるえていると、たまらなく胸が苦しくなって涙が出てきた。

「里り穂ほさん……」

　ぐずぐず鼻をすすりながら、立てた膝ひざに顔を埋めた由花は、あることに気づいた。

「里り穂ほさんって……誰だれ……」

　震ふるえる声で呟つぶやく。自分で口にした名前の主のことが、分からなかった。

「あ、あれ……？」

　顔を上げて頭を抱える。頭の芯しんが、ずきずきした。

「あたし……あたしは綾あや瀬せ由ゆ花か。綾瀬由花で……それから……」

　それから先は、真っ白だった。

「あいだだだだっ！」

　突然、襖ふすまの向こう側から男の悲鳴が聞こえ、由花はびくっとなった。

　震えていると、襖が開いた。入り込んできた明かりの眩まぶしさに、由花は目を細めた。

「ふーん。この子が空から降ってきたのか」

　襖を開けたのは、長い黒髪の綺き麗れいな女性だった。

「姉様っ！」

「静しず華かさん、無理に起こしたら可哀かわい想そうです」

　黒髪の女性の後ろには、別の男女の姿があった。

　由花は潤うるんだ目で、三人を順に見た。




「で。この子をわざわざ自分の家まで連れてきた目的はなんだ？　いたずらか？」

「そんな訳ないだろっ！」

　じんじん疼うずいているこめかみをさすりながら、冬とう馬まは仏頂面で言った。

　姉に「なんでビールが切れてる！」と拳こぶしで思いっきりぐりぐりやられたのだ。涙が滲にじむほどの激痛だった。冬馬の目は、いまだ赤らんだままだ。

　静華は、向かいのソファーで涼しい顔でタバコをふかしている。今し方、深み雪ゆきの着替えを届けに来てくれたのだ。

「警けい察さつに連れて行って、子供が空から降ってきました、って言っても信じてもらえないだろうって、二人で相談して連れてきたんです」

　冬馬の隣となり──正確には隣の隣に腰掛けている深雪が、そう説明した。彼女は浴衣ゆかた姿から、昼間のワンピース姿に戻っている。髪は結い上げたままだ。

「兄さんに相談するつもりだったんだけど……」

　冬馬は、深雪との間に座ってうつむいている、ピンクのパジャマ姿の少女を見た。

「まさか、記き憶おく喪失だなんて……」

　少女は、自分を綾瀬由花と名乗った。が、分かったことは名前だけだ。

　どこから来たのかも両親のこともなにも分からない、思い出せないと言うのだ。[image: 噓]うそをついている様子はない。

　怪け我ががないかどうか、寝ていた彼女の身体からだを調べた深雪によれば、身体に傷は見られないということだった。

──怪け我ががないってことは、あの頰ほおに付いてた血は、ほかの誰だれかのものってことだよな。

　冬とう馬まは渋面になった。由ゆ花かの頰の血は、深み雪ゆきが綺き麗れいに拭ぬぐった。

──こんな時に限って、兄さんがつかまらないなんて……困ったな。

『院いん』での仕事に就いている兄に相談しようと携帯電話に何度か電話したのだが、電源を切っているのか、兄は出なかった。自宅にも電話したが、留守だった。

　この時静しず馬まは、『院』で正体不明の敵と闘たたかっており、携帯電話は変身する際に脱ぎ捨てた上着の中なのだが、それは冬馬の知るところではない。

「きおくそうしつ……」

　うつむいたまま、由花が呟つぶやいた。

　静しず華かがリビングと隣となりの和室を仕切っている襖ふすまを開けた時は、ひどく怯おびえた様子だったが、今はそれほどではない。怯えよりも不安の方が強いようだ。

「きおくそうしつって、治るのかな……」

「うーん……」

　獣じゆう医いを目指して勉強をしている冬馬だが、人間、ましてや記き憶おく喪失は専門外だ。「必ず治るよ」などと無責任なことは言えない。返答に窮きゆうしていると、

「ねえ由花……ちゃん？　お腹なか空すいてないかしら？」

　深雪が話題を変えた。

「お腹を一杯にしてぐっすり眠れば、きっと思い出しますよ。ね？」

　深雪は明るい笑顔でポンと手を合わせた。同意を求められた冬馬は、「う、うん。そう……かな」と曖あい昧まいな相あい槌づちを打った。

「お腹、空いてないです」

　由花は首を横に振った。

　深雪は困ったように頰に手を当て、静華は「まあ、無理もないだろうね」と灰皿に灰を落とした。

「でも、無理してでも食べた方がいいんじゃないかな」

　由花の横顔を見ながら冬馬は言った。目は落ち込み、顔色も悪い。かなり憔しよう悴すいしているようだ。深雪が言うとおり、しっかり食べて眠った方がいいだろう。

──この子、笑うと可愛かわいいんだろうけどな。

　考えながら、まじまじと少女の横顔を見つめていると、

「わたし、これから記憶喪失に効くお料理、作ります！」

　深雪がいきなりそんなことを言い出した。真顔で、拳こぶしをぐっと握っている。

「き、記憶喪失に効く料理……？」

「はいっ！　柚ゆず本もと家に一子相伝で代々伝わってきた秘伝の料理なんです」

　にこっと笑った深み雪ゆきに、冬とう馬まも静しず華かも目を瞬しばたたかせた。由ゆ花かは不思議そうに深雪を見た。

「キッチン、お借りしますね」

　席を立つ深雪。気になった冬馬は、彼女に続いてキッチンに入った。

「記き憶おく喪失に効く料理なんて、本当にあるの？」

　眉まゆを八の字にして訊きくと、

「本当にあったら、すごいですよね」

　深雪は笑って、冷蔵庫を開けた。

「ああ、なんだ。そういうことか」

　由花になんとか食事を取ってもらおうと、深雪はわざとあんなことを言ったのだ。

「でも半分は本当ですよ。どんな病気も怪け我がも、一番の薬は栄養たっぷりの美味おいしいごはんと休息です。記憶喪失だって、きっと同じですよ」

「……そうだね」

　頷うなずいて、冬馬は深雪の肩越しに冷蔵庫の中をのぞき込んだ。漂ってくる冷気が気持ちいい。

　冬馬は自炊しているので、冷蔵庫の中はそれなりに食材が揃そろっていたりする。

「よく考えたら、俺おれもスイカ食べたっきり、まともには食べてなかったんだよな」

「美味しいの作りますから、冬馬さんもリビングで待ってて下さい」

　バターと玉子を取り出して、深雪は微笑ほほえんだ。




　テーブルに並んだ料理は、オムライスと玉子スープだった。

「さすが深雪ちゃん。いけるよ、このオムライス。野菜たっぷりってところがポイント高いね」

「ありがとうございます。野菜嫌いだった真ま矢やも、こうするとよく食べてくれたんですよ。特製ソースが決め手です」

　静華に褒ほめられ、深雪はにこにこしている。キャベツやニンジン、タマネギや長ネギ、ピーマンといった野菜の数々が細かく刻まれ、たくさん入った身体からだに良さそうなオムライスだ。

「家のチビどもも、野菜を食べなくて困ってるんだ。これ、家でも作らせてもらうよ」

「野菜の匂においを消すのにもコツがあるんです。ソースの作り方と一緒に、あとでメモしてお渡ししますね」

　女性二人がそんなことを話している向かいで、冬馬は渋面になっていた。

　オムライスも玉子スープも、なんともいい匂いを醸かもし出している。しかし、

「だ、ダメだ。食べられない」

「……」

　冬馬と由花は、一口も食べていなかった。

　由花はうつむいたまま食べようとせず、冬馬はスプーンを握り締しめたまま、料理と睨にらめっこしている。

「冬とう馬まさん。好き嫌いはダメです」

「無理だよ深み雪ゆきちゃん。こいつのしいたけ嫌いは筋金入りだからね」

　静しず華かがはたはたと手を振った。

「ううっ」

　冬馬は唸うなった。どちらの料理にも、冬馬の天敵であるしいたけがいっぱい入っているのだ。

「オムライスのしいたけは、細かく刻みましたから食べられますよ。匂においもそんなにしないはずです」

　冬馬がふるふる首を横に振ると、深雪は、困ったように息を一つ吐いた。

　冬馬のしいたけ嫌いには理由があった。

　六歳の時、家族できのこ狩りに行ったことがあった。その時、静華が採ってきた種類不明のきのこを半ば無理やり食べさせられ、見事それに当たってしまったのだ。赤と黄色の斑まだら模も様ようのいかにも怪しいきのこだった。

　以来冬馬は、しいたけをはじめとするきのこの類たぐいが全く食べられなくなってしまったのだ。

　それを知った深雪は、冬馬のきのこ嫌いを克服させようと、何度もきのこ料理を作ってくれたのだが、この半年間食べられたことは一度もない。今日使った干ししいたけは、深雪が以前に買い置いていたものだ。冬馬自身は、決してきのこを買ったりしない。

「一口でもきのこが口に入ろうものなら、こいつはすぐ涙目になるからね」

　冬馬をきのこ嫌いにした張本人は、涼しい顔で食事を続けている。

「由ゆ花かちゃんは、しいたけ食べられる？」

　頷うなずいた由花だが、食べようとはしない。

──もし記き憶おく喪失の原因が、頭をぶつけたとかじゃなくて、精神的なショックだったりしたら……食事なんて無理だよな。

　力のない由花の顔を見ながら考えていると、「ぐずっ」と鼻をすする音がした。

「え？」

　隣となりの由花から向かいに目を移すと、深雪が両手で口元を覆おおって涙ぐんでいた。

「えええっ!?」

　驚おどろいた冬馬は、スプーンを落っことしそうになった。

「せっかく、一いつ生しよう懸けん命めい作ったのに……」

　深雪は悲しげに目を伏せた。

「いっぱい愛情込めたのに、二人とも食べてくれないなんて……わたし、泣いちゃいます」

　泣きながら隣の静華の肩に寄りかかる深雪。静華は彼女を抱き寄せて、ポンポンと頭を叩たたいた。

　冬馬は絶句し、由花は目を丸くした。

「きっとオムライスも玉子スープも、どうして僕たちを食べてくれないんだろう、って悲しんでます。非行に走っちゃうかもしれません」

「ぎ、擬ぎ人じん化かされた」

　困惑顔を通り越して半泣きになる冬とう馬ま。一方の由ゆ花かは、

「あっ、あのっ……あたし……ごめんなさい……ごはん、食べます」

　深み雪ゆきの涙に罪悪感を感じたらしく、スプーンを手に取った。

「い、いただきます」

　オムライスを食べ始める由花。とたん、

「ありがとう由花ちゃん！　オムライスも玉子スープもきっと喜ぶわ！」

　深雪は泣き顔を一転、笑顔に変えた。

──え、演技だったのか……？

　呆あつ気けに取られていると、

「冬馬さんは、食べてくれないんですか？」

　半眼で睨にらまれ、冬馬は「うっ」と唸うなった。

「由花ちゃんが食べてくれたのに、冬馬さんは食べてくれないんですか？」

　再び目に涙が溢あふれてくる。

「た、食べる、食べますっ！」

　スプーンを握り締しめると、冬馬は歯を食いしばってオムライスを睨んだ。深雪はじっとこちらを凝ぎよう視ししている。

　腹をくくった冬馬は、オムライスにざくっとスプーンを突き刺すと、口の中に放り込んだ。

　ポンと手を合わせて笑顔を咲かせる深雪。静しず華かは「ほ」と口を丸くし、由花は口をもぐもぐさせながら小首を傾かしげた。

　ケチャップになにかを混ぜたらしい特製ソースの味が口の中に広がる。

──あ、いける。大丈夫かもしれない。

　一いつ瞬しゆん安心しかけたのだが、敵は時間差を置いてやってきた。

「ふぐっ」

　様々な野菜や香辛料と混じり合い、しいたけ自体の味はほとんど失われているはずなのだが、それでも悲しいかな、冬馬の舌はかすかに残ったしいたけの味を敏感に感じ取ってしまった。

「うぐううぅぅぅ」

　スプーンをくわえたまま、冬馬は悶もだえた。顔の色が青、赤、白とめまぐるしく変わる。

「は、はい。お水」

　目を潤うるませて痙けい攣れんしだした冬馬に水を差し出してくれたのは、由花だった。

　受け取った冬馬は一気に水を飲み干すと、空になったコップをドンと置いて、テーブルに突っ伏した。

「無理して食べない方がいいと思う……」

　由ゆ花かが心配そうに顔をのぞき込んでいる。

「お、俺おれは大丈夫。すごく美味おいしかったから、これなら、き、きっと、記き憶おく喪失にもバッチリ効くと思うよ……うん。だ、だから君も、も、もっといっぱい食べないと……」

　息も絶え絶えに言うと、由花は目をぱちくりさせた後、

「変なの」

　笑った。

　元気な笑顔とは言い難い。それでも彼女の笑顔は、愛らしかった。

　笑おうとした冬とう馬まだったが、こんな状態で笑えるはずもなく、顔が不自然に引きつっただけで終わった。

「で、しいたけのご感想は？」

「……しいたけ最高」

　向かいの静しず華かと深み雪ゆきに向け、冬馬はテーブルに突っ伏したまま親指をグッと立てた。

　由花がまた笑った。今度の笑顔は、さっきよりも少しだけ明るかった。




「良かった。なんとか焼けずにいてくれましたね。高かったんですよ。これ」

　静しず馬まは、鐘しよう楼ろうの陰に脱ぎ捨ててあった濃のう紺こんのブレザーを拾うと、軽くはたいて袖そでを通した。

　あたりは未いまだ火の海だ。敵は去ったが、消火活動は遅々として進んでいないようだ。

「鎮ちん火かするには、まだ時間がかかりそうですね」

　両手で髪を撫なでつけつつ息を吐くと、

「君たちは、動けそうですか？」

　振り返り、杉の木にもたれ掛かっている鷹たか秋あきと真ま矢やに声をかけた。二人も人間の姿に戻っている。

「ダメだ。血が止まらねえ」

　脇わき腹ばらを押さえている鷹秋は、力のない声で言った。彼の顔は真っ青だ。

　真矢は項うな垂だれて地面を睨にらんでいるだけで、返事もしない。

「そういう時は傷口を獣じゆう気きで覆おおうんですよ。そうすれば止血できます」

　静馬は自身の下腹を指でつついて見せた。そこには鋭えい利りな刃物で刺された傷がある。獣気で傷口を覆ってるので出血はない。急所は外れているので、止血さえしておけばどうということのない傷だ。

「ンな器用な真似まねはできねえよ」

　鷹秋はしかめっ面で手を振った。

「君たちは、獣気の扱いを学んだ方がいいですね。獣気自体は弱くないのに、まるで使い切れていない。勿もつ体たいないですよ」

　ポケットから取り出したハンカチを、鷹たか秋あきに投げ渡す。受け取った鷹秋は、それで傷を押さえて顔を歪ゆがめた。

「ヒーリングが使える女性のホワイトウルフがいないか探してきますよ。待ってなさい」

　二人の許もとを離れた静しず馬まは、歩きながらもう一度下腹の傷に触れた。そして傷の原因となった紫の瞳ひとみの青年のことを思い出す。

──結局、討ち損なった……いや、あのまま向こうが退いてくれなければ、殺やられていたのは私の方か……。

　紫の瞳の青年は、剣と妖よう術じゆつの使い手だった。

　彼の振るう太刀たちと、静馬の「御み剣つるぎ」。さらに妖術と雷らい撃げきとがぶつかり合い、闘たたかいは長期戦にもつれ込んだ。実力は伯仲していたが、向こうには妖よう魔ま・《犬》の援えん護ごがあった。静馬は押される形になってしまった。

「あんた強いな。決着をつけたいところだが、邪魔が入った。次を楽しみにしてるよ」

　闘いの最中、紫の瞳の青年はそう言い残すと、身を翻ひるがえして炎の彼方かなたに消えてしまった。

「邪魔……か」

　呟つぶやき、静馬は立ち止まった。

　青年が退く直前、背の高いクヌギの木の上に人影が立っているのを静馬は目撃していた。青年が退いたのは、彼もその存在に気づいたからだ。

「で、高みの見物は楽しかったですか」

　振り返らないまま、静馬は背後に声をかけた。

「助けてやったっちゅうのに、随分な言い草やなぁ。あのままオレが面出さんかったら、あんたあの白しら髪が君にざっくり殺られてたんとちゃうかぁ？」

　背後からいかにも軽けい薄はくそうな声が返ってきた。

　振り返る静馬。立っていたのは、レンズの丸いサングラスをかけた瘦やせぎすな若い男。ぼさぼさの茶色い長髪を無造作に束ね、水色のワイシャツに黒いスラックスを身につけている。髪の量がやたらと多く、束ねた後ろ髪はさながらホウキのようだ。

「誰だれです」

　静馬が鋭するどく目を細めると、サングラスの男は、大おお袈げ裟さにずっこけた。

「だ、誰ですってそれはないやろっ！　オレや！　あんたと同期の響ひびきちゃんやがな！　このつぶらな瞳を忘れたんかっ！」

　サングラスを外し、男──響忍しのぶは己の顔を指さした。

「男の名前や顔を覚えるのは得意じゃないんですよ」

「……相変わらずいやぁなやっちゃなぁ」

　口を尖とがらせつつ、響は再びサングラスをかけた。

「それで、本山勤めのあなたがこっちになにをしに来たんです」

「夏休みを使つこうて、東京のピチピチギャルをナンパしに来たんやっつっても、信じんやろ？」

「信じません」

　きっぱり言うと、響ひびきは「やれやれ」と、ぼさぼさの長髪に手を入れた。

「あなたがここにいるということは、本山は今夜のこの襲しゆう撃げきを予測していた、ということですか」

「ははは。ノーコメント」

　響は乾いた笑いを浮かべた。

「肯定と受け取っておきます」

「ほんまヤなやっちゃなぁ。この性格で女にモテるんやから反則やで」

「……なにか私に用件があるなら、さっさと済ませて下さい。男と無駄に向かい合う趣しゆ味みはありませんので」

　響は肩を竦すくめた。

「用件ちゅうほどの、大したことやあらへん。ちょいとした忠告や」

「忠告？」

「せや。『長おさ』からのな」

　獣じゆう聖せい十士が一人──響忍しのぶは、猫のように目を細めた。細められた彼の目には、刃物の鋭するどさと氷の冷たさがあった。

　火の粉が、二人の間を舞った。




「わたし、由ゆ花かちゃんと一緒にお風呂に入ってきます」

　洗い物を終えてキッチンから出てきた深み雪ゆきが、エプロンをたたみながら言った。

「えっ、ああ」

　ソファーで新聞を読んでいた冬とう馬まは、顔を上げて深雪の隣となりに立っている少女を見た。

「お手伝い、ご苦労様」

　声をかけると、由花はにこっと笑った。

　なんと彼女は、後片付けを手伝っていたのだ。手伝いたいと言い出したのは由花自身。曰いわく「お片付けは手伝わなくちゃ」ということらしい。

「記き憶おくを失う前の習慣じゃないのか？　あたしもチビどもには自分の食器は自分で台所に運ぶようにさせてるからね」

　五分程前に帰った静しず華かは、そんな風に言っていた。

　時刻は既に十一時を回っている。

「由花ちゃんのお片付け、すごくてきぱきしてて手際がいいんですよ」

　深雪が褒ほめると、由花は、はにかんだようにうつむいた。

「へえ」

　由ゆ花かの姿に、冬とう馬まは目を細めた。

　食事の前までは、ほとんど喋しやべらずうつむいてばかりの由花だったが、食事の最中から暗い顔ではうつむかなくなり、口数も増えた。食事も残さず綺き麗れいに食べ、深み雪ゆきを喜ばせていた。

　ちなみに冬馬も残さず食べた。スプーンを置こうとする度に深雪に涙ぐまれたのだからしょうがない。

　深雪も喜んだし、しいたけが口に入って悶もだえる度に由花が笑ってくれたのだから、我慢の甲か斐いはあった。まだ胸はむかむかしているが。

　由花の記き憶おくに変化はない。けれど笑えるぐらいに元気にはなったのだから、深雪の料理は充分薬になったといえるだろう。

「お風呂、冬馬さんも一緒に入りませんか？」

　微笑ほほえみながら誘ってくれた深雪だが、

「え、遠えん慮りよしときます」

　冬馬は丁重に断った。

「冬馬さん……顔真っ赤」

　由花にくすくす笑われた冬馬は、新聞で赤くなった顔を隠した。深雪と由花が顔を見合わせて笑う。

「それじゃあ、わたしたち、お風呂に入ってきますね！」

「お風呂、先にいただきます」

　ペコリとお辞じ儀ぎをした由花を連れて、深雪はバスルームへ向かった。

「しっかりしてるし、礼儀正しい子だよな」

　由花の後ろ姿を見ながら呟つぶやいた冬馬は、

「もう一回、兄さんに電話してみよう」

　ぐーっと伸びをしてソファーから立った。

　着信記録は残っているはずだからと、向こうからの電話を待っていたのだが、一向にかかってこない。

「兄さん、女の人と会ってる間は必ず携帯の電源切るもんな……そのせいかな」

　そんな理由で、兄の携帯には繫つながらないことが多い。自宅にもいつもいないし、とにかく捕まえにくい人物なのだ。

　キッチンで麦茶を一杯飲んだ後、冬馬は廊下に出て受話器を取ると、兄の携帯にかけた。

　数回のコールの後、兄が出た。

「良かった繫がった。兄さん？　俺おれだけど──」

　ようやく兄と連絡が取れたと安あん堵どしたのもつかの間──。

『立て込んでます。明日にしなさい』

　ぶつっ。問答無用で切られてしまい、冬馬は固まった。

「も、もしもし、兄さん!?」

　慌てて呼びかけたが、『ツーッ、ツーッ』と虚むなしい音が聞こえるだけだった。

　かけ直したが、電源を切られたのか繫つながらない。

「な、なんなんだ……」

　受話器を見つめ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、

「きゃあっ！」

　バスルームの方から悲鳴が聞こえた。深み雪ゆきの声だ。

「こっちもなんなんだ!?」

　脱衣所の前に走った冬とう馬まは、「深雪さん、どうしたの！」とドアの向こうに声をかけた。すると、ドアが開いて脱衣所から深雪が飛び出してきた。

「うわわわっ！」

　全裸にバスタオルを巻き付けた深雪の姿にうろたえた冬馬だったが、

「冬馬さん、由ゆ花かちゃんが……」

　深雪の泣き出しそうな顔に、眉まゆをひそめた。

　深雪と一緒に脱衣所に入った冬馬は、浴室をのぞき込み、目を見開いた。

　浴室の隅に座り込んだ全裸の由花が、肩を抱いて震ふるえていた。

「なにがあったの？」

「分かりません……綺き麗れいな髪ねって言って、触ったら、急に……」

　深雪は首を横に振った。

　由花の目は見開かれていた。瞳ひとみには強い怯おびえの色がありありと浮かんでいる。

　冬馬は浴室に入り、

「どうしたんだい？　大丈夫？」

　由花の肩に手を置こうと手を伸ばした。すると、

「あたしに触っちゃダメえっ！」

　浴室に由花の叫びが響ひびいた。

「あたしに触っちゃダメ……」

　繰くり返す由花。極度の興こう奮ふん状態にあるらしく、息がひどく乱れていた。

「さ、触らな……いで……」

　目を剝むいていた冬馬の前で、由花は気を失ってうつ伏せに倒れた。差し出した冬馬の腕が、彼女を抱きとめる。

「冬馬さん……」

「ああ……」

　由花を抱き抱えて立ち上がった冬馬は、彼女から胸が張り裂けるような悲しい匂においを感じ、目を伏せた。




　古びたベンチに腰掛け、香か沙ざ薙なぎ桂けいは紫の瞳ひとみに澄すんだ紺色の空を映していた。顔にはなんの感情も窺うかがえない。

　秩ちち父ぶ市内にある小さな公園に、桂はいた。人気はない。

　彼の白いシャツは、あちこちが裂けて血が滲にじんでいる。

　壊こわれかけた電灯の点滅が、桂の姿を照らしている。電灯の回りを飛び交う虫たちの羽音が、耳障りだ。

　電灯の上では飛び回る虫などそしらぬ顔で、一羽のカラスが羽は繕づくろいをしている。

「父親の執念……か。鬱うつ陶とうしい」

　桂は抑揚のない声で呟つぶやいた。瞳がかすかに歪ゆがむ。

　綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこには逃げられ、その後に遭遇した銀ぎん狼ろうとの闘たたかいにも厄介な邪じや魔まが入った。

──響ひびき忍しのぶといったか……直属の密偵を送り込んできたということは……やはり『あの男』は俺おれの動きを読んでいたか……。

　桂の口元が、忌いま忌ましげに歪む。

──どんな邪魔が入ろうとも、俺の行く手を阻むならば潰つぶすだけだ。由ゆ花かに眠る力、必ず解き放つ。

　綾瀬由花に眠る力は、無理に解放を促さずとも、遠くない未来に自然に解き放たれる。だが、桂にそれを待つつもりはなかった。

　桂はベンチから立つと、電灯の上にいたカラスに向けてカッと目を見開いた。

　バチン。電灯が砕け散り、破片とともにカラスが落ちた。

　傲ごう然ぜんとカラスの死体を見下ろしながら、桂は差し出した左の掌てのひらをきつく握り締しめる。と、拳こぶしの中から赤い光が漏れた。

　ゆっくりと拳を開く。そこには小さな赤いかけらがあった。透明感のある輝かがやく朱色の結晶だ。ルビーにしては少し色が薄うすい。

　桂は朱色の結晶を、掌からカラスの死体の上に落とす。朱色の結晶は、スッとカラスの体内に吸い込まれた。

　ビクン、とカラスの死体が大きく跳ね動いた。そしてもぞもぞと身体からだを動かしながら起き上がる。眉み間けんには、体内に吸い込まれた朱色の結晶が、まるで第三の瞳のように現れていた。

　一声鳴いて飛ぶと、妖よう魔まとなって甦よみがえった《カラス》は差し出された桂の腕に止まった。

「探すんだ。人の姿の中に、魔を宿した少女を……」

《カラス》は了解とばかりに一声鳴いて、夜空の彼方かなたへ飛び去っていった。

　綾瀬由紀彦が使った金属板に込められていた魔力は、それほど強いものではない。由花はそう遠くへは送られていないはずだ。

「手て駒ごまを増やしておくか」

　桂けいは、左手を先程よりも数段強く握り締しめた。拳こぶしが震ふるえ、腕にはっきりと血管が浮き出るほどに強くだ。すると先は赤い光が漏れた拳から、今度は霧きりが吹き出した。色は、由ゆ花かが里り穂ほを死なせた時に身体からだから発した霧と同じく、赤い。

　広げた掌てのひらの上には、二つの赤い小さな結晶があった。先の朱色の結晶と基本的には同じ物だが、込めたものの「濃こさ」が違う。

　桂の息はわずかに乱れ、額ひたいには汗が滲にじんでいる。

「犬は飽きたな。次はもっと大型の肉にく食しよく獣じゆうにでも植えてみるか……」

　左手で『種たね』を弄もてあそびながら、ベンチに立て掛けてあった太刀たちを手にすると、桂は公園を後にした。

　北の山の上空は、今もなお茜あかね色いろに染められていた。




「どうしてそんなこと言うんですかっ！　冬とう馬まさん言ってたじゃないですか!?　由花ちゃんから悲しい匂においを感じたって！」

　深み雪ゆきの反応は、予想どおりのものだった。

　声を裏返させて叫んだ深雪の手は、すがりつくように冬馬のシャツの胸元をつかんでいる。

「あんまり大きい声出すと、あの子が起きちゃうよ」

　人差し指を口に当てると、深雪はギュッと口を結んで視線を下に落とした。

　隣となりの和室では、由花が眠っているのだ。

　両肩に手を置いて、冬馬は深雪をソファーに座らせた。

「確かにあの子から悲しい匂いを感じた。けどやっぱり、あの子をこのまま家に置いてはおけないよ」

　身を屈かがめた冬馬は、きっぱりと言った。深雪はうつむいたままで二人の目は合わない。

　由花が見せた触れられることへの強い拒絶反応。その後、彼女を寝かせた布団の上で起きた出来事を考えると、やはり彼女は危険な存在だとしか思えない。

　気を失った由花にパジャマを着せて和室の布団に寝かせた冬馬と深雪は、揃そろって由花の側そばについて様子を見守った。

　由花はひどくうなされていた。深雪は、そんな彼女の髪を心配げに撫なでていた。すると突然由花の身体から、真紅の霧のようなものが、ほんの数秒の間ではあったが立ち昇ったのだ。

　危険を感じた冬馬は、咄とつ嗟さに深雪を由花の側から引き離した。その際に、右みぎ肘ひじの先が霧に触れてしまった。すると、そこがまるで強酸にでも触れたかのように焼けただれてしまったのだ。由花のパジャマや布団には、なんの跡もないというのに。

「あの子が発した邪悪な匂い……深雪さんだって感じただろ？」

　霧が発せられた時、冬馬は由花から吐き気がするようなおぞましい邪悪な匂いを感じた。

　冬馬の言葉を肯定するように、深雪のうつむき具合はますます深くなった。髪が零こぼれて顔を覆おおい、表情が窺うかがえなくなる。

　二人の間にしばしの沈ちん黙もくが流れた。

「兄さんとは連絡がつかないから、直接『院いん』に連絡して、引き取りにきてもらうよ」

　冬とう馬まが沈黙を破ると、

「ダメです！」

　バッと顔を上げて、深み雪ゆきが叫んだ。

「『院』に渡して、それでもし『院』が由ゆ花かちゃんを危険だって判断したら、きっと由花ちゃん殺されちゃいます！」

「……」

　深雪の言葉は否定できない。確かに『院』は、危険と判断されたものに対しては、容赦のない場合が多い。

　危険と判断されたものが、武器や道具であるなら厳げん重じゆう封印や破は壊かい。それが人や生き物であるなら──抹殺。

「冬馬さん、あの子が殺されても、構わないんですかっ!?」

「そんなこと……俺おれだって……」

「だったら、考え直して下さい！」

「……できない」

　首を横に振ると、深雪は唇を嚙かんで冬馬を押しのけた。

　尻しり餅もちをついた冬馬を潤うるんだ目で睨にらむと、深雪はリビングを飛び出して、二階に駆かけ上がって行ってしまった。

　髪をぐしゃぐしゃにかきむしりながら立ち上がった冬馬は、深いため息をつくと、リビングと和室を仕切っている襖ふすまをそっと開けた。

　和室の中央で、由花が眠っている。リビングの明かりと窓から差し込む月明かりのおかげで、室内の様子は見て取れる。

　──冬馬さん、わたしの気持ち全然分かってくれてません！

　眠る由花を見つめる冬馬の脳裏に、昼間の深雪の台詞せりふが甦よみがえった。

「深雪さんも、俺の気持ち分かってくれてないよ」

　由花を『院』に引き渡そうと考えたのは、深雪がいたからだ。

　頰ほおを血に濡ぬらして空から降ってきた少女・由花──彼女が危険な存在なのではないかという思いは、ずっと付きまとって離れなかった。

　あの真紅の霧きりは、由花が危険な存在であるという証明だ。

──もし俺の力が完全に戻っているのなら、どうにかしてやれるのかもしれない。けど……。

　冬馬は網戸越しに月を眺めた。満月を明日に控えた月の光は、淡く白い。

　冬馬は、人じん狼ろう族ぞく最強の種・黄おう金ごん狼おおかみラグナウルフである。しかし半年前の一人の妖よう術じゆつ士しとの闘たたかいで、その能力をすべて失ってしまっていた。

　もう自分に闘う力が戻ることはない。冬とう馬まはそう思い込んでいた。なぜなら、父がやはり能力を失ったラグナウルフであったからだ。

　父が能力を失ったのは、十二年前。以来、父に人じん狼ろう族ぞくとしての能力は戻っていない。

　だが、冬馬は違った。

　一カ月ほど前から、徐々にだが失われた人狼族としての能力が戻り始めたのだ。

　最初に戻ったのは、嗅きゆう覚かくだった。嗅覚が戻っていたからこそ、由ゆ花かから悲しい匂においや邪悪な匂いを感じることができたのだ。

　次いで戻ったのは、常人を超える回復能力だった。包丁でざっくり切ってしまった指の傷が、十分足らずで跡も残らず消えてしまったことがそれを物語っている。

　そして最近になって、運動能力が戻り始めた。といっても、今のところは並の人狼族にも及ばない程度の力しかない。姉や兄とは比べるにも値しないレベルだ。

　力が戻り始めたことは、誰だれにも話していない。父や深み雪ゆきにもだ。

　うっかり深雪の前で「匂いを感じた」と言ってしまったのだが、彼女は気にとめていない様子だった。

　彼女は、冬馬がラグナウルフの力を失ったことを自分の責任だと思っている。力が戻ってきたと話せば、喜んでくれるかもしれない。だが今のところ冬馬に話すつもりはなかった。

　力が戻り始めたといっても、変身能力を取り戻すまでに至るかどうかは分からない。中途半端な状態で話して、ぬか喜びはさせたくない。

──こんな半端な力、あってもなくても一緒だ。なにか危険な事態が起こったって、今の俺おれじゃきっと深雪さんを守れない……。

　由花から感じた邪悪な匂い、そして発生したあの真紅の霧きりを、冬馬は怖いと感じた。

　このまま由花を側そばに置いておけば、必ず深雪が危険な目に遭ってしまうだろう。

　困った人間を放っておけない性格の深雪が、由花に対して親身になる気持ちも分かるし、冬馬自身も由花を助けてやりたいとは思う。

　けれど、『いきなり空から降ってきた少女』と『深雪』という存在を天てん秤びんにかけてしまえば、どうしても深雪に傾いてしまう。

　深雪を危険な目に遭わせるぐらいなら、素性の知れない少女など──と思ってしまうのだ。

──自分でも、自分を酷ひどい奴やつ、薄はく情じような奴って思うけど……。

「冬馬……さん？」

　不意に呼ばれた。布団の上で由花が身を起こしていた。

「ごめん。起こしちゃったかな？」

　和室に入ると、冬馬は布団の側に座った。

　薄うす暗ぐらい中だが、彼女の顔色が悪いことは分かった。

──ごはんを食べて、随分顔色良くなったんだけどな……。

　また、憔しよう悴すいした顔に戻ってしまった。それが残念だった。

「あの……さっきはごめんなさい」

　由ゆ花かは、掛けていたタオルケットをたくし上げた。

「え？」

「あたし、触られた時、深み雪ゆきさんの手叩たたいちゃったから……」

「そうなんだ。けど気にすることないよ。深雪さん、全然怒ってなかったから」

　言うと、由花は「良かった」と笑った。力のない笑顔だ。

「どうして触られることを嫌がったんだい？」

　訊きこうとした冬とう馬まだったが、その質問は飲み下した。訊くことで、また彼女にショックを与えてしまうかもしれないからだ。

　激しく呼吸を乱して震ふるえていた彼女の姿を思い出すと、胸が痛む。

　記き憶おく喪失の原因は、精神的ショックなのではないか、と冬馬は思った。

　眉み間けんに皺しわを寄せて見つめていると、由花はうつむいた。

「あたし……どうしてここにいるんですか？」

　訊かれ、冬馬は思案した。

　由花にはまだ、空から降ってきたということは話していない。

──空から降ってきたなんて知ったら、きっと混乱する……話さない方がいいのかもしれない……。

「あたし、自分のことなんにも覚えてないから……知りたい」

　目を伏せていると、由花の大きな瞳ひとみに見据えられた。大人びた瞳に、冬馬は少し驚おどろいた。

──この子は、俺おれが思ってるよりもずっと大人なのかもしれないな……。

　思い、冬馬は川原で出会った時の状況を由花に話した。ただ、顔や手が血に濡ぬれていたことと、先程身体からだから立ち昇った霧きりのことは伏せたが。

　話し終えると、由花は険しい顔でタオルケットをきつく握った。自分が空から降ってきたことにショックを受けたのか、それともなにかを思い出そうとしているのか。

「さっき、怖い夢見てたのかい？　随分うなされてたけど」

　思い詰めさせるのはよくないと思い、声をかけると、由花はコクンと頷うなずき、夢の話をしてくれた。

　赤い霧の中を一人で歩いていると、白い髪に紫の瞳ひとみの青年が現れた。その青年が怖くて逃げ出すと、見知った女性が手を差し伸べてくれた。しかし女性の手をつかんだとたん、女性は霧に変わって消えてしまったのだという。

「すごく、嫌な夢だった……怖くて、悲しくて……」

　夢のことを話す由花の顔は辛つらそうだった。冬馬は夢の話を振ったことを後悔した。

──身体からだから霧きりが出てきた時に見てた夢だな……きっと。

　由ゆ花かの話を聞き、冬とう馬まはそう考えた。夢が彼女の身体から霧を発生させたのか、それとも霧が発生したことが原因でそんな夢を見たのか、それは分からない。

「寝たら、またあの夢見るのかな……」

　由花はぐずぐず鼻をすすった。夢に怯おびえる少女の姿は、痛々しかった。

「悲しくて、怖い夢……か」

　冬馬にも、夢に怯えた経験がある。

　母を、この手で殺あやめてしまう夢だ。それは十二年前に、実際に起きた出来事である。

　現在でも、時折見ることがある。半年前以来、心を蝕むしばまれるような思いはしなくなったが、それでもやはり、たまらなく胸が苦しくなる夢であることには違いない。

　母を殺めてしまったという事実が消えることはない。きっと一生涯見続けてゆく夢なのだろう。けれど今の冬馬には、その夢を「見たくない」と否定する気持ちはなくなっていた。

　罪の意識、そして悲しみを、自分の強さに、優しさに変えていきたいと思うようになったからだ。

　ただ夢に怯えていただけの自分が、そう思えるようになったのは、一人の女性──深み雪ゆきのおかげだ。

「あたし、もう寝たくない……」

「けど眠らなくちゃ。でないと、また疲れて倒れちゃうよ。疲れてたら、記き憶おくだって戻らないだろうし」

　夢に怯える由花の気持ちが分かる冬馬は、努めて優しい声で言った。

「大丈夫。もし君がうなされたら、すぐに俺おれが起こしてあげるよ」

「え？」

「もし君が嫌じゃないなら、今晩はずっとここにいる」

　由花は、目をパチパチさせた。

「……本当に？」

「君が嫌じゃなければ、だけどね」

「ううん、嫌じゃない」

　首を横に振る由花。

「……ありがとう、冬馬さん」

　横になると、由花は子猫のように目を細めた。微笑ほほえみかけると、彼女は瞼まぶたを閉じた。

　ものの五分もしないうちに寝息が聞こえてきた。悪夢は見ていないらしく、寝顔は穏おだやかだ。

　冬馬は邪気のない寝顔に目を細めながら、

──明日は、なにがなんでも兄さんと連絡を取ろう。やっぱり『院いん』への報告は兄さんと相談してからだ。

　そう心に決めた。




「風邪、ひかないで下さいね」

　猫のように丸まった冬とう馬まの背中に、薄うす手での毛布がかけられた。

　由ゆ花かの側そばであぐらをかいたまま、冬馬はうつらうつらと船をこいでいる。

「さっきはごめんなさい、冬馬さん」

　二人を起こさぬよう、深み雪ゆきはそっと囁ささやいた。

　言い過ぎてしまったことを、深雪は深く反省していた。冬馬は優しい青年だ。困っている子供を見捨てるような人間ではない。

　その証拠に、彼の優しい匂においが、由花を包み込んでいる。そして由花は、彼の優しい匂いに包まれて穏おだやかに眠っている。

　この優しい匂いを、深雪は好きになったのだ。

「おやすみなさい」

　音を立てぬよう、深雪はそっと襖ふすまを閉めた。




　白い朝もやの中を、綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこは夢遊病者のような足取りで歩いていた。火事場から抜け出してきたために、服はすすけて、あちこちが破けている。

　一台の長距離トラックが、道路の真ん中を歩く彼の背中にクラクションを鳴らした。が、彼はどこうとしない。

「てめえ、道の真ん中へれへれ歩いてんじゃねえ！　ひき殺すぞ！」

　運転手が怒鳴りつけると、彼は力なく振り返り、ふらふらと道の脇わきにどいた。怒鳴られてようやくトラックの存在に気づいたという感じだ。

　走り去ってゆくトラックが朝もやの向こうに見えなくなると、彼は左手で自分の胸元をつかんでうずくまった。

「里り花か……もう少し、もう少し僕に時間をくれ……由花を……呪のろわれた運命から解き放つまで……」

　歯を食いしばって立ち上がると、彼は右手の中にあった黄金こがね色いろの金属片を、掌てのひらに食い込むほどに強く握り締しめた。

　この金属片は、由花を転送させるのに使った金属板の破片だ。これがあれば、何処いずこかへ転送された由花の居場所が分かる。頭の中に、目的地への道程が浮かんでくるのだ。

　九年ぶりに見た娘の顔を思い出し、彼は苦しみに歪ゆがんでいた表情を笑顔に変えた。

　九歳になった娘は、母親に──死んだ妻によく似ていた。

「由花……」

　白しらみ始めた空の下を、彼は歩き続けた。娘の許もとへ向かって。




　薄うすく瞼まぶたを開いた由ゆ花かは、窓から差し込む白い朝日に目を細めた。

　まどろみの中、鳥たちの声が心地よく耳をくすぐる。

「夢……見てた……」

　呟つぶやいた由花は、瞼を開ける直前まで見ていた夢を思い出し、目を細めたまま微笑ほほえんだ。

　昨夜の悪夢とは違った。

　赤い霧きりの中を一人でさ迷っていたところまでは、変わらない。だが先程の夢に現れたのは、白い髪に紫の瞳ひとみの青年ではなく、真っ黒な《龍りゆう》だった。三つの真紅の眼めを輝かがやかせた、山のように巨大な《龍》だ。

「助けて！」と叫びながら必死に逃げた由花だが、足がもつれて転んでしまった。

　大きく開いた《龍》の口が目の前に迫ってきたその時、あたりに満ちていた赤い霧が消え、代わりに白い光が満ち溢あふれた。

　驚おどろき、腰を抜かしてしまった由花は、不意に誰だれかに抱き抱えられた。

　それは、綺き麗れいな黄金こがね色いろの体毛に身を包んだ狼おおかみ男おとこだった。

　狼男は右手に持っていた白く輝く槍やりを、真っ黒な《龍》に投げ付けた。すると《龍》は、白い塵ちりになって消えてしまった。

「わあ」

　目と口を丸くした由花は、狼男の顔を見上げた。すると黄金色の狼男は、微笑むように口の端を吊つり上げた。

　夢は、そこで終わった。

「すごく優しい目、してた……」

　狼男の目は深く心に残っている。思い出すと、笑みが零こぼれた。

「また、眠れば会えるかな……」

　瞼を閉じようとした由花は、人の気配を感じて寝返りをうった。

　あぐらをかいたまま、冬とう馬まが眠っていた。

「本当についててくれたんだ……」

　起き上がった由花は、

「ありがとう、冬馬さん」

　彼の背後に落ちていた毛布を、肩にかけ直した。手が彼の身体からだに触れないように気をつけながら。布団に戻ると、

「んっ……」

　小さく顔を歪ゆがめ、冬馬が目を開けた。

「あれ、もう朝なんだ」

　寝ぼけ眼まなこで窓の外を見た冬馬は、「ああ、いい天気だぁ」としまりのない顔になった。

　その顔がおかしくて声に出して笑うと、由ゆ花かが起きていることに気づいていなかった冬とう馬まは、はっとなった。

「ああ、ご、ごめん！　俺おれ寝ちゃったんだ……怖い夢、見なかった……？」

「夢は見たけど……怖い夢じゃなかったから」

「そっか、良かった」

　ほっとしたように頰ほおを指でかいた冬馬は、

「天気もいいし、きっと今日はいいことがあるよ」

　ポンと膝ひざに手を載せ、目に穏おだやかな色を浮かべた。

「あ……」

　あの黄金色の狼おおかみ男おとこと、同じ目だった。

「どうかしたの？」

　首を傾かしげた冬馬に、由花は「ううん」と首を振った。

「おんなじ、って思っただけ」

「え？」

　目をパチパチさせる冬馬。由花は悪戯いたずらっぽく笑うと、振り返って窓の向こうの空を見上げた。

　空の色は、透き通るような水色だった。




『だから言ってるでしょう。こっちもいろいろあって忙しいんです』

「こっちだって急いでるんだ。ものすごく大事なことなんだ」

『身体からだは一つしかないんです。こっちも厄介事だから手が離せません。夜にでも連絡しますから、待ってなさい』

「兄さん。ちょっと待っ──」

　にべもなく切られてしまった。冬馬は渋面で受話器を戻した。

　昼前になって、しつこくかけていた携帯電話にようやく兄が出たと思ったら、向こうでも厄介事が起こっているらしく、由花のことを話すだけで終わってしまった。

「これじゃあゆうべと変わらないじゃないか。まさかと思うけど、厄介事って女性問題じゃないだろうな」

　電話の前で神妙な顔をしていると、チャイムが鳴って玄関が開いた。

「由花ちゃんのお洋服、買ってきました！」

　手にデパートの紙袋を下げた深み雪ゆきが、軽く息を弾ませながら上がってきた。

　朝食後、深雪は着替えに自宅に戻るついでに、由花の服や靴を買いに行っていたのだ。

　深雪は、昨日の小花柄の水色のワンピース姿から、白いニットのタンクトップと小花柄のパステルピンクのスカート姿に変わっている。今日のリボンの色はスカートと同じピンクだ。

「あ、おかえ──」

「サイズ合うかしら？」

　おかえりを言う間もなく、深み雪ゆきはパタパタとリビングへ入って行ってしまった。続いてリビングに入ろうとしたのだが、

「由ゆ花かちゃんが着替えますから、冬とう馬まさんは廊下で待ってて下さい」

　一歩入るや否や、入室を止められてしまった。

「は、はい」

　冬馬は素直に廊下に戻った。壁かべにもたれてしばらくボーッと突っ立っていると、

「うん、ピッタリね。すっごく可愛かわいい」

「ホント？」

「うん。リボンもあるのよ。自分で付けられる？　何色にしよっか」

「深雪さんとおんなじ色がいいな」

「そうね。お揃そろいにしましょうか？」

　リビングから、なにやら楽しげな声が聞こえてきた。

　由花は昨夜よりもずっと明るくなっていた。朝食もおかわりしたし、後片付けも手伝った。それも深雪と一緒に鼻歌を歌いながらだ。

　さっきは、かいがいしくお茶までいれてくれた。お茶をすする横顔を、にこにこしながら見つめられたのは少し恥ずかしかったが。

「明るきことは良きことかな……って、なんか標語みたいだな」

　独り言を言っていると、「冬馬さん、入っていいですよ」と、お呼びがかかった。

「サイズ、ピッタリだったんですよ」

　着替えた由花を、深雪が披ひ露ろうしてくれた。

　由花は白のキャミソールに、深雪と同じ小花柄のピンクのスカート姿。やはり深雪とお揃いのピンクのリボンで、綺き麗れいな黒髪をポニーテールにしている。

　前で組んだ手をもじもじさせながら、上目使いにちらちらとこちらを見ている由花に、

「どうかしたの？　トイレ？」

　冬馬は眉まゆを寄せて訊きいた。すると由花は、しゅんとなってしまった。

「冬馬さんっ！」

「え？　な、なに……？」

　深雪が睨にらんでいる。

「由花ちゃんを見て、なんとも思わないんですか？」

「なんともって……可愛いなって思ったけど……それ以外には特に……」

　うろたえながら答えると、うつむき加減だった由花の顔が上がった。

「よかったわね、由花ちゃん。冬馬さんが可愛いって！」

「はいっ！」

　二人は顔を見合わせて笑い合った。

「いいですか冬とう馬まさん。可愛かわいいと思ったなら、それをちゃんと口に出して言ってあげて下さい。女の子なんですからね」

　向き直った深み雪ゆきが、左手を腰に当て、右手の人差し指を振りつつ言った。

「は、はい。気をつけます」

　なんだか分からないが、とりあえず素直に謝あやまった。

「あ。静しず馬まさん、どうでした？」

「連絡はついたんだけどね。なんか向こうもいろいろあるらしくて、夜に電話するって言われて切られたよ。こっちの事情は一応話したけど」

　腕組みして話すと、深雪が顔を曇くもらせた。

「大丈夫。もう『院いん』に引き渡すなんて言わないよ」

「冬馬さん……」

　見つめ合う冬馬と深雪。そんな二人を、由ゆ花かが交互に見上げている。

「それじゃあ、これから三人でお出掛けしましょう！」

「へ？」

　いきなりの意見に、冬馬の目は点になった。

「由花ちゃんと出会えた記念に、三人でデートするんです。お天気もいいし。ね、いいですよね？　冬馬さん」

「うーん……」

　冬馬は唸うなった。静馬が電話をよこすと言ったのは夜だから、夜までに戻れば外出は問題ない。しかし由花を外に連れ出していいものだろうか。悩んでいると、両手を組み、祈るような顔でじーっとこちらを見ている深雪と目が合った。

　ちらりと深雪を見た由花が、同じポーズを取る。

　出会って一晩とちょっとだというのに、二人の呼吸はピッタリだ。

「……身体からだの調子は大丈夫？」

　身を屈かがめて由花に訊きくと、

「はいっ！　元気です！　朝ごはんもいっぱい食べました！」

　由花は満面の笑顔で頷うなずき、

「わたしも元気です！　晩ごはんもいっぱい食べます！」

　深雪も、言葉どおり元気よく答えた。なぜか両手でガッツポーズを取っている。

「まあ、俺おれも元気だし……それじゃあ三人で出掛けようか」

　苦笑しつつそう言うと、深雪と由花は揃そろって歓かん声せいをあげた。




　まわりには行き交う人の波。ジェットコースターの乗客たちがあげた絶叫に、由花は「きゃあっ！」と身を竦すくめた。そんな由ゆ花かの姿を見て、冬とう馬まが笑う。

　夏休みの午後。気温はさほど高くはないが、快晴の空から降り注ぐ日差しは強い。平日ではあるが、残り少ない夏休みを謳おう歌かしようという学生たちで遊園地内は賑にぎわっていた。

　ちょっとでも油断をすれば、横手の冬馬からはぐれてしまいそうだ。

　由花ははぐれないように、しかし決して冬馬の身体からだに触れないように注意しながら、彼について歩いていた。

　チョコミントとストロベリーのダブルアイスをなめつつ冬馬を見上げると、由花の頰ほおはかすかに赤らんだ。

　由花にとって、それは生まれて初めてのデートだった。

　他人と街を歩くという行為そのものが初めてなのだから、当然だ。

　由花は忘れていることだが──彼女は『院いん』内の『結界』が張られた空間から一歩も外に出たことがない。育った家と、育ての親である伯母おばの里り穂ほしか知らずに育った。もちろん他の人間と顔を合わせることは多少はあったが、いずれも里穂を訪ねてくる人ばかりで、そういった人々と挨あい拶さつ以外の言葉を交わした経験は皆無に等しい。里穂が他人を由花に近づけないようにしていたからだ。

　だから、行き交う人波や車、立ち並ぶ店など、あらゆるものが由花の目には新しん鮮せんなものに映った。

　街に出て最初のうちは、「あれはなに？」「これはなに？」と冬馬たちに質問攻こう撃げきを浴びせていたのだが、あまりしつこく質問を繰くり返して煩わずらわせたくなかったので、遊園地にやってきたあたりから質問は控えるようにした。

「さて、二人きりになっちゃったけど、なにに乗ろうか？」

「あ、あたし、よく分からないから……」

　頰ほおを赤くしたまま、由花はうつむいた。

　二人になったとたん、気分が落ち着かなくなってしまった。目が合うと、恥ずかしい。

「それにしても姉様も非常識だよな。由花を絶叫モノに乗せようなんて」

　憤ふん慨がいしたような口調で冬馬。

「心配してついてきてくれたのは嬉うれしいけど……いいのかな、子供ほっといて。いくら義兄にいさんの両親が来てるからって……」

　三人で出掛けることを決め、家を出たところにちょうど静しず華かがやってきた。静華も加えて、地元近くの遊園地にやってきたのだが、静華は入園するや否や、三人をジェットコースターに乗せようとしたのだ。

「由花にあんまり無茶させないでくれ！」

　冬馬が拒絶すると、静華は「ならおまえはその子と二人でデートしてろ。あたしは深み雪ゆきちゃんとデートする。絶叫巡りした後、観かん覧らん車しやに連れ込んでなんかいろいろしてやる」と言って、深み雪ゆきを連れて行ってしまったのだ。

　深雪は、「ダブルデートですね！　静しず華かさんとデートするのって初めてだから、なにをされるのか楽しみです！」と、にこにこしながら静華について行ってしまった。

「身体からだに怪け我ががなくたって、由ゆ花かに無理はさせられないよ」

　ふと、冬とう馬まが独り言のように呟つぶやいた。その呟きが、由花の頰ほおをさらに熱くした。

　家を出たあたりから、冬馬は自分を「君」と呼ばず、「由花」と名前で呼ぶようになっている。それが由花には嬉うれしかった。

「あんまり疲れるものには乗せられないし……コーヒーカップなら……でも、あれは目が回るもんな……」

「ねえ冬馬さん。デートって普通はなにをするものなの？」

　あご先に指を添えて真剣に悩んでいた冬馬に訊きくと、

「そうだね……俺おれも慣れてないからなんとも言えないけど……別に遊園地にきたからって、無理に騒さわぐことはないと思う。好きな人と一緒なら、どこにいても、なにをしてても楽しいはずだから。だから普通なにをするとかって、ないと思う。俺は……ね。でもそれも恋人同士のデートの場合であって、こういう場合は……どうなんだ？」

　冬馬の表情は、より険しいものになった。

　深刻な様子に、深雪を連れて行かれて残念がっているのだと、由花は思ってしまった。

「冬馬さんは、あたしと二人じゃつまらない……？」

　不安になって訊くと、

「そんなこと、あるわけないだろ」

　冬馬は破顔一笑した。

「あたし、冬馬さんと一緒にいられれば、なんにも乗らなくても平気だよ！」

　由花は必死に訴えた。

「そうだね。じゃあ園内をぶらぶら歩こうか。乗り物に乗るだけが遊びじゃないしね」

「うんっ！」

「行こう」

　微笑ほほえんで、冬馬が手を差し出した。由花の身体は反射的に硬くなった。

「やっぱり、触れられるのは怖い？」

　見つめられた由花は、受けられず、目をそらした。

　なぜ自分は触れられることを拒絶しているのか。それは由花自身にも分からない。ただ、自分が誰だれかに触れれば、誰かが自分に触れれば、きっとその人を不幸にしてしまう。そんな気がしてならない。

　誰かを不幸にしてしまうことが、たまらなく怖かった。けれど、

──冬馬さんと手を繫つなぎたい！

　強く思った由ゆ花かは、おずおずと手を伸ばした。指先は震ふるえている。

　もしかしたら、手と手が触れた瞬しゆん間かん、冬とう馬まは不幸になってしまうかもしれない。それでも由花は、どうしても冬馬の手に触れてみたかった。

　伸ばした由花の手を、冬馬がつかんだ。
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「デートで、普通こうしなきゃなんてのはないって言ったけど、やっぱり手は繫つながないと……かな？」

　冬馬の手は温かかった。温かいその手を、由花はしっかりと握り返した。

「ねえ冬馬さん、どこか痛くない？」

「いいや」

「変な感じとか、しない？」

「しないよ」

　苦笑した冬馬の手が、由花の頭を撫なでた。

──触っても、大丈夫なんだ……。

　冬馬の手から伝わってくる温ぬくもりに、由花の目からはぽろぽろと涙が零こぼれた。

　手を繫いでいる間は、心を縛しぼり付けている得体の知れない不安を忘れられる気がした。




　観かん覧らん車しやのてっぺんにいた一羽の《カラス》が、数枚の黒い羽根を撒まいて羽ばたいた。

《カラス》は空中を滑るように降下すると、駐ちゆう車しや場じようのフェンスに寄りかかっていた一人の青年の腕に止まった。

「ご苦労」

　褐色の肌に白髪、紫の瞳ひとみの青年──香か沙ざ薙なぎ桂けいは、《カラス》の額ひたいに輝かがやく朱色の宝石のようなものを、指先で軽く撫なでた。

「少女は狼おおかみ男おとこに恋をした……か」

　桂は鼻先で笑った。《カラス》が見た映像のすべては、桂の脳裏に送られている。

「月つき森もり冬とう馬ま……あの御み堂どう巽たつみを倒した黄おう金ごん狼おおかみ……変身能力が戻らない今のうちに、叩たたいておくか」

　腕を振って《カラス》を再び空に飛ばすと、桂は両手をポケットに入れて歩きだした。《カラス》は、青空の彼方かなたへ飛び去ってゆく。

　月森冬馬が、最強の人じん狼ろう・黄金狼ラグナウルフへの変身能力を失っていることは、桂も知っている。しかし変身能力を完全に失うことなどあり得るのだろうか。答えは否だ。

　一度に過度の力を放出すれば、一時的に力が眠りについてしまうことはあるだろう。が、それはあくまで一時的なものだ。一年先か十年先か、はたまたもっと遠い未来か、それは分からないが、いずれ必ず変身能力が戻る日は来るだろう。

　黄金狼の復活──それは桂にとって、望みを叶かなえるための障しよう壁へきにしかならない。

「どのみち殺すべき相手に変わりはない。この手で確実に仕留めた方が、すっきりもするか……」

　桂の紫の瞳に、凍えるような殺意が滲にじんだ。




　太陽が西の空に落ちてゆく。夕焼けが、遊園地の駐車場を赤く彩っていた。

「そうですか。由ゆ花かちゃんが……」

「ああ。ぶらぶらしてる間、ずっと手を繫つないだままだったんだ」

　静しず華かの白い車の前で、冬馬と深み雪ゆきは、由花に視線を向けて夕日の眩まぶしさに目を細めた。

　赤い夕日をいっぱいに浴びながら、由花はどこかから迷い込んできたらしい子犬と遊んでいた。

　軽く走る由花のまわりを、白い子犬がピョンピョンと跳び回っている。

「あんなに触れたり触れられたりするのを怖がってたのに……」

　子犬と戯たわむれる由花の姿に、深雪は手を口元に当てて、くすっと笑った。

　家を出て遊園地に着くまでの間も、由花は決して触れさせてはくれなかったのだ。

「触れられることがどうして怖いのかは、自分でも分からないって言ってたよ」

　一緒に遊園地を歩き回っている間、決して由花は繫いだ手を離そうとはしなかった。片手が塞ふさがっていたので、財布からお金を取り出すのに苦労したことを思い出して、冬馬は苦笑した。

「そういえば、話全然変わるけど、姉様と観かん覧らん車しやに乗ったの？」

「はい。どの乗り物も混んでて、絶叫巡りはできなかったんですけど、観覧車は乗りました。すっごく楽しかったですよ！」

「……なんかされた？」

「はい。いろいろされちゃいました」

「そ、そう」

　なにをされたのか気になる冬馬だったが、あえて訊きかないことにした。

「冬とう馬まさん！　深み雪ゆきさん！　この子、すっごく可愛かわいいの！」

　子犬を抱き締しめて、由ゆ花かが小走りにやってきた。子犬は由花の腕の中で、短い尻尾しつぽをちぎれんばかりに振っていた。

「野良なのかな？」

　ひとなつっこそうな目をしたその子犬は、首輪をしていない。指先で喉のどをいじってやると、子犬は気持ち良さそうに首を反らして、くーくー鳴いた。

「この子、一人なのかしら？」

「どこかに親犬がいるかもね」

　親犬がいないかと見回していると、タバコを買いに行っていた静しず華かが戻ってきた。

「あ、姉様。その辺に犬いなかった？」

　訊いたが、静華は答えない。切れ長の目をさらに鋭するどくさせて、タバコのフィルターをぐっと嚙かんでいる。静華がこういう吸い方をすることは滅多にない。

「どうかしたの？」

「やられたよ」

　苦い顔で、静華は放ったタバコを踏み消した。

「人払いの術がかけられてる。どこのどいつか知らないが、仕掛けてくる気だよ」

「……！」

　言われて、もう一度あたりを見回してみる。確かに人の姿がない。駐ちゆう車しや場じよう内にはかなりの数の車がある。なのに帰り客が一番多いこの時間に、人の姿がないというのは不自然だ。

「人払いの術は、鼻に引っ掛かりにくいから嫌いだよ」

　辟へき易えきしたように吐き捨てて、静華は黒髪を荒っぽくかきあげた。

──由花を狙ねらってるのか……？

　由花の両肩に手を載せて引き寄せると、嫌な汗が頰ほおを伝って流れ落ちた。

　ごおっ。不意に突風が正面から吹き付けてきた。顔をしかめていると、

「冬馬さん、あの人……」

　深雪が正面を指さした。彼女が指し示す先に、いつの間に現れたのか、一人の青年の姿があった。

　白はく髪はつに褐色の肌という特異な容よう貌ぼうを持った青年だ。

　何者だとは訊きかなかった。訊くまでもなく敵だ。彼が現れたとたんに、全身に絡み付くような悪意が場を満たしたのだから。

　由ゆ花かを下がらせようとした冬とう馬まは、彼女の異変に気づいた。

　顔と唇が真っ青になっていた。身体からだは小刻みに震ふるえ、瞳ひとみも揺れている。

「冬馬、そいつから離れろ！」

　静しず華かが叫んだ。由花を連れて距離を取ろうとした冬馬だったが、由花が立ち竦すくんだように動かない。

　青年は冬馬たちの二メートルほど前まで歩み寄ってくると、涼やかな風を思わせる笑みを浮かべた。紫の瞳が夕日を受けて、不思議な輝かがやきを放つ。

　由花の悪夢に出てきた男はこの男だと、冬馬は思った。

「名前は香か沙ざ薙なぎ桂けい。そっちのことは大体知ってる。自己紹介は要らない」

　冬馬を一いち瞥べつすると、

「初デートは楽しかったかな？」

　香沙薙桂と名乗った男は由花に声をかけた。穏おだやかながらも冷たさをはらんだ声音だ。

「誰だれなんですか、あなたは!?」

　深み雪ゆきが刺とげのある声を叩たたきつけたが、香沙薙は無視した。

　ごおっ。一筋の火線が空を走った。静華が指先から放った炎だ。

　真っすぐに伸びてきた炎を、香沙薙は笑みを消さぬまま、片手で軽く払い消してしまった。火の粉が虚むなしく散る。

「解放の時だ」

　紫の瞳に赤い火の粉を映し、香沙薙は白い歯を剝むいた。悪鬼の形相だった。




　胸の奥で、なにかが蠢うごめいた。

　凍りついたように身体が動かない。紫の瞳から、視線を離すこともできない。

「あ……あ……」

　子犬をぎゅっと抱いて、由花は呻うめいた。

「由花!?」

「由花ちゃん!?」

　冬馬と深雪の声は、由花の耳を通り過ぎるだけで終わった。

　香沙薙の目が見開かれる。中央が猫のように縦たてに切れ上がった紫の瞳に見据えられた由花は、息もできずに涙を零こぼした。

　冬馬と深雪が香沙薙に向けてなにかを叫んだ。が、二人は香沙薙を中心に巻き起こった突風に跳ね飛ばされ、倒されてしまった。

　次いで、幾筋もの火線が香か沙ざ薙なぎを撃うったが、それも突風に吹き散らされた。

「いい思い出ができたな」

　身を屈かがめた香沙薙の手が伸びてくる。褐色の指先が、頰ほおを淡く撫なでた。

　唇を耳の間近に運び、彼は囁ささやいた。

「目覚めろ」と──

　ごおっ。由ゆ花かの身体からだから、真紅の霧きりが吹き出した。髪をポニーテールにしていたリボンが解け、黒髪が零こぼれる。

「や……やだ……」

　意志とは関係なく吹き出す霧が、由花の胸を恐怖で締しめ上げた。

「やだあっ！　やだよおっ！」

　腕の中で、子犬がキャンと鳴いた。

「ワンちゃん!?」

　真っ白かった子犬の身体が、赤く変化していた。目までも赤く染めた子犬は、べろんと舌を出して激しく痙けい攣れんし始める。

「だ、だめ……死んじゃだめ……お願い、死なないで……」

　消え入るような声で言って、由花は願った。目を閉じて歯を食いしばって祈った。

　子犬を放さなければ。そう思うのに身体が動かない。

「殺したくない……殺したくないよお！」

　絶叫をあげた由花の腕の中で、それまで抱き締めていたものがふっと失われた。

　霧きりになって消えてしまった。

　抱くものを失った腕は、空を抱き締める。

「里り穂ほ……さん……」

　ゆっくりと瞼まぶたを開いた由花の脳裏に、失われていた記き憶おくが甦よみがえった。

　両親を持たない自分を、愛し、育ててくれた伯母おばのこと。その伯母が霧になって消えてしまったこと。伯母を殺したのが、自分だということ。すべてを思い出したのだ。

「由花っ！」

　頭を振って起き上がった冬とう馬まが、手を伸ばしてきた。

「だめえっ！　あたしに触ったら死んじゃう！　里穂さんみたいに死んじゃう！」

　由花は半狂乱で頭を振った。

「ワンちゃんも死んじゃったの！　あたしが殺しちゃったの！」

「そう。おまえには素晴らしい力がある。汚けがれた犬どもに死を撒まく、最高に素晴らしい力だ」

　耳元でした香沙薙の声。だが彼の声は、もはや由花には聞こえていなかった。

「ご、ごめんなさい冬馬さん。あ、あたしね……人間じゃないの……冬馬さんと手を繫つないだりしたら、いけなかったの……ごめんなさい……」

　絶望が、心を真っ白く染めてゆく。なにも見えず、聞こえず、白くなってゆく。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい──」

　肩を抱いて目を見開いたまま、由ゆ花かはただひたすらに「ごめんなさい」を繰くり返した。




　由花は知っていたのだ。自分に他人を傷つける力があるということを。記き憶おくを失っていても、人を殺してしまった罪の意識は忘れられることなく心に焼き付いていたのだ。

──触れられまいとしていたのは、俺おれたちを傷つけたくなかったからなんだ。

　真紅の霧きりに包まれ、呆ぼう然ぜんと涙に濡ぬれた目を見開き、立ち尽くしている少女の姿が、冬とう馬まの胸をえぐった。

　里り穂ほという人物は、由花にとって大切な人だったのだろう。

　由花は、大切な人を殺あやめてしまったのだ。

──俺と同じだ……母さんを殺した俺と……同じなんだ。

　冬馬は右の拳こぶしを握り締しめた。繫つないだ由花の手の温ぬくもりがそこに甦よみがえってくる。

「冬馬さんの手……すごくあったかい」

　冬馬の手を握り締めた由花は、指先で涙を拭ぬぐいながら、そう言って笑っていた。

「由花に人を殺させたのかっ！　大切な人を殺させたのかっ！」

　由花の髪を撫なで、優しげに目を細めている香か沙ざ薙なぎに向かって、冬馬は吠ほえた。全身から不可視の獣じゆう気きが吹き出し、髪とシャツの裾すそを大きく揺らした。

「俺はただ、その子が母親の胎内にいた時に、これを母親に植え込んだだけ。永なが島しま里穂を殺したのは、由花自身だよ」

　香沙薙は、指先につままれた小さなルビーに似た結晶を見せた。

「それは……？」

「『種たね』……名称を考えるのも面倒だったから、そう呼んでる」

『種』と呼んだ結晶を親指で跳ね上げると、香沙薙はそれを空中でキャッチして、言葉を続けた。

「これを体内に埋め込まれた生物は、妖よう魔まへと生まれ変わる。動物も植物も、生きているものはほとんどすべてな」

　静しず華かと深み雪ゆきも、香沙薙の話を聞いている。飛び出さないよう静華に肩をつかまれている深雪は、唇を嚙かんで由花の許もとへ駆かけ寄りたい衝しよう動どうをこらえていた。

「妖魔だと……？」

「実物を見てもらう方が手っ取り早いな」

　香沙薙が指をパチンと一つ鳴らすと、彼の横手の空間が朧おぼろげな虹にじ色いろの光を放ってぐにゃりと歪ゆがみ、一匹の異形の生物が現れた。

　ライオンが立ち上がったような姿をした、身の丈三メートルを越える化け物だ。腕が異常に長く、地面に腕の先がついてしまっている。真っ黒な体毛に全身を覆おおわれているが、鬣たてがみだけは真白い。眼めの色は真紅だ。

「ライオンに『種たね』を植え込んで妖よう魔まに変えた。今朝けさ方、動物園に忍び込んで造ったんだ」

　しゅうしゅうと生なま温ぬるそうな息を吐き出している《ライオン》に、冬とう馬まも深み雪ゆきも静しず華かも絶句した。

「濃のう度どの高い『種』を使ったし、元が大型肉にく食しよく獣じゆうだ。戦せん闘とう能力は保証するよ。あんたなら感じ取れるだろ？」

　台詞せりふの後半は静華に向けられた。静華はわずかに口元を歪ゆがめただけで答えない。静華の反応に、香か沙ざ薙なぎは薄うすく笑った。

「こいつと由花は、兄弟ってことになるな。親はどちらも俺おれだ」

「なんだと！」

「『種』を自由に造れるようになった十年前、俺は人間に『種』を植えたらどうなるのかを、何度か試してみたことがある」

　傲ごう然ぜんと腕組みして、香沙薙は言葉を吐いた。

「が、どういう訳か、人間に『種』を植えてもまともな妖魔にはならなかった。身体からだがバラバラになって吹き飛ぶか、訳の分からない肉の塊になって終わるか、どっちかにしかならなかった」

　おぞましいことを平然と言う香沙薙に、冬馬は目も眩くらむような怒りを覚えた。

「それで考えたんだ。普通の人間で駄目なら、人じん狼ろう族ぞくならどうかってね。で、さらに考えた。生まれ出る前の命……胎児に植え込んだらどうなるんだろう、ってね」

「それが由ゆ花かだって言うのか……！」

　握った拳こぶしがわなわなと震ふるえた。

「ああ。どうせ胎児に植えるなら、血統証付きの方がいいと思って、妊婦には獣じゆう聖せいを選んだ」

「綾あや瀬せ里り花かか！」

　唐突に、静華が女性の名を口にした。

「九年前に、獣聖の一人、綾瀬里花が出産と同時に死んだって話を聞いた。夫の名は確か……綾瀬由ゆ紀き彦ひこ。そいつも獣聖の一人だ」

「詳しいじゃないか。さすがは元『院いん』勤めだ」

　香沙薙は組んだ腕を解いた。

「そう。綾瀬里花が命と引き換えに生んだのが、由花だ。堕おろさずに産んでくれたあの女には、感かん謝しやしてるよ」

　屈かがんで、香沙薙は由花の髪を愛いとおしげにすくった。褐色の指の間を黒髪がさらさらと零こぼれる。由花は立ち尽くしたままだ。

「普通の人間と変わらない姿で産まれた時は、また失敗かと肩を落としたりもしたが……」

　さも嬉うれしそうに笑う香か沙ざ薙なぎ。

「ご覧らんのとおり、彼女は可愛かわいらしい妖よう魔まに育ってくれた。俺おれには分かる。この子には、俺の望みを叶かなえてくれるだけの力がある。なにしろ使った『種たね』は百年分の血を込めたとっておきだからな。

　犬の子が妖魔となって犬に死を撒まく。まさしく因果応報だな」

　ポンと香沙薙が由ゆ花かの頭に手を載せると、真紅の霧きりがふっと収まって、由花の身体からだはぐらっと傾いた。

　香沙薙は支えようともせず、由花は彼の足元にうつ伏せに倒れた。

「由花っ！」

「由花ちゃん！」

　声をハモらせる冬とう馬まと深み雪ゆき。由花に駆かけ寄ろうとした二人だったが、《ライオン》が阻んだ。

　香沙薙の横手からフッと消えた《ライオン》は、消えるとほぼ同時に冬馬と深雪の前に現れた。黒い体毛に覆おおわれた巨体は、さながら黒い壁かべだ。

　びゅおっ。異様に長い腕が鞭むちの如ごとくしなり、二人を弾はじき飛ばした。

「うわっ！」

「きゃあっ！」

　斜め上段からの一いち撃げきを浴びた冬馬は、地面に叩たたきつけられ、横一いつ閃せんの一撃を腕に浴びた深雪は、五メートル近く飛ばされ、軽トラックに背中からぶつかって倒れた。

「空間転移ができるのか。なかなかどうして秀作だな」

　香沙薙が言うと、《ライオン》は喉のどを撫なでられた猫のように、嬉しそうに眼めを細めてゴロゴロと喉を鳴らした。

「最強と名高い黄おう金ごん狼おおかみも、変身できなければただの人か」

　言いながら、香沙薙が由花を抱き上げる。

「く……そっ！」

　起き上がろうとした冬馬の右肩を、香沙薙が踏みつけた。《ライオン》の一撃を食らった場所だ。骨にヒビでも入っているのか、激痛に襲おそわれ冬馬は喘あえいだ。

「女子供も守れないとは、だらしない男だな」

　香沙薙の目が深雪に向いた。気絶こそしていないが、深雪はぐったりしている。

「大概にしろ、若白髪」

　冷えてはいるが、しかし強い怒気をはらんだ声で静しず華かが言った。

　彼女の身体からだからは熱気が立ち昇り、身の回りに陽かげ炎ろうを揺らしている。

「許さ……ない」

　掠かすれた声で言ったのは、深雪だ。左の二の腕を押さえて、彼女は立ち上がった。

「生きている命を弄もてあそんで……生まれてくる命を汚して……わたしはあなたを許さない」

　深み雪ゆきの声は、震ふるえていた。恐怖に震えているのではない。香か沙ざ薙なぎを真っすぐに見据える潤うるんだ瞳ひとみには、強い意志の輝かがやきがある。

「許さない……か」

　嘲ちよう笑しようめいた笑みを深雪に向けると、香沙薙は喉のどの奥で忍び笑った。

「メス犬が、いっぱしの口を利くなよ」

　突然、香沙薙の笑みが消失した。だが凍りついたような表情とは裏腹に、瞳は血走り、殺気を露あらわにしている。

　冬とう馬まは左手で香沙薙の足を払うと、歯を食いしばって立ち上がった。

「あんたが由ゆ花かに与えた苦しみ……俺おれは絶対に許さない！」

　冬馬は知っている。大切な人を自分の手で傷つけてしまう痛みを。それがどれだけ心を苛さいなむのかを。

　涙に濡ぬれ、見開かれた由花の目は、由花が負った心の傷の深さを物語っている。

「おおおっ！」

　怒りの咆ほう哮こうをあげて踏み込んだ冬馬の左手が、握り潰つぶさんばかりの力で香沙薙の喉をつかんだ。

「な……っ!?」

　深雪も静しず華かも、そして喉をつかまれた香沙薙も、冬馬の踏み込みと突き出した腕の速さに驚きよう愕がくした。

　変身していないことを考えても、人じん狼ろう族ぞくとしては三流の速さだ。しかし誰だれもが、冬馬に人狼族としての力は皆無だと思い込んでいた。

　油断しきっていた相手を捉とらえるには、それは充分な速さであった。

　つかんだ喉を潰そうと、冬馬は五本の指に力を込めた。

「く……っ！　なめるな……っ！」

　苦く悶もんの表情になりつつも、香沙薙は双そう眸ぼうをカッと見開いた。

　ざぶっ。湿った音が響ひびき、冬馬の額ひたいから血が吹き出した。目から放たれた不可視の魔ま力りよくが、額を割ったのだ。だが、顔面を血ち塗まみれにしながらも、冬馬の手は香沙薙の喉から離れない。

「おおおっ！」

「ちいっ！」

　冬馬が二度目の咆哮をあげ、さらに手に力を込めると、香沙薙の姿が消えた。標的を失った冬馬はたたらを踏む。

　冬馬の十メートルほど前方に、香沙薙は口の端から血を流して現れた。妖よう術じゆつの中でも高等な技術を要する、空間転移の術を使ったのだ。

「そのクソ犬を八つ裂きにしろ！」

　喉のどを押さえ、憤ふん怒ぬの形相を見せた香か沙ざ薙なぎは、《ライオン》に攻こう撃げき命令を下した。

《ライオン》は応こたえるが如ごとく、耳をつんざくような咆ほう哮こうをあげた。

「冬とう馬ま！　深み雪ゆきちゃんを連れてここから離れろ！」

　叫んだ姉の緊きん迫ぱくした表情に、冬馬は息を飲んだ。

　熟じゆく練れんの戦士ではない冬馬には、敵の強さのレベルを感じ取ることはできない。

　だが姉は違う。獣じゆう聖せいの候補になったこともある一流の戦士だ。その姉が焦っているのだから、あの妖よう魔まの強さは相当なものということだ。

──俺おれが闘たたかったって勝ち目はない……けど……けど退けないっ！

　血が入り、まともに開けていられなくなった目で、冬馬は香沙薙の腕に抱かれている由ゆ花かを見た。

　ぐおん。重っくるしい奇妙な音があたりに響ひびき、《ライオン》の前方の空間に歪ゆがみが生じた。

　歪みの中心に黒い点が生まれた。一円玉よりも小さな点にもかかわらず、凄すさまじい力を放っているのを感じ、冬馬の肌は粟あわ立だった。

　ぐおん。同じ音が響いた。すると《ライオン》の前にあった黒い点は、一いつ瞬しゆんにして直径で五メートルに達するであろう巨大な球体に膨ふくれ上がった。

　黒い巨大な球体は、《ライオン》の頭上に浮かび上がると、先程までとは桁けた違ちがいの力を振り撒まき、空気と地面を震ふるわせた。

「な、なんて力だ……！」

　力に当てられ、ギシギシと身体からだが軋きしんだ。額ひたいの傷が熱く疼うずく。

「深雪さん……っ！」

　振り返ると、深雪はトラックの前で肩を抱いてうずくまり、苦痛に喘あえいでいた。彼女も黒い球体が振り撒く力に当てられたのだ。

「そのままそいつを犬コロどもに叩たたきつけろ！　塵ちりも残さず消してやれ！」

　飛びのき、距離をとった香沙薙の周囲に、薄うすい光の膜のようなものが発生した。防ぼう御ぎよ壁へきだ。

「撃うたせないよ！」

　声を張り上げた静しず華かの身の回りに、人の頭の倍はあるだろう真紅の火球が、十数個出現した。

　火球は火の粉を撒き散らしながら、一斉に《ライオン》に襲おそいかかる。

《ライオン》は避さけようともしない。それどころか、真紅の眼めに嘲あざけりを浮かべ、笑うように口の端を吊つり上げて見せた。

　火球の群れは、正面からだけではなく様々に軌道を変え、八方から《ライオン》を捉とらえて炸さく裂れつした。空の彼方かなたにまで響くような轟ごう音おんとともに、熱をはらんだ衝しよう撃げき波はが駐ちゆう車しや場じよう全体に広がる。冬馬は吹き飛ばされそうになるのを必死にこらえた。

　漆黒の巨体が紅ぐ蓮れんの炎に包まれる。だが、炎は、《ライオン》が全身から発した気のようなものによって、あっさりと吹き散らされてしまった。

　嘲あざけりも、笑うように歪ゆがんだ口も、そして頭上の黒い球体にも、なんの変化もない。

「姉様の炎が効かない……！」

　冬とう馬まは愕がく然ぜんとなった。

「くっ！」

　静しず華かが端正な顔を歪めると、まるで勝利の雄お叫たけびを上げるかのように《ライオン》が天に向かって吠ほえた。

──来る！

　ぐっと呻うめき、身構えたその時、一人の男が冬馬の横手を疾風のような速さで通り過ぎた。

「え？」

　冬馬が驚おどろきの声をあげるよりも早く、男は《ライオン》に迫り、跳ちよう躍やくしていた。

　男の腕が光の筋にしか見えないような速さで動き、刹せつ那な《ライオン》の頭部が宙を舞った。

　男が音もなく着地する。次いで、斬きり飛ばされた《ライオン》の頭部がぼとりと落ち、ボールのように転がった。

　あっという間の出来事だった。天に顔を向けていた《ライオン》は、自分になにが起こったのかも分からなかったはずだ。

　冬馬、静華、深み雪ゆき、そして香か沙ざ薙なぎ。四人の視線が男に集まる中、頭部を失った《ライオン》の巨体が、噴ふん水すいのように血を吹き出させながら、ゆっくりと仰向けに倒れた。

　中空にあった黒い球体は、見る間に収しゆう縮しゆくすると、最初の点に戻り、消えた。

「綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこ……」

　香沙薙がくぐもった声で男の名を漏らした。

──由ゆ花かの父親……？

　思うより早く、綾瀬由紀彦は香沙薙目がけて走り出していた。《ライオン》に仕掛けた時と同じ、目にも止まらぬような疾風の速さで。

「由花を返してもらうぞ！　香沙薙桂けいっ！」

「未練がましい男だ！　とっとと女房の所へ逝け！」

　由花を左手一本で抱くと、香沙薙は由紀彦に右手を突き出した。

　漆黒の炎が由紀彦の身を包んだ。だが、由紀彦はその漆黒の炎を、気合の声一つで打ち消した。恐るべき獣じゆう気きの強さだ。

　由紀彦の指先が、張られていた光の膜ごと香沙薙の褐色の肌を下から斜めに斬り上げた。

　褐色の肌から鮮せん血けつが飛び散る。

　右みぎ脇わき腹ばらから左肩までを斬り裂かれ、香沙薙は後方に飛びのいた。由花が香沙薙の腕から落ちる。

　由紀彦は、香沙薙に追い打ちをかけることをせず、由花を両腕で抱き止めた。

「由花は俺おれの『血』より生まれた俺の望みを叶かなえるために存在する子供だ！　貴様ら犬に譲ゆずりはしない！」

　唾つばを撒まき散らして叫ぶと、香か沙ざ薙なぎの姿は虚空の彼方かなたに消えた。

　冬とう馬まは呆ぼう然ぜんと、由ゆ花かを抱く綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこの姿を見つめた。













　　　　第三章　暗雲







　綾あや瀬せ里り花かが断だん崖がいの下で発見されたのは、行方ゆくえ不明から二日後のことだった。

　この時里花は、妊娠四カ月目であった。

　なぜ自分が行方不明になったのか、なにがあって人の寄り付かない断崖の下で倒れていたのか、彼女はなにも覚えてはいなかった。

　夫の由ゆ紀き彦ひこも姉の里り穂ほも、里花がひとまず無事であったということでその時は安心したのだが、妊娠五カ月目に入ったあたりから、急激に里花の体調が崩れ出した。

　微熱が続くようになり、食欲もなくなり、見る間に瘦やせていった。原因は不明。

「この状態では出産は無理でしょう。まず母体が耐えられない。胎児の方はいたって順調に成長してはいますが」

　担当の医師は、子供は堕おろした方がいいと言った。

　しかし、里花はそれを拒んだ。

「産めば自分が死んじゃうかもしれないのよ？　堕ろしたくないっていうあなたの気持ちは分かるわ。けど、死んでしまえばそれまでなのよ。こんな言い方したくないけど、子供はまた産める。だから今回は……」

「ありがとう姉さん。確かに姉さんの言うとおり、この子を堕おろしても、また子供は産めるかもしれない。けどね、この子は一人しかいないの。代わりなんていない。あたしのお腹なかに初めて宿った大切な命……あたしは、この子を産みたい。この子を産んで、由ゆ紀き彦ひこや姉さんに逢あわせてあげたい……」

　大きくなり始めたお腹を愛いとおしげに撫なでながら、里り花かはやつれきった顔で微笑ほほえんだ。十八歳とは思えない大人びた微笑みは、聖母のようだった。我が身に命を宿した女性にしかできない微笑みだろう。

「けど里花……」

「子供を産む時は、誰だれだって命を懸かけるものでしょ？　大丈夫。あたしは負けないから！」

　顔を曇くもらせた里り穂ほに、里花は両腕をくの字に曲げて明るい笑顔を見せた。

　二人は両親を早くに亡くして以来、『院いん』で孤児として育てられた。闘たたかいに関して天性の才を持っていた里花は、十七歳の誕たん生じよう日びを迎えた頃ころには、獣じゆう聖せいの一人に数えられるまでの戦士に成長した。

　親を知らず、物心つく前から闘うことを教えられてきた里花には、家族や家庭への強い憧あこがれがあったのかもしれない。

　十八歳の若さで綾あや瀬せ由紀彦と結婚し、妊娠したと知った時の里花の喜びようは、大変なものだった。

「姉さん。お願いがあるの。あたしの出産に危険があるってことは、由紀彦には黙だまってて欲しいの。お医者様にも、そう頼んだの」

　里花は姉に懇こん願がんした。自分の出産が『命懸け』のものではなく、『命と引き換え』であることを、里花は知っていたのかもしれない。

　夫・綾瀬由紀彦が、妻の出産が極めて危険なものであると知らされたのは、妻が分ぶん娩べん室しつに入る直前だった。




「ずっと不安はありました。食事もロクに取れず、瘦やせこけた妻が無事出産を乗り越えられるのかと。けど、そこまで危険なものだなんて、知らなかった……気づけなかったんです……」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、由紀彦は言った。

　そんな彼を、冬とう馬まと深み雪ゆきは険しい表情で、静しず華かと相そう馬まは無表情で見つめていた。

　冬馬と静華の父・月つき森もり相馬の家の居間に、彼らの姿はあった。気を失ったままの由ゆ花かを連れて、遊園地から一番近場だったここに移動したのだ。

　既に日は落ち、夜の帳とばりが降りている。

　由花は、隣となりの寝室で眠っている。居間も寝室もどちらも和室だ。

「分ぶん娩べん室しつに入る直前、たまりかねたように義姉あねが教えてくれました。妻が死ぬかもしれないということを」

　痛みをこらえているように、由ゆ紀き彦ひこの眉み間けんの皺しわは深い。

「僕はただ動揺するばかりで、なにもできなかった。妻を止めることも、頑張れと励ますこともしなかった……」

　それからしばらく、由紀彦は黙だまり込んだ。当時のことを思い出しているのだろう。

「出産には立ち会ったのかね？」

　訊きいたのは、相そう馬まだ。

　相馬は、冬とう馬まと同じ変身能力を失ったラグナウルフである。若々しい容よう貌ぼうの持ち主であったが、半年前の一件以来老け込んだように思える。張り詰めていたものが切れたのかもしれない。

　昨夜のうちに静しず華かから連絡を受けており、由ゆ花かのことは知っていた。

「……立ち会いました。ずっと妻の手を握って……けど、そこでも僕は、ただ呆ぼう然ぜんと立っているだけだった。子供と妻の無事を、祈ることもしなかった……ただそこに立って妻の手を握り締しめていただけだった……」

　眉間の皺が緩ゆるみ、代わりに自虐的な笑みが口元に浮かんだ。

「出産に時間はそれほどかかりませんでした。赤ん坊が産まれて……妻は……」

　その後由紀彦が語った話に、冬馬は愕がく然ぜんとなった。隣となりに座っていた深み雪ゆきは冬馬の手を握り締めて唇を嚙かみ、涙ぐんだ。

　医師が由花を取り上げると同時に、里り花かは息を引き取った。香か沙ざ薙なぎ桂けいの話のとおり、由花はごく普通の赤ん坊として産まれたという。だが、異変は直後に起こった。

　産まれたばかりの由花の身体からだから、真紅の霧きりが吹き出したのだ。霧は見る間に分娩室内に満ちた。

　由花を取り上げた医師、分娩室内にいた二人の看かん護ご婦ふ、そして息を引き取ったばかりの里花の四人は、由花の身体から吹き出す霧を浴びて、消えてしまった。

　ただ一人、獣じゆう気きを身に纏まとって霧を防御した由紀彦だけが生き残った。

　床に落ちた由花は、由紀彦に向かってもぞもぞと這はってくると、瞼まぶたを開いたという。

　瞳ひとみは、血の色をしていた。

　吐き気をもよおすような邪悪な匂においを、産まれたばかりの娘に感じた由紀彦は、耐え難い恐怖に襲おそわれた。

「僕には、由花が化け物に見えました。真紅の目を見開き、震ふるえる僕を嘲あざけるように笑った由花は、恐ろしかった」

　苦悩に満ちた表情で、由紀彦は頭を抱えた。

「僕は逃げ出したんです。異変を感じて分娩室にやってきた義姉を押しのけて、僕は逃げました」

　家に帰ることもせず、数カ月の間行方ゆくえをくらましていた由ゆ紀き彦ひこだったが、『院いん』の手の者に見つかった。

『院』の術者は、由ゆ花かの心臓に正体不明の小さな結晶が埋め込まれているのを発見した。それが由花に強い魔ま力りよくを与えており、取り出すことは不可能だという。

　魔力は、生物を妖よう魔まに変えてしまう特殊なものであり、わずかずつではあるが日々着実に強まっていることも確認された。

　長くもって十二、三年。それが『院』が予測した由花の寿命だった。

　寿命──由花の場合、それは命の終わりを指す言葉ではない。

　由花にとって寿命が尽きるということは、すなわち妖魔に変化してしまうことだと『院』の術者は言った。

　当然、妖魔に変わる前に殺してしまえという意見が持ち上がった。だが、殺してしまえばその時点で魔力が解放され、妖魔に変化してしまう可能性もあると、『院』で厳げん重じゆうに保ほ護ごされることとなった。

　保護の決定を下したのは『長おさ』だ。

　生かしておいても殺しても、どのみち妖魔への変化が止められないのならば、魔力の弱い赤子のうちに殺すべきだと主張する者もいたが、決定を下したのが『長』である以上、反発は愚行であると、由花を殺せという意見は自然消滅した。

　由花には世話役の人間が一人つき、世話役と一部の『院』上層部の人間を除いては、誰だれも近づけないよう『結界』が張られた。

　由花を育てた世話役の人間が、義姉あね・里り穂ほであったということは、由紀彦も知らなかったという。

「里穂さんとも、九年前に一度『院』に連れ戻された時以来、会うことはありませんでした」

　その時、里穂は由紀彦にこう言ったという。

「里花は一度もこの子を抱くことができなかったわ。けど、由紀彦君にはそれができる。里花はあなたがいたから……自分が死んでも、あなたが自分の分までこの子を愛してくれると信じていたから、命と引き換えにしてこの子を産んだのよ。由紀彦君には、里花の分までこの子を愛する義務があるわ」と──。

「屁へ理り屈くつだ、と、その時僕は里穂さんにそう言いました。あなたは、由花のあの瞳ひとみを見てはいない。あの瞳に見据えられれば、そんな屁理屈は言えないはずだ、って」

「そんなっ！」

　冬とう馬まの手を痛いほどにぎゅっと握って、深み雪ゆきが非難の声を上げた。

「由花ちゃんは……由花ちゃんの瞳は、すごく綺き麗れいです！」

　由紀彦は苦笑した。

「ええ。あなたの言うとおりです。里穂さんも同じことを言いました。この子の瞳はとても綺麗よ、って……けどその時の僕は、あの産まれた時の真紅の瞳ひとみの印象が強すぎて、里り穂ほさんの言葉を否定することしかしなかった。産着に包まれて里穂さんに抱かれていた由ゆ花かの瞳を、のぞこうともしなかった」

「……それで、里穂さんに由花を預けて、あなたはまた逃げ出したんですか」

　深み雪ゆきの手を握り返して、冬とう馬まは抑揚のない声で言った。相そう馬まと静しず華かが、ちらりと冬馬の顔を見た。

　奥歯を嚙かんで由ゆ紀き彦ひこを睨ねめつけてる冬馬の額ひたいには、包帯が巻かれている。

「あなたに由花を託して亡くなった奥さんの想おもいを無視して、逃げ出して、それで今いま頃ごろ父親面ですか？」

　冬馬は母を思い出していた。死に際に自分に「幸せになってね」と微笑ほほえみかけて、亡くなった母。由花の母である里花の想いも、同じだったはずだ。由花の幸せを願っていたはずだ。由花が幸せになれるよう見守って欲しいと、夫に願ったことだろう。

　逃げ出した由紀彦は、そんな妻の想いを踏みにじったことになる。

「俺おれは実際親になった人間じゃないから、偉そうなことを言える立場じゃない……けど、言わせてもらいます。あなたに父親の資格、ないですよ」

「冬馬」

　いさめるように相馬が言うと、

「由花ちゃん、初めて会った時からずっと、すごく寂しい匂においがしました。その匂いをあの子に与えてしまったのは、あなたです」

　今度は、深雪が由紀彦を非難した。

「どんなに子供を抱き締しめたいと願っても、抱き締められない親もいます。里り花かさんのように……子供だってそうです。どんなに親に抱き締められたいと思っても、抱き締めてくれる親がいない子供だっているんです」

　深雪は、ぐずっと鼻をすすった。

　冬馬には、深雪の気持ちがよく分かった。冬馬は八歳の時に母を、深雪も十歳の時に両親を亡くしている。一番身近な温ぬくもりが失われてしまう寂しさを、よく知っているのだ。

　冬馬には父と姉兄きようだいがいた。深雪には弟と、親代わりになってくれた伯母おば夫妻がいた。

　だから平気だったのかといえば、決してそういう訳ではない。身近な温もりが失われてしまうということは、やはり大きな痛みとなるのだ。

「あなたは、由花ちゃんを抱き締められたはずです。あの子に温もりを与えてあげられたはずです。なのにそれを捨てるなんて……」

「由花は優しい子です。それは永なが島しま里穂って人が、親身になって由花を育てたからなんでしょう。けど、それだけじゃない。あの子は寂しさを知っていた。だから……」

　悲しみや寂しさを知らない人間は、決して他人を思いやれない。

　由ゆ花かには他人を思いやる心があった。

　記き憶おくを失いながらも、他人を傷つけぬよう、触れられることを拒絶していた。

「あなたに、親の資格ないですよ」

　冬とう馬まは、もう一度その台詞せりふを言った。

　由ゆ紀き彦ひこは否定しなかった。目を伏せ、沈ちん黙もくしている。と、

「まあその辺で勘弁してやれ。諸悪の根源は別の所にあるんだろう？」

　あごをさすって鼻息一つついた相そう馬まが、割って入った。

　冬馬も深み雪ゆきも、揃そろって納得のいかない顔をして、由紀彦から視線を外した。

「香か沙ざ薙なぎ桂けいって言ったね……あの若わか白しら髪がは何者なんだい？」

　由紀彦に訊きいて、静しず華かはタバコに火をつけた。

　伏せていた目を開く由紀彦。彼の目には、強い怒気が漲みなぎっていた。

「詳しい素性は分かりません。『院いん』に封印されている魔ま剣けんを手に入れたいと言って僕に近づいてきた……けど、奴やつは……奴は……っ！」

　憤ふん怒ぬの形相に変わる。

　香沙薙桂は、妻に『種たね』を植え付け、由花に妖よう魔まとしての力を与えた男だったのだ。

　由紀彦にしてみれば、人生を狂わせた男ということになる。由花にとってもだ。

「奴は僕や由花のことを知っていたし、妖魔の使い手だった……よもやとは思っていましたが……」

　香沙薙を怪しみながらも、由紀彦は由花を救うためにあえて共きよう闘とうしたのだ。

「褐色の肌に白髪、紫の瞳ひとみ。随分と目立つ容よう貌ぼうだな。獣じゆう人じんではないか……」

　相馬は思案顔だ。

「あの若白髪、一体、いくつなんだい？　冬馬と大して変わらない見た目のくせに、十年以上前から悪さしてやがったんだろ」

「分かりません。いろいろ素性を訊きはしましたが、なに一つまともな答えは返ってはきませんでしたから……」

　静華の問いに、由紀彦は首を横に振った。

「香沙薙とやらは、妖魔を無尽蔵に生み出せるのかね？」

「恐らくは……」

「埋め込んだ生き物によって強さが変わってくるようなことを言ってたね。あと『種』の濃のう度どがどうとか……あんな化け物を造って、それでなにをしようっていうんだろうね、あの若白髪は」

　静華が目め尻じりを吊つり上げて人差し指を嚙かんだ。なにか悔しいことがあった時にやる、昔からの癖くせだ。

──姉様、妖魔に炎が効かなかったことがショックだったのかな……。

　冬とう馬まは、姉から自身の左手に視線を移した。この手で香か沙ざ薙なぎの喉のどをつかみはしたが、結局倒すには至らなかった。

──向こうが油断してたから決まったような攻こう撃げきだもんな。やっぱり、今の俺おれの力じゃまともには闘たたかえない。変身できるようにならないと……。

　冬馬は既に、皆にラグナウルフの力が戻り始めていることを告げている。

「力が戻る……か。そんなことがあるとはな……」

　力が戻り始めていると告げた時、相そう馬まは目を伏せて独白のようにそう呟つぶやいていた。

　父がラグナウルフとしての力を失ったのは、十二年前。現在でも力は戻っていない。冬馬の話を聞いて、一番驚おどろいたのは父だろう。

「香沙薙桂けいの目的がなんなのかは分かりません。ただ一つ言えることは、由ゆ花かが妖よう魔まに変われば、犠ぎ牲せい者しやは由花だけでは終わらないということです」

　呻うめくように由ゆ紀き彦ひこ。

　由花から立ち昇った真紅の霧きり、見せつけられた妖魔の姿と力、そして「汚れた犬どもに死を撒まく」と言っていた香沙薙の言葉が、冬馬の脳裏に甦よみがえった。

──汚れた犬どもっていうのは、人じん狼ろう族ぞくのことなんだろうか……。

　あの紫の瞳ひとみの青年からは、人狼族への強い敵意を感じた。恐らく間違いないだろう。

「香沙薙桂の目的が、人狼族そのものなんだとしたら……由花を妖魔に変えて人狼族を滅ぼそうとしてるんだとしたら……」

　自分の呟きが、背筋に冷たいものを走らせた。

　一同は沈ちん黙もくした。

「わたし、由花ちゃんの様子見てきます」

　沈黙の中、深み雪ゆきが席を立った。

　隣りん室しつに入って数秒の後、彼女の悲鳴が聞こえた。

「深雪さん!?」

　冬馬たちが慌てて隣室に入ると、由花の上体を抱き起こしていた深雪が、「由花ちゃんが……」と泣きそうな声を出した。

　由花はぜえぜえと息を乱していた。顔中に脂汗が滲にじみ、瘧おこりのように震ふるえている。

「由花っ！」

「由花っ！」

　冬馬と由紀彦が声を揃そろえて叫んだ。二人とも由花に駆かけ寄ったが、由花を深雪から奪い取るようにして抱いたのは、由紀彦の方だった。

「由花……」

　苦しみに喘あえぐ由花を抱く彼の姿に、冬馬は複雑な怒りを覚えた。嫉しつ妬とといってもいいかもしれない。

　子供を捨てた男が、自分よりも速く由ゆ花かに駆かけ寄ったことが、悔しかった。

　へたり込んでしまった深み雪ゆきの肩に手を置いて、歯は嚙がみしていると、

「時間がないようだな。その子の中の妖よう魔まとしての力が、身体からだを蝕むしばみ始めたんだろう」

　腕組みして相そう馬ま。立て続けに香か沙ざ薙なぎに妖魔としての覚かく醒せいを促されたことにより、無理やり寿命を迎えさせられてしまったのではないかと言う。

「それじゃあ由花ちゃんは……」

「じきに妖魔に変わってしまうだろう。生きたまま妖魔になるのか、死んだ後に妖魔になるのか、それは分からないが……」

　相馬の言葉に、深雪は息を飲んで身体を硬くした。

　ざざっと、外で笹ささが風に揺れる音がした。

「なんにしろ、この子が妖魔に変わることは阻止しなければならん。由ゆ紀き彦ひこ君が言ったとおり、この子の命が失われるだけで済む問題ではない。香沙薙という男が、本当に人じん狼ろう族ぞく全体に挑もうと考えているのだとしたら、尚なお更さらだ」

「どうすれば……どうすれば由花が妖魔になるのを止められるんだ!?」

　深雪の肩をつかみつつ、冬とう馬まは父を見上げる。

「方法は一つ。その子の中の妖魔としての力を浄化、消去するしかない」

「どうやって……」

　そんなことが可能ならば、『院いん』の者がとうの昔にやっているはずだ。

「あれを使えばあるいは……」

「狼ろう魂ごんの槍やり……ですね」

　由紀彦が、視線を由花から相馬に移した。相馬は頷うなずく。

「狼魂の槍……？」

「強力な浄化能力を持った魔力武器だ。魔力そのもの、あるいは肉体を持たない霊れい的てき存在を打ち消すことができる」

「それを使えば、由花を助けられるのか!?」

「ああ。だが……」

　相馬が神妙な顔をした。言葉を濁にごしているような雰囲気に、冬馬は「だが!?　だがなんだっていうんだよ！」と苛いら立だった声をあげた。

「落ち着け」

　冬馬の頭に、静しず華かがげんこつを落とす。

「肝心の槍の所在が分からないんだ……」

　うつむいて言ったのは、由紀彦だった。

　狼魂の槍は、『院』に封印されていた。しかし十二年前に何者かによって盗まれてしまい、以来行方ゆくえ不明だという。

「僕も調べたんだ。由ゆ花かを普通の子供にする方法を……それで狼ろう魂ごんの槍やりのことを知ったけど、肝心の槍がなければどうにもならない……」

　言った由ゆ紀き彦ひこは、ひどく落胆した様子だった。

「くそっ！」

　冬とう馬まも、せっかく見えた光明があっさりと断たれ、ドンと畳を叩たたいた。

　沈ちん黙もくが場を支配した。と、

「槍ならある」

　相そう馬まの一言が、沈黙を破った。

「十二年前、槍を盗んだのは私だ」

　相馬の言葉に、誰だれもが耳を疑った。丸くなった目が相馬に集まる。

「御み堂どう巽たつみと闘たたかうため……か？」

　少し遠えん慮りよがちな静しず華かの言葉に、冬馬はハッとなった。

　十二年前──それは母が死んだ年だ。母の死後、父は御堂巽との幾度目かの対決を迎え、御堂巽は魔ま力りよくの大半を失い、そして父はラグナウルフとしての力を失った。

　相馬は答えず、苦笑めいた笑みを浮かべただけだった。




　静かな和室に、笹ささが揺れる音が絶え間なく聞こえてくる。風が強くなってきたようだ。

　由花の額ひたいに滲にじむ汗を、由紀彦はタオル地のハンカチで拭ぬぐった。頰ほおに触れるとひどく熱い。熱がどんどん上がっているようだ。苦しげな呼吸と時折漏れる喘あえぎが、由紀彦の胸を締しめ付けた。

　由花が眠っている寝室で、由紀彦は一人、娘の側そばについていた。

　由花の側にいると申し出てくれた冬馬と深み雪ゆきには、頼んで席を外してもらった。不満顔だった二人だが、静華に連れられてしぶしぶ出て行った。相馬は、「槍を取りに行く前に、連絡を入れておく」と、狼魂の槍を預けてあるという寺に電話をしている。その寺は、亡くなった相馬の妻の墓がある寺なのだそうだ。この後すぐ取りに行くことになっている。

──父親の資格はない……か。彼らの言うとおりだ。

　そう自分を責めた月つき森もり冬馬という青年と、彼の恋人である柚ゆず本もと深雪という女性に、由紀彦は感かん謝しやしていた。

　彼らは由花のために怒ってくれたのだ。由花のために涙と血を流してくれたのだ。父親の資格はないと非難した二人の真っすぐな瞳ひとみは、由花への想おもいの表れにほかならない。

──あの金属板は、僕の願いを聞きとげてくれたのかもしれないな……。

　転送の金属板を使った時、由紀彦は由花が寂しさのない場所へ転送されることを願った。

　由花が冬馬たちの許もとへ転送されたのは、戻りつつある冬馬のラグナウルフとしての力に引き寄せられたのかもしれないと、相馬は言っていた。しかし由紀彦は違うと思っている。

──きっと里り花かや里り穂ほさんが、彼らの許へ導みちびいてくれたんだ。由花を心から大切に想ってくれる人たちのところへ……。

　娘の額ひたいに張り付いた前髪を撫なでつけつつ、由ゆ紀き彦ひこはかすかに微笑ほほえんだ。

「里り花か、僕はもう逃げないよ。君の分まで由ゆ花かの側そばにいることは、僕にはできない。けど、由花には冬とう馬ま君たちがいる。だから……」

　遠い目で、由紀彦は独白した。そして右の掌てのひらを見る。九年前、由花が産まれた時、妻はずっとこの手を握り締しめていた。

（いっぱい……いっぱい優しくしてあげてね。あたしに優しくしてくれたみたいに、この子にもいっぱい優しくしてあげてね）

　分ぶん娩べん台だいの上で産みの苦しみに喘あえぎながら、里花はそう言って微笑んだ。瘦やせ細り、骨と皮だけになった指で、由紀彦の手をしっかりと握り締めて。女性とは思えないほどにごつごつと硬く、乾いた里花の手は、しかし温かかった。

　由紀彦と里花は、生い立ちがよく似ていた。

　どちらも物心つく前に両親を亡くし、『院いん』で孤児として育った。『院』で育てられた子供は、否応なく戦士として育てられる。

　由紀彦も里花も十歳を待たずして変身能力に目覚め、圧倒的な天性の才を見せつけた。

　大人たちの「天才だ」「化け物だ」という囁ささやきを常に耳に受けながら育った二人は、いつしか周囲から孤立し、言い知れない孤独を感じるようになっていった。

　どちらも生来、その才能とは裏腹に、闘たたかうことを嫌う性格だった。人を傷つけることも、自分が傷つくことも嫌いだった。だが『院』は二人に闘いを強要し続けた。闘って、殺して、血に濡ぬれて、いつしか二人は獣じゆう聖せいの称号を与えられるまでになった。

　孤児として兄妹のように育ち、また同じく天才戦士としての扱いを受け、それ故に孤独を味わった二人がお互いに引かれ合ったのは、当然のことだったのかもしれない。

「ずっと闘うことが嫌いだった……闘えば闘うほど、闘いが怖くなっていった……けど、それでも闘い続けて……気づいた時には、闘うことが逃げることになっていた」

　敵と闘い、勝つことは容易たやすいことだった。しかし敵に勝てば勝つほど、由紀彦は自分との闘いに勝てなくなっていった。

　持って生まれた肉体的な強さが、精神的な弱さを招いてしまったのだ。

「里花……僕は君を裏切った……」

　由花の額を撫でながら、由紀彦は呟つぶやく。由花は、顔立ちも髪も眉まゆも、母親によく似ている。

（あたしね。目だけは由紀彦に似て欲しいって思うの。由紀彦のぱっちりした二重、かっこいいもんね。あたしに似ると一重になっちゃうから。でもね、目だけよ、目だけ。あとはあたしに似た方が絶対に可愛かわいくなるけど）

　生前、里花は手て鏡かがみに映る自分の顔と由紀彦の顔を見比べながら、そんなことを言って笑っていた。

「どっちに似てるのかな……」

　由ゆ紀き彦ひこは、由ゆ花かの目をまだちゃんと見たことがない。『院いん』での時は涙に濡ぬれて見開かれていたし、遊園地の駐ちゆう車しや場じようで再会してから先はずっと眠ったままだ。瞼まぶたを閉じた様は、妻に似ている気がする。

　指先で由花の瞼にそっと触れていると、襖ふすまが叩たたかれた。

「どうぞ」

　応こたえると、そっと襖が開いた。入ってきたのは相そう馬まだった。

「さっきは息子がさんざんいじめてしまったな。あいつに悪気はないんだ。許してやってくれ」

　やれやれといった感じで、相馬はため息を一つ漏らした。

「とんでもない。冬とう馬ま君や深み雪ゆきさんの言うとおりです」

　由紀彦は首を横に振った。

「愚息も深雪さんも、生き真ま面じ目めな分、潔けつ癖ぺき症しようなところがあるからな」

　由紀彦の隣となりに腰を下ろし、相馬は由花の顔をのぞき込んだ。

「可愛かわいいお嬢じようさんだ。この年で一人暮らしをしていると、こんな可愛い孫が側そばにいたらいいとか思ってしまうよ」

　ふっ、と相馬は相好を崩した。

「静しず華かも本人はよく来るくせに、あまり孫は連れてこないからな。あれは寂しい。孫の顔を見るのが年寄りの一番の楽しみだということを分かっておらん」

「そうなんですか」

　相馬の愚痴に、由紀彦も相好を崩す。わずかな間を置いて、

「捨てたことを後悔しているかね？」

　由花に細めた目を向けたまま、相馬が言った。

「ええ……今は、後悔しています」

「今になって、急に娘を救おうと思ったきっかけは、病かね？」

「え……？」

　一切話をしていない病のことを言われ、由紀彦は驚おどろいた。

「顔を見れば分かる。本人の前で失礼だが、君には死相が出ている。長くはあるまい？」

　見透かしたように相馬。由紀彦は素直に頷うなずいた。

「おっしゃるとおりです。自分の命に限りが見えて初めて、本当に大切なものに気が付いたんです」

　病院のベッドの上で、由紀彦は毎夜のように妻の夢を見た。妻は夢の中で必ずこう言うのだ。「まだ間に合うわ。お願い、由花に未来を与えてあげて」と。

　懇こん願がんするような妻の顔と声は、妻への罪悪感を強めると同時に、娘への想おもいを由紀彦の心に芽生えさせた。

　想おもいは日に日に募っていった。だが募る想いと比例するように、病びよう魔まは身体からだを蝕むしばんでいった。

　香か沙ざ薙なぎ桂けいが死の床にあった由ゆ紀き彦ひこの前に現れたのは、そんな時だ。

　共きよう闘とうの申し出を受けた由紀彦に、香沙薙が提案した『院いん』侵入の手段は狂気じみていた。

　妖よう魔まを使っての強きよう襲しゆう。無関係な者を多く巻き込んでしまう、由紀彦にとっては望まざる手段だった。

　しかし由紀彦は了承した。『久く遠おんの月つき』があるとはいえ、残された時間はわずかしかない。

　由ゆ花かの寿命も限られている。長くもって十二、三年ということは、いつ寿命が尽きて妖魔に変わってもおかしくないということだ。

　手段を選んでいる時間はないのだと自分に言い聞かせて、由紀彦は香沙薙の『院』強襲に加担した。被害を少なくするよう頼みはしたが、香沙薙は聞く耳を持たなかった。

「由花のためとはいえ、あの男の凶行を止められずに多くの犠ぎ牲せい者しやを出してしまいました……とんだエゴイストですよ……僕は」

　自虐的に笑い、由紀彦は両手で顔面を覆おおった。

「親という生き物は、子供の命がかかれば身勝手になってしまうものだ。だからといって他人を巻き込んでいいという理由にはならんが……君の行動を責めることは、私にはできないな」

「僕は一体、なにをやっているんでしょうね……娘を捨てて、他人を犠牲にして……間違ったことばかりしてる。冬とう馬ま君たちの言うとおりです。父親の資格なんか、僕にはかけらだって……」

　喉のどの奥から声を絞り出して、由紀彦は言った。滲にじんだ涙が顔を覆う掌てのひらに染み込んだ。

「娘を救おうとしたんだろう？　その気持ちは間違いでもなんでもないさ」

　立ち上がった相そう馬まの手が、由紀彦の肩の上に置かれた。

「どんなに自分に親の資格がないと思っても、娘さんを想う気持ちがある限り、君は親だ。そう自分を卑下するな。奥さんを余計に悲しませてしまうぞ」

　ぽんと由紀彦の肩を叩たたくと、

「亡くなった奥さんを悲しませることだけは、しない方がいいな。惨みじめなものだぞ」

　相馬は口元に笑みを作って、寝室を出て行った。

　両手で顔を覆ったまま、由紀彦は娘の傍らで嗚お咽えつを漏らし続けた。




　ざざっ。強まってきた夜風が、庭の笹ささを大きく揺らしている。

　日が沈んだ頃ころから雲が増えてきた。流れの早い雲が、満月を覆っては行き過ぎてゆく。

　冬馬と深み雪ゆきは縁えん側がわに並んで腰掛け、満月を眺めていた。

　相馬の家の庭は広く、小さいながらも池があり、錦にしき鯉ごいが飼われている。

「やっぱり、ちゃんと治ち療りようしないとダメです。包帯、取りますね」

「ああ、そっか。怪け我がしてたの忘れてたよ」

　深み雪ゆきが、冬とう馬まの額ひたいに巻いてあった包帯を外した。包帯は血で真っ赤になっている。

　なんだかんだと慌ただしく、結局ちゃんとした治療はされないままだった。静しず華かの車にあった包帯を巻き付けて、応急処置をしただけだ。妖よう術じゆつで受けた傷だからなのか、治りが遅い。

　怪我をしていると思い出したとたん、ずきずきしてきた。

「こっち、向いて下さい」

　向かい合うと、深雪は膝ひざを縁えん側がわに立てて、冬馬の両肩に手を載せた。そして、額の傷にそっと口づけをした。

　冬馬は目を閉じた。深雪の舌先が傷口に触れた。温ぬくもりが額に広がる。

　傷口をなめることによって傷を癒いやす、ホワイトウルフの女性だけが使えるヒーリングの能力だ。

　深雪が舌を動かす度に、ずきずきしていた痛みが和らいでゆく。

　一分ほどたつと痛みは完全に消え去り、「もう大丈夫ですよ」深雪は微笑ほほえんだ。

「ありがとう」

　微笑み返すと、冬馬は間近にある深雪の瞳ひとみを見つめた。彼女の瞳は、いつものように穏おだやかで、優しい。

　冬馬は口元を引き締しめると、一つの決意を深雪に告げた。いや、告げようとした。

「わたし、帰りませんよ」

　切り出すより早く、深雪が口を開いた。すぐ鼻先に彼女の顔があり、吐息が冬馬の顔にかかった。

「由ゆ花かは俺おれが助ける。深雪さんは危ないから帰っててって、冬馬さん、そう言うつもりだったんでしょ？」

　少し怒ったような顔で、深雪は上目使いに冬馬を見た。

　見透かされた冬馬は頭をかいた。そんな冬馬の困った顔を見て、深雪は笑った。

「笑わないでよ」

「だって冬馬さん、すっごく分かりやすいんだもの」

　深雪につられて、冬馬も笑った。

「そっか。俺って分かりやすいんだ」

「はい。とっても分かりやすいです」

　額と額を重ねて、二人は笑い合った。深雪の手は冬馬の肩に、冬馬の手は深雪の腰にある。

「俺……由花を助けたい」

「はい」

　目を閉じて冬馬が言うと、深雪も同じように目を閉じた。

「あの子は、俺おれと同じだから。生まれ持った力で、大切な人を傷つけて……苦しんでる。自分を責めてるんだ」

「はい」

「俺には君がいた。君が俺を救ってくれた。だから今度は、俺があの子を救ってやりたいんだ。あの子の痛みが分かるから……」

「はい」

「俺はバカだし、それにラグナウルフの力も中途半端にしか戻ってない……自分でも自分になにができるか分からないし、もしかしたらなにもできないかもしれない」

「はい」

「けど、それでも俺は、あの子のためになにかをしてあげたい。自分にできる精一杯で、あの子を救いたい」

「はい」

　二人は、一緒に目を開いた。涼やかな夏の終わりの夜風が、二人を包む。
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「救いたいって想おもう気持ちがあれば、大丈夫。想いは必ず、力になってくれるから」

　深み雪ゆきは、由ゆ花かを救おうと決意した冬とう馬まの気持ちが、嬉うれしかった。

　由花を救うことは、冬馬にとっては自分自身の心の傷と闘たたかうことなのだ。

　深雪は、冬馬が母を殺あやめてしまったという過去に心を苛さいなまれていることを、知っている。

　彼はその心の傷を、乗り越えた。もちろん完全にではない。母を殺あやめてしまったという心の傷は、一生をかけて乗り越えていかなければならないものだ。それほどまでに深い。

　彼の側そばで、彼を一生支えていきたいと、深み雪ゆきは思う。

　心の傷と闘たたかうことは、辛つらいことだ。一人では挫くじけてしまうこともあるだろう。そんな時、少しでも彼の支えになれればと、深雪は思うのだ。

「さっき俺おれ、深雪さんに危険だから帰ってくれって言おうとした……けど、やっぱりダメだ」

　もう一度、冬とう馬まは目を閉じた。

「一人じゃ俺、きっとなんにもできない。深雪さんに側にいて欲しい……必ず守ってみせるから……側にいて欲しい」

　冬馬の唇に、深雪はそっと人差し指を添え当てた。少し驚おどろいたように冬馬が目を開く。

「守る、なんて言わないで下さい。わたしはいつだってあなたの側にいます。一緒に人生を生きていくんです。だから『守る』『守られる』じゃなくて、『支え合う』でいきましょう？」

「……ああ」

　頷うなずいた冬馬の唇から、深雪は指を離す。今度は冬馬の唇が、深雪の唇をそっと塞ふさいだ。

　雲が流れ、露あらわになった満月の白い月明かりにさらされながら、二人は長いキスを交わした。




「まる一日放ほっぽっとかれたあげく、結局おいてけぼりだぜ。これじゃまるっきりザコキャラじゃねえか」

　焼け残った杉の木に寄りかかり、雲の流れの速い夜空を見上げながら、鷹たか秋あきはぼやいた。

　横手には真ま矢やが、同じように幹に寄りかかって座っている。二人とも上半身は裸のままで、包帯がぐるぐると雑に巻かれていた。

　昨夜の炎は、今朝けさ方には鎮ちん火かされている。冷気を操るホワイトウルフや風を操るエメラルドウルフ、水を操るアクアウルフを中心に消火活動は行われた。

　鷹秋と真矢は、結局ヒーリングを施してはもらえず、火の気のない場所でへたり込んでいた。

　昨夜、静しず馬まがホワイトウルフの女性を一人連れて来てくれたのだが、二十代後半とおぼしきその女性は、「君たちみたいに若いなら、そのぐらいの傷、ほっといてもすぐに治るでしょ。これでなんとかしなさい」そう言って、無造作に包帯を投げてよこすと、「メガネのあなた、元気なら手伝いなさい。重傷者があっちにたくさんいるのよ」静馬の腕をつかみ、「は、はい？」と呆あつ気けに取られた静馬を、引きずるようにして連れて行ってしまったのだ。

　昼近くになって戻ってきた静馬によれば、一晩中、怪け我が人にんの看病を手伝わされたのだという。

　その静馬は、今し方『院いん』を出て行った。

「あの野郎、なにが、君たちじゃ足手まといになるだけです。今回は寝てて下さい、だ。ふざけやがって」

　静馬の顔と台詞せりふを思い出し、鷹秋は仏頂面になった。

「そんなにあいつについて行きたかったのか？　あいつは人使いが荒いから嫌いだ」

　やはり仏頂面で真ま矢や。彼は、ほぼいつでもこんな表情だ。

「ついて行きってえっつうか、足でまといって言われて否定できねえことがムカつくんだよ」

　鷹たか秋あきは舌打ちした。

　どうやら冬とう馬またちの方で、なにか妖よう魔まに絡んだ厄介事が起こっているらしいのだが、静しず馬まは詳しいことはなにも話さないまま行ってしまったのだ。おかげでなにがどうなっているのかさっぱり分からない。

「……姉さん。結局今日も会えなかった」

　しみじみとため息をついた真矢だが、そのため息は途中で途切れた。

「あ？　どうした？」

　見ると、真矢は表情を硬くしていた。

「月つき森もり冬馬が厄介事に巻き込まれてるってことは、もしかして姉さんも……」

「巻き込まれてるんじゃねえか？」

「……行く」

「お、おいっ！」

　おもむろに立ち上がった真矢だったが、ふらふらとよろめき、幹に背中をぶつけてへたり込んでしまった。

「無茶すんなって。電でん撃げきメガネが出張って行ったんだ。心配いらねえよ」

「ふん」

　真矢は不機嫌顔で膝ひざを抱えた。苦笑した鷹秋は、

「やっぱ、一から鍛きたえ直さねえといけねえよな」

《犬》との闘たたかいに思いを巡らし、ぎりっと奥歯を嚙かんだ。こと闘いに関しては誰だれにも負けない自信があった鷹秋だが、半年前以来、その自信は崩れてゆく一方だ。静馬の許もとで働くうちに、上には上がいること、自分が井の中の蛙かわずであったことを思い知らされた。《犬》との闘いはダメ押しだ。

「獣じゆう気きの扱いだかなんだか知らねえが、覚えてやろうじゃねえか。真矢、おめえも付き合え。一人より二人の方が、修行しやすいからな」

「……強化合宿でもするつもりか？」

「おうよ。奈良にガキの頃ころに世話になった知り合いがいる。あのおっさんなら、いい感じで鍛えてくれるはずだぜ」

　鷹秋はニッと笑った。

「……またしばらく姉さんに会えなくなるのか……」

　立てた膝の間に顔を埋めて深いため息をついた真矢だったが、鷹秋の誘いを拒否することはしなかった。

「よっしゃ！　当社比八倍ぐらにパワーアップして、あのメガネのド肝を抜いてやるぜ！」

　雲が流れる夜空を仰ぎつつ、鷹たか秋あきは掌てのひらにばしっと拳こぶしを打ち付けた。

　翌日、南なん原ばら鷹秋と柚ゆず本もと真ま矢やは、修行のために奈良へと旅立つことになる。

　が、ここで二人は一つ大事なことを忘れている。夏休みはもう終わり、ということをだ。

　この修行によって出席日数が足りなくなった二人は、翌年の春に「留年」という名の地獄を見ることになるのだが、それは余談である。




　飯はん能のう市外に向けて、静しず馬まは愛車である黒のスカイラインを飛ばしていた。目的地は、母・詩し織おりの墓がある寺だ。

「よもや、冬とう馬まが言っていた空から降ってきた少女が、『結界』に封じられていたものだとは思いませんでしたね」

　独白しつつ、静馬は黒雲が立ち込めてきた空を見た。

「悪あく魔ま族ぞく、香か沙ざ薙なぎ桂けい……」

　その名を呟つぶやいた静馬は、昨夜炎の中で対たい峙じした響ひびき忍しのぶの「忠告」を脳裏に甦よみがえらせた。




「今回の襲しゆう撃げき事件についての調査は不要。香沙薙桂には手を出すな。とまぁ、これが『長おさ』からの忠告や。ま、忠告ちゅうか、命令やな。これは」

「どういうことです。これほどの被害をもたらした相手を調査不要などと……」

　合点がいかない。

「香沙薙桂がやらかしたことやからや」

「分かるように言ってもらいたいものですね」

　静馬はブレザーの内ポケットからメガネを取り出し、かけた。

　香沙薙桂というのは、あの紫の瞳ひとみの青年のことだ。

「ははは。これ以上はオレの口からはよう言わん。ま、あんたに黙だまっといても、どうせ自分で調べて答えに行きついてまうやろうから、隠し立てしとっても、あんま意味ないと思うねんけどな」

　少し困ったように笑い、頭をかく響。

　静馬は口をつぐみ、それ以上なにを訊きくこともしなかった。なにを訊いても、この男は答えはしないだろう。

「ちゅう訳で、『長』からの忠告、ちゃぁんと伝えたで。あ、もし綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこに会おうたら、伝えといてや。いっこも顔出さへんから、獣じゆう聖せいのみんなが心配しとるってな」

　サングラスを外して白い歯を見せると、響は身を翻ひるがえした。

「これはオレからの忠告や。『長』に逆らったらあかんで。あんたがヨゴレ者になったら、あんたの抹殺を任されるんは、オレら獣聖や。あんたと闘やり合おうて痛い目見るのんはごめんやでぇ」

　そう言い残すと、響ひびき忍しのぶは炎の向こうへと歩き去っていった。




　その後昼近くまでは、ホワイトウルフの女性に従わされ、怪け我が人にんの看病をさせられた。

　夜の十一時過ぎに冬とう馬まから電話がかかってきたが、歩けない怪我人に肩を貸していた最中だったので、問答無用で切った。

　昨夜の襲しゆう撃げきによる死傷者の数は、六十人を越えた。建物も大半は全焼。

　これ程の被害が『院いん』にもたらされたのは、静しず馬まが勤めるようになって初めてのことだった。

　怪我人の処置も一段落つくと、静馬は中枢区域へと赴いた。

　そこは上層部の人間が在する場所である。『結界』によって守られており、火災の被害も全く受けていない。

　定められた者のみしか『結界』を通過することは許されない。静馬は資格を与えられている。

　もっとも中枢区域に入れるだけで、上層部の人間が集まる「紫し宸しん殿でん」と呼ばれる建物に入ることは叶かなわないのだが。

──破られた『結界』になにが封じられていたのかを調べるか、それとも香か沙ざ薙なぎ桂けいのことを調べるか。

　静馬が選んだのは後者だ。紫の瞳ひとみの青年の素性を洗えば、破られた『結界』になにが封じられていたのかも分かるはずだ。

　響によれば、調査は『長おさ』の意向に反する行為である。だが静馬は『長』に仕えるために『院』に勤め、闘たたかっているのではない。

──多くの犠ぎ牲せい者しやが出ました。香沙薙桂を放置すれば、必ず犠牲者が増える。このまま手を引く方が、私にとってはよほどヨゴレた行為です。

　思いを胸に、静馬は古い文献の数々がある書庫へと入り、そこで香沙薙桂について調べた。

　上層部の人間の口を直接割れば早いのだろうが、それは最後の手段だ。確実にヨゴレ者になってしまう。

　ヨゴレ者になる覚悟があるとはいえ、なにも進んでなることもない。

　静馬が書庫で調べたのは、白はく髪はつに褐色の肌、紫の瞳という特異な容よう貌ぼうを持つ種族が存在しないかどうかだった。香沙薙桂という個人を文献で探っても無駄だろう。

　果たして文献の中に手掛かりは見つかった。白髪に褐色の肌を持つという一族が、存在していたのだ。

　悪あく魔ま族ぞく。

　白髪に褐色の肌、蒼あおい瞳を持つとされる、人とも獣じゆう人じんとも異なる一族だ。

　魔力に秀でた彼らは、幕末期に幕府側に力を貸し与え、歴史を裏から操ろうとしたという。それ故に当時の『院』によって滅ぼされたと、文献には記されていた。百四十年前の出来事だ。

　書庫の文献で得られたことは、それだけだ。

　だが悪あく魔ま族ぞくの外見的特徴は、白はく髪はつに褐色の肌、それに「蒼あお」い瞳ひとみだ。しかし香か沙ざ薙なぎ桂けいの瞳は紫だ。

　日も沈み、文献調査を切り上げようと思っていた矢先、携帯電話が鳴った。かけてきたのは、父・相そう馬まだった。

　静しず馬まは、父から冬とう馬またちがかかわっている一件について教えられた。

──調べる前に情報が入ってきたのはありがたい。おかげでヨゴレ者にならずに済みました。

　愛車のハンドルを中指でとんとん叩たたきながら、静馬は口元を笑みの形にした。

──香沙薙桂の素性については、香沙薙桂本人に訊きくことにしましょう。

　強大な力を持った妖よう魔まを造り、それでなにを企たくらむのか。

　彼が本当に悪魔族ならば、なぜ瞳の色が異なるのか。

　なぜ、『長おさ』が彼を追うことを禁じたのか。

──尋問のしがいのある男です。

　右手でハンドルを握りつつ、静馬は左手で服の上から下腹を撫なでた。そこには香沙薙の太刀たちで刺された傷が、塞ふさがりはしたもののうっすらと痕あとを残している。

──決着もつけられれば、言うことなしですか。

　雲は厚さと暗さを増し、暗雲へと変わろうとしていた。




「あーもしもしお二人さん。熱愛中のところ邪魔して悪いんだが……」

「──！」

　いきなりの声にぎょっとなった冬馬は、慌てて深み雪ゆきから唇を離すと、顔を完かん熟じゆくトマトばりに赤くした。

　振り返った障子の前に、あごをさすりながらニヤニヤしている父がいた。

「あうおえあっ！」

「意味が分からん」

　思わず叫んだ冬馬に、相馬は冷静なツッコミを入れる。

「ふふっ。キスシーン、見られちゃいましたね」

　耳まで真っ赤にしている冬馬とは対照的に、深雪は見られたことなどどこ吹く風といった感じだ。

「れ、れ、連絡は、お、終わられりや？」

「言えてないぞ」

　心底情けなさそうにため息をつく相馬。冬馬は赤面とパニックを抑えようと、バシバシ両手で頰ほおを叩いた。

「住職には事情を話しておいた。静馬にも知らせておいたから、寺で落ち合え。今いま頃ごろ、寺に向かってるはずだ」

「親父おやじは？」

「遠えん慮りよしよう。私が行っても役には立たん。足手まといになるのが関の山だからな」

　障子に手をかけると、相そう馬まは片かた眉まゆを上げて寂しげに笑った。その笑みに、冬とう馬まは父の老いを感じた。

「負けるなよ。死を撒まくと宣言している相手が敵だ。由ゆ花かという子を救えなければ、多くの者が命を落とすことになる。背負った命が数多あまたにあることを忘れるな」

「……ああ」

　厳きびしい表情の相馬に、冬馬は気持ちを引き締しめて頷うなずいた。

「深み雪ゆきさん。愚息を頼みますよ。あなたの愛の力で、ビシッと活を入れてやって下さい」

「はい」

　深雪の返事に満足そうに微笑ほほえむと、相馬は障子を開けた。そして、

「あーそれから、あんまり由ゆ紀き彦ひこ君をいじめてやるなよ。彼は不治の病だ。残り少ない命を使って、あの子を救おうとしている。彼の苦しみも、理解してやれ」

　思い出したようにそう言うと、相馬は居間に戻った。

「不治の……病？」

　冬馬と深雪は、顔を見合わせた。




　高層マンションの屋上に、香か沙ざ薙なぎ桂けいの姿はあった。闇やみに浮かぶネオンや行き交う車のライトが、彼の紫の瞳ひとみに映されている。

　強さを増してきた夜風が耳元でびょうびょうと唸うなり、シャツと白髪を激しくなびかせていた。

　左手で黒塗りの鞘さやをぐっと音が鳴るほどに強く握り締め、桂は、右手で自身の胸元に触れた。右手の中指には、黄金こがね色いろの指輪がはめられている。

　黒ずみ、微み塵じんの輝かがやきもないその古ぼけた黄金色の指輪は、『涅ね槃はんの月つき』という名を持つ、魔ま力りよくを持った指輪だ。

　綾あや瀬せ由紀彦を病床から立ち上がらせるために与えた『久く遠おんの月つき』と対ついになる品であり、やはり身につけた者の生命力を活性化し、治ち癒ゆ力りよくを高める効果がある。

　もっとも『久遠の月』『涅槃の月』は、そのために造られた物ではない。

　真の能力は、別にある。その能力故、この二つの指輪は『院いん』に危険視されていた。『院』は躍やつ起きになって指輪を探していたが、ある洞どう窟くつの奥深くに封じられていたのを先に見つけたのは、桂だった。

『涅槃の月』の力により、綾瀬由紀彦によって負わされた傷は、既に跡形もなく消えている。

「俺おれが、あの忌いまわしい封印の『鏡かがみ』より解き放たれて十三年……」

　風に目をぐっと細め、桂は誰だれともなく呟つぶやく。

「まだなに一つ、この手には還かえっていない」

　そっと瞼まぶたを閉じ、桂けいは故郷を思い出す。

　人の歴史とかかわりを持つことなく在り続けた、時が止まったような小さな里。

　小川のせせらぎが、鳥たちのさえずりが、子供たちのはしゃぐ声が、耳の奥に聞こえてくる。

　閉じた瞼の裏に甦よみがえる光景は、緑の眩まぶしい山々、たくさんの笑顔。紅ぐ蓮れんの炎と大地に染み込んでゆくおびただしい血。そして中空を飛び交う無数の蒼あおい光と、『あの男』の嘲ちよう笑しよう。

　それらの光景が桂の中で色いろ褪あせることは、ない。

　桂の闘たたかいの始まりは、瞳ひとみが血に濡ぬれ、昇りゆく太陽が赤に染まって見えたあの朝。百四十年の昔。

　桂は瞼を開く。

「みんな、もう少し待っててくれ。必ず俺おれが、『あの男』の呪じゆ縛ばくから、みんなを解き放つ。天に還してみせるよ」

　夜空に向かい、桂は穏おだやかな声音で語りかけた。

「汚れた犬どもの首も、残らず俺が削そぎ落としてみせる」

　声がぐっと低くなる。鞘さやから太刀たちをすらりと抜くと、桂はそれを満月に掲げた。

　綾あや瀬せ由ゆ花かとともに、『結界』によって囲まれていた蔵に封じられていた魔ま剣けんだ。綾瀬由ゆ紀き彦ひこに話したとおり、この魔剣の奪取もまた、桂の『院いん』襲しゆう撃げきの目的の一つでもある。

　奪取というと違う。正しくは奪だつ還かんだ。この『魔剣・絶ぜつ』は、桂の一族の物だったのだから。

「仕込みから数えれば十年……これ以上待つのは御免だ。由花に宿った『種たね』、必ず解き放つ」

　太刀の峰を肩に担ぎ、桂は紫の瞳を血走らせる。

『種』は、『鏡かがみ』の中に閉じ込められ続けた百年を超える時の中で、桂の魂が流した血のかけらだ。

　傷ついた肉体と同じように、魂もまた傷つけば血を流す。心が焼け、煮え、えぐられ、切り刻まれ、引き裂かれ、踏みにじられた者のみが、魂もまた傷ついて血を流すということを知るのだ。

　己が体内を駆かけ巡る魂の流した血に、魔力を与えて体外で結晶化した物。それが『種』なのだ。

　由花に──綾瀬里り花かの胎内に埋め込んだ『種』には、百年分の血とありったけの魔力を込めた。

　痛みと願いのすべてが、込められていると言っても過言ではない。

　二度、同じ『種』を造ることはできない。実際、綾瀬里花に植え込んだ『種』を造ってから五年間は、力の弱い『種』すら造ることができなくなってしまった。魔力も落ち込み、まともに妖よう術じゆつが使えるようになるまで、やはり一年近い時間がかかった。

「俺おれの流した血が……俺の魂から流れ出た血が、死を撒まく……」

　汚れた犬たちに。そして『あの男』に。

　由ゆ花かが妖よう魔まに変わる時、その時こそが破滅の宴の幕開けだ。

　桂けいの腕に、胸に、首筋に、幾筋もの青黒い血管が浮かび上がった。白髪が逆立ち、紫の瞳ひとみの中央は、猫のように縦たてに切れ上がった。

「貴様が俺から奪ったすべて……返してもらう」

　空に浮かぶ満月を睨ねめつけると、桂は身を翻ひるがえした。

（ふふっ。兄さんはね、お侍になんかなれないわよ。だって兄さんは優しすぎるもの。人なんか傷つけられないでしょ？）

　懐なつかしい声が、耳の奥に甦よみがえる。楽しげに笑う少女の声が。

（ずっと里で暮らしましょう……私と、みんなと、兄さんと。いつまでもこの里で……）

　少女の声が聞こえぬよう、桂は唸うなる風の音に耳を預けた。苦しげに瞼まぶたを閉じて。




　狼ろう魂ごんの槍やりが預けられているという寺に向かって、冬とう馬またちは静しず華かの車で移動していた。

　飯はん能のう市外の山の麓ふもとにある寺だ。

　運転席には静華。助手席には深み雪ゆき。後部座席には由ゆ紀き彦ひこと、由ゆ花かを膝ひざに載せた冬馬が座っている。薄うす手での毛布に包くるまれている由花は、がちがちと歯を鳴らして震ふるえていた。

　相そう馬まの家を出る時から、由花はずっと冬馬が抱いている。由紀彦には触らせていない。

「まだ寒いみたいだ……このジャケットを……」

「いいですよ。もう一枚毛布持ってきてますから。深雪さん、取ってくれる？」

　由花の顔をのぞき込み、上着を脱ごうとした由紀彦だったが、冬馬は彼の視線を避さけるように由花を遠ざけた。そして深雪が紙袋から取り出した毛布を受け取り、もう一枚と重ねて由花を包んだ。

「ありがとう」

「……別に。あなたのためにやってるわけじゃあないですから」

　つっけんどんに言って、冬馬はそっぽを向いた。由紀彦は困ったように首の後ろをさすった。

「冬馬。いい加減にしろ」

　静華に咎とがめられたが、返事をしなかった。

　自分でも大人気ないとは思うが、どうしても由紀彦を認める気になれないのだ。

　相馬から由紀彦が不治の病であることを聞いた冬馬は、本人に確認した。由紀彦は自分が不治の病であることを話し、「これも因果応報ってやつなんでしょう」と苦笑した。

──怖いからって由花を捨てて逃げ出しておいて、余命がないと分かったら今度は助けたいだなんて、虫がよすぎるよ。

　現在の由紀彦が、由花のために必死になっているということは分かる。しかし、だからといって死んだ妻の願いを無視して娘を捨てたことが許される訳ではない。

──勝手な都合で親をやめたり親面したり……そんなの子供が可哀かわい想そうだ。子供は、好きな時に抱いて遊べるぬいぐるみじゃない。

　心の中で独白していると、

「僕は、由ゆ花かに自分が父親だと名乗るつもりはないんだ」

　心の中を見透かしたかのように、由ゆ紀き彦ひこが言った。冬とう馬まは由紀彦を見た。

「妖よう魔まを浄化して、由花を普通の子供にすることができたら、僕はそのまま由花の前から去るよ」

　ひどく寂しげに、彼は言う。

「それって、逃げることだと思います」

　相そう馬まから借りてきた毛布やタオルが入った紙袋を抱いて、深み雪ゆきが言った。バックミラー越しに見える彼女の顔は、厳きびしい。

「もし本当に由花ちゃんを捨てたことを後悔しているなら、一生をかけてでも償つぐなうべきです。自分が父親だって、ちゃんと名乗るべきだと思います」

「あなたの言うとおりだと思います。けど、僕には時間がない……」

「そうだね。齢よわい九歳になって、いきなり父親と名乗る男が出てくれば、子供は混乱する。側そばにいてやる時間がないなら、父親だと名乗ることは、あの子を傷つけるだけだろうね」

　静しず華かの口調は淡々としている。深雪はうつむいた。

「けど由花ちゃんだって、いずれ本当のことを知りたいと思うようになるはずです。自分のお父さんはどんな人だったんだろう、って。どうして自分の側にいないんだろう、って」

「それは、深雪ちゃんや冬馬……生きている人間がその時話してやればいい」

「けど、由紀彦さんは今ここにいます！　残った時間が少ないとしても、命のある限りは由花ちゃんの側にいられるんです！」

　深雪は声のトーンを上げて、運転席の方を向いた。静華は無表情に前を向いている。

「由紀彦さんも構わないんですか!?　一度も由花ちゃんにお父さんって呼ばれないままでも……」

　深雪は、由紀彦の方に振り返った。

「そんな資格は、僕にはありませんよ」

「勝手に決めないで下さい！」

　深雪は怒った。睨にらまれ、由紀彦は驚おどろきの表情になった。

「わたしも、一度由花ちゃんを捨てたあなたに、父親の資格があるなんて思いません。けど、本当にそれを決めるのは、由花ちゃんのはずです」

　冬馬に抱かれた由花を見て、深雪は怒りの表情を悲しげな表情に一変させた。

「全部が終わったら、自分が父親だって、名乗ってあげて下さい。真実を話してあげて下さい。自分を捨てた父親を恨む権利、長くは一緒にいられないって悲しむ権利、それにあなたをお父さんって呼ぶ権利……由ゆ花かちゃんに与えて上げて下さい」

「深み雪ゆきさん……」

「名乗って真実を話すことで、由ゆ紀き彦ひこさんも由花ちゃんも傷つくかもしれません。けど、それでも……」

　涙ぐんだ深雪の頭を、横手の静しず華かが苦笑しながらポンポンと叩たたいた。

　冬とう馬まは、少し自分が恥ずかしいと思った。

　深雪は、由花を捨てた由紀彦に納得がいかず、反発していただけの自分とは違ったのだ。

　由花と由紀彦。二人にとって一番大切なことはなにかを、彼女は考えていたのだ。

　由花の親代わりとなっていた里り穂ほが、両親のことをどのように由花に話していたのかは、分からない。だが、九歳の子供に真実を話していたとは思えない。母は自分を産むのと引き換えに死に、父は恐れて逃げ出したなどと、子供に話せることではない。両親は事故か病気で死んだ、とでも話していたのだろう。

　真実を知ることが、必ずしも幸せなことだとは限らない。真実を知ることで、深く傷つくこともある。だが真実を知らずに終わることは、不幸なことだ。

　由花と由紀彦。二人にとって大切なことは向かい合うことだと、深雪は言っているのだ。

「まあ、名乗る名乗らないはコトが済んでから考えればいいさ。今は、目の前の厄介事をどうにかする方が先だ」

　ふと、静華がブレーキをかけた。車はトンネルの二十メートルほど手前に止まった。山の方へ向かう閑散としただだっ広い道で、他の車の姿はない。

　冬馬はシートの上に身を乗り出して、姉の頭越しに前方を凝ぎよう視しした。ヘッドライトに照らされた影が一つ、トンネルの入り口に立っていた。ライトが届くギリギリの所で、姿は朧おぼろげにしか見えないが、そのシルエットは明らかに人のものではない。

「待ち伏せ……か……」

「時間がないというのに……」

　冬馬は乾いた唇をなめ、由紀彦は悔しげに奥歯を嚙かんだ。

「……いいよ。ここはあたしが食い止める。由紀彦さん、運転頼むよ」

　前方の敵を凝視したまま、静華は乱暴に髪をかきあげた。

「ダメだよ姉様！　一人なんて危険すぎ……」

「その子をよく見てみな。タイムリミットが近づいてるみたいだ」

　静華に言われ、由花に視線を落とした冬馬は、彼女の異変に息を飲んだ。

　眉み間けんに小さな縦たての亀き裂れつができ、そこに眼めが開こうとしていたのだ。うっすらと開きかけた状態ではあるが、眼の色は分かった。真紅だ。さらに両りよう頰ほおから首筋にかけて、太い血管のようなものが浮かび上がっていた。呼吸も激しさが増している。

　由ゆ紀き彦ひこは、爪つめが食い込むほどに拳こぶしを握り締しめ、深み雪ゆきは青ざめた。

「妖よう魔まへの変化が始まった……？」

「さっさと行け。あいつにも手伝わせるから、心配無用だ」

　静しず華かが、親指で後ろを指し示した。

「あいつ……？」

　振り返ると、クラクションが聞こえた。いつの間にか、後方に一台の黒いスカイラインが停車していた。静しず馬まの車だ。

　車を降りた静馬は、ヘッドライトの前に立つと、メガネを外し、しっしっとまるで野良犬でも追い払うように手を振って見せた。

「あたしたちが追いついた時、間に合いませんでしたなんてことになってたら、承知しないからね」

　冬とう馬まの額ほおを小突くと、静華は車を降りて、静馬と並んで前に歩み出た。

　トンネルの前にあった歪いびつな影が、ゆっくりと近づいてきた。

　ライトの範はん囲いに入り姿を露あらわにしたのは、黒い体毛に赤い縞しま模も様ようが入った二足歩行の妖魔だった。頭部は虎とらそのもので、隆々とした腕が両肩とは別に背中からも二本伸びている。長さは肩から伸びた腕の倍近い。身の丈は《ライオン》より小さいが、それでも二メートル半はある。

「すまない冬馬君。静華さんたちに甘えさせてもらう！」

　狭いシートの間を抜けて運転席に座った由紀彦は、ハンドルを握り締めるとエンジンを大きくふかした。

　黒髪を強風に揺らしていた静華は、ちらりと振り返ると、《虎》に向けて左手を突き出した。

　ごあっ。トンネルの入り口に真っ赤な炎が吹き上がる。

　炎を避さけるように、《虎》が宙に跳んだ。

「突っ込むよ！」

　由紀彦がアクセルを踏み込む。車は静華と静馬の間を抜けると、炎を突っ切って、トンネルに突入した。

　一いつ瞬しゆん、フロントガラスが赤く染まる。

「みなさん……気をつけて……」

　祈るように両手を組んだ深雪に、

「大丈夫。姉様と兄さんが一緒に闘たたかえば、どんな相手にだって負けないよ」

　冬馬は口元を引き締めて頷うなずいた。

　車は再び夜空の下に出た。トンネルを抜けた瞬間、どん、と車体が揺れた。なにかがフロントガラスに落ちてきたのだ。

「きゃあっ！」

　深雪が悲鳴をあげた。一匹の《犬》が、牙きばを剝むき出しにしてフロントガラスに逆さまになってへばり付いていた。

「くそっ！　さっきの一匹だけじゃなかったのか！」

　吐き捨てた冬とう馬まに真っ赤な眼めを向けた《犬》は、尖とがった口を大きく開いた。喉のどの奥の方に炎が見えた。撃うつつもりだ。

　冬馬は、由ゆ花かを庇かばうように深く抱いた。

「邪じや魔まだ！」

　運転席の由ゆ紀き彦ひこが吠ほえた。凄すさまじい獣じゆう気きの迸ほとばしりを彼から感じ、冬馬は身を竦すくめた。

　由紀彦が放った獣気は、冷気となって《犬》を襲おそい、さながら氷の彫刻のように《犬》の全身を凍りつかせた。

「はっ！」

　由紀彦が、今度は裂れつ帛ぱくの声を張り上げる。すると氷の彫刻となった《犬》は、パァンと破裂したように砕け、塵ちりとなって夜風に流された。

「すごい……変身もしないでこれだけの力を放てるなんて……」

　知らずのうちに、冬馬は感嘆していた。

　女性の人じん狼ろう族ぞくとは違い、普通男性の人狼族は変身しない限り特殊能力は使えない。

　強力な獣気とそれを使いこなす技術があって、初めて為せる業わざだ。兄・静しず馬まも、人の姿のままで雷を使えるのだが、狼おおかみに身を変えた時と比べると、威力は格段に落ちてしまう。

　綾あや瀬せ由紀彦という男の、獣じゆう聖せいの肩書は伊達だてではない。

　だが、やはり病魔に冒された身体からだでは無理があったのか、由紀彦は苦しげに顔を歪ゆがめて、重たげな息を吐いた。脂汗が額ひたいに滲にじんでいる。

「急ごう」

　落ち込んだ目に強い意志の光を宿らせて、由紀彦はハンドルを握り直した。

　冬馬と深み雪ゆきは、揃そろって頷うなずいた。




　くすぶっている炎を背に、《虎とら》が低く唸うなっている。背中から伸びた手をせわしく動かしているが、攻めてくる気配はない。

「おまえとこうやって肩を並べて闘たたかうのも、随分久しぶりだね」

　なびく黒髪を押さえつつ、姉が声をかけてきた。

「ええ。久々ですから、少し緊きん張ちようしてますよ」

　ブレザーを脱ぎ捨てて、静馬は笑う。

「全力で闘やる。巻き込まれて焦げるんじゃないよ」

「善処しますが、お手柔らかにお願いします」

　半分冗談、半分本気の台詞せりふだ。

　静華は目標以外に被害を与えないように炎を調節する技術を持っている。しかしそういった気兼ねは技の威力を落とすことに繫つながってしまう。静しず華かはそれをしない、と言っているのだ。

　静華の炎の攻こう撃げき力りよくは、静しず馬まの雷を凌りよう駕がしている。巻き込まれれば火傷やけどでは済まない。
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「さっさと片付けて追いつくよ。今の冬とう馬まの力じゃあ、敵と闘たたかったって無駄死にするだけだ」

　姉の言葉に、静馬は破顔した。静華は「ん？」と片方の眉まゆを上げた。

「なんだかんだいっても、弟離れできませんね、姉様は。闘いから身を引くために『院いん』を辞めたというのに」

「……あいつが一人前の男になるまでは見張っててやるって、母様に誓ったからね」

　静華は目を伏せるようにして、薄うすく笑った。

　静馬も同じように目を伏せる。

　十二年前の母の死は、冬馬だけではなく静華や静馬の心にも大きな影えい響きようを残している。

　静華は、家族を守ることを。静馬は、人じん狼ろうの爪つめや牙きばによって、大切な者を失う人間を増やさないことを、母に誓ったのだ。

「冬馬が一人前になる日ですか。いつになることやら」

「あいつには深み雪ゆきちゃんがいる。守るものができたんだ。一人前になる日も遠くはないさ」

　そう言った静華の横顔は、少し寂しげだった。

「なんにしろ、あまり無茶はしないで下さいね。姉様も今は母親なんですから」

「あたしに説教できるなんて、随分出世したもんだね。言われなくたって、無茶はしないよ。だからおまえに残ってもらったんだ」

　静しず華かにこめかみを軽く小突かれ、静しず馬まは苦笑した。

「来るよ」

　静華の切れ長の目が、鋭するどく細まった。

《虎とら》が、四本の腕をぐんと広げて分厚い胸板をドンドンと叩たたき始めた。

「それじゃあゴリラですよ」

　静馬は咆ほう哮こうをあげると、上半身を白銀の狼おおかみへと変へん貌ぼうさせた。

「中途半端な攻こう撃げきが効く相手じゃない。〝溜ため〟に入る。時間を稼かせげ」

「仰せのとおりに」

　鋭く言った静華に、口を笑みの形に歪ゆがめて応こたえると、静馬は両手に青白く輝かがやく雷の刃やいば「御み剣つるぎ」を生み出して、駆かけ出した。

《虎》は、向かってきた静馬を最初の標的と認め、腰を深く落とした。

　静華は胸の前で両腕を交差させると、深く息を吐きながら交差させたままの腕を降ろし、瞼まぶたを閉じた。ふわりと、艶つややかな長い黒髪が逆立った。

　大技を放つための〝溜め〟に入ったのだ。

──あれをやる気ですか。

　姉を一いち瞥べつすると、静馬は御剣での接近戦を挑んだ。

　応じた《虎》は、四本の腕を雨あられと撃うち込んできた。

──速い！

　空を裂いて繰くり出される《虎》の拳けん撃げきは、静馬の目にも捉とらえ切れないほどの速さを持っていた。静馬は斬きりつけることすらできず、回かい避ひに専念させられることになった。

　怒ど濤とうの攻撃ではあるが、リズムそのものは単調だ。目が慣れ、見切るのに、それほどの時間はかからなかった。

　撃ち下ろされた拳こぶしをぐんと体たいを沈めて避さけると、静馬は二刀で挟むように《虎》の臑すねに斬ざん撃げきを見舞った。だが臑に食い込んだとたん、雷の刃やいばはシャーンと音を立てて砕け散ってしまった。

　砕けた刃は燐りん光こうに変わると、空気に溶けた。

──御剣が砕かれた……!?

　驚きよう愕がくした静馬の眼前に、《虎》の巨木のような脚が唸うなりを上げて迫ってきた。

　痛烈な一撃を胸にもらった静馬は、十メートルを越える距離を吹っ飛ばされた。

　受け身も取れず右肩を強打して倒れ込んだが、すぐに起き上がって身構える。追撃は来ない。

「く……っ！」

　起き上がった瞬しゆん間かん、激しい目眩めまいに襲おそわれて静馬は呻うめいた。

「獣じゆう気きを吸われた……？」

　蹴けりを食らった時、蹴りの衝しよう撃げきとともに強い脱力感に見舞われた。

《虎とら》の──恐らくは体毛に、触れた者の獣じゆう気きを吸い取る力があったのだ。

　御み剣つるぎが砕けてしまったのも、そのせいだ。

「……徹てつ夜や明けには染みますね」

　蹴けりのダメージと相あい俟まって、静しず馬まは片かた膝ひざをついた。あばらを二本やられている。

「さて、どうしますか」

　技の中でも必殺の部類に入る御剣が砕かれたということは、ほぼすべての技が同様に無効化されると考えていいだろう。最大攻こう撃げき「蒼そう龍りゆう」を食らわせても、一撃で仕留められるかどうか怪しいものだ。

──頼みの綱はあれですか。

　胸を押さえつつ、静馬はちらりと上空に目をやった。

　空の高みに、火球が浮かんでいた。直径は二メートル程で、火球を中心にして赤い燐りん光こうが眩まばゆく輝かがやいている。

　静しず華かの技だ。〝溜ため〟に時間がかかるのが弱点だが、攻撃力は静馬の「蒼龍」をも上回る。

　静華はこの技に名前をつけてはおらず、静馬は勝手に「太陽落とし」と呼んでいた。

　火球は徐々に大きさを増してゆく。

「まだ、かかるか」

　息を深く吸い込んで立ち上がった静馬は、身構えるべく腕を持ち上げようとした。が、

──腕が……動かない？

　必死に力を込めたが、ぶるぶる震ふるえるだけで動いてくれない。

　動かないのは腕だけではなかった。見えない力に全身を圧迫され、身動き一つ取れなくなってしまった。

　息を吸い込むことすらできない。

　離れた位置で、《虎》がこちらに向けて四本の腕を突き出している。

──念動力か！

　思った瞬しゆん間かん、左腕から太い枝が折れるような音がした。

　牙きばを食いしばると、《虎》は嬉うれしそうに舌なめずりして、指先で自分の首をとんとんと叩たたいて見せた。

　次は首を折ってやる。そう言っているのだ。

　静馬は身体からだを小刻みに震わせながら、わずかに口の端を歪ゆがめた。悔しげに歪めたのではない。笑むように歪めたのだ。

「おおおおおっ！」

　カッと目を見開くと、静馬は雄お叫たけびをあげて全身から激しい雷を発し、念動力の呪じゆ縛ばくを吹き飛ばした。

　驚きよう愕がくし、一歩後ずさる《虎》。

「雷らい華か夢む想そう・降こう雨う！」

　静しず馬まは声を張り上げた。

　カッ。黒雲が広がる夜空が青白い輝かがやきを放ち、一筋の青白い光の柱が《虎とら》の頭上に落ちた。

　黒い全身を青い輝きに包まれ、《虎》はよろめいた。が、それもほんの一いつ瞬しゆんだった。

　青い輝きはすぐに消えうせ、《虎》は「ゲッゲッ」と奇怪な笑い声を立てた。

　降雨は、対・複数用の技だ。それを単体に集中させているから、威力は倍加している。にもかかわらず、爆ばく砕さいどころかなんのダメージも与えられていない。しかし静馬に悔しがる様子はない。

　ふっ、と鼻先で笑うと、

「雷華夢想・降雨！」

　静馬は再びその技を放った。

　天から落ちた雷が、《虎》を撃うつ。だが結果は先と変わらない。一瞬よろめかせただけで終わる。

「雷華夢想・降雨！」

　静馬は繰くり返し、その技を放つ。空が輝き、雷が落ちて《虎》がよろめく。

「雷華夢想・降雨！」

　よろめいた《虎》は、避さけられずに同じ攻こう撃げきを受ける。

「雷華夢想・降雨！」

　降雨を食らわせ続けることで、静馬は《虎》の動きを封じた。

《虎》はダメージを受けぬままよろめき続ける。降雨を食らう度によろめく様は、まるで下手へたなダンスを踊っているようだ。

「雷華夢想・降雨！」

「はあああっ！」

　静馬の声に、静しず華かの気迫の声が重なった。

《虎》が下手なダンスを踊らされている間に、上空の火球は直径十メートルを越えるまでに膨ふくれ上がっていた。

　表面のあちこちから炎が吹き出している火球の姿は、まさしく太陽だ。

　空と地上の間に生まれた太陽は、あたり一面に陽かげ炎ろうを起こし、漆黒の夜空を茜あかね色いろに染めた。

「食らいな！　これがあたしの百パーセントだ！」

　交差させた両腕を高らかに振り上げると、静華は一気に振り下ろした。その腕の動きに応じて、太陽は地上へと降下を始める。

　熱気を白銀の体毛越しに感じながら、静馬は静華の隣となりにまで下がった。

　ごおおっ。太陽は《虎》と《虎》の上げた絶叫を残さず飲み込んで、大地を溶かした。

　熱波が静馬の体毛と静華の黒髪を撫なでつけ、多量に発生した火の粉と赤い燐りん光こうが、夜空へと昇ってゆく。

　十数秒の後、太陽はくすぶり一つ残すことなく綺き麗れいに消え失うせた。残ったのは、太陽の直径よりも一回り大きいクレーターだけだ。

《虎とら》は跡形も残さず蒸発した。トンネルの入り口も崩ほう壊かい、もとい溶解している。

「強力というか凶悪というか……どちらにしても凄すさまじいですね」

　折れた左腕を押さえながら、静しず馬まは感嘆の息を漏らした。

　肩は激しく上下している。獣じゆう気きを吸われたことと降こう雨うの連発でかなり消耗してしまった。骨折の痛みは、獣気によって和らげている。

　消耗が激しいのは静しず華かも同じだ。顔には珠たまのような汗が無数に浮かび、額ひたいや頰ほおに髪が張り付いていた。息も荒い。

「……冬とう馬またちを追っかけるよ」

　歩きだした静華だったが、すぐにその足が止まった。歯は痒がゆそうに顔が歪ゆがんでいる。

「彼は、こっちに随分と戦力を割いてくれたようですね。ありがたいことです」

　静馬もうんざりと息を一つ吐いた。

　どこから湧わいてきたのか、周囲を取り囲むようにして、二十匹を越える数の《犬》たちが牙きばを剝むいていた。

　グルグルという唸うなり声が耳につく。

　静馬と静華は揃そろって、『鬱うつ陶とうしい』と吐き捨てた。

　強風が吹き付けた。













　　　　第四章　二人の光（Ⅱ）







　色とりどりの風船が、空へと吸い込まれていった。

　ワルツに乗ってメリーゴーランドが回転し、ジェットコースターがレールの上を疾走してゆく。

　無人の遊園地に、由ゆ花かは白い子犬を腕に抱いて、一人佇たたずんでいた。音楽が聞こえ、乗り物は動いているというのに人の姿は皆無だ。

「冬とう馬まさん……深み雪ゆきさん……」

　名を呟つぶやき、由花は子犬を抱く腕に、少し力を込めた。呼んでも応こたえが返らないことは知っている。もうずっと人の姿を求めて歩き回り、声が嗄かれるほどに大声で呼び続けたのだから。

「由花」

　うつむいていると、誰だれかに呼ばれた。顔を上げた由花の正面──メリーゴーランドの前に、見知った人物がいた。

　シャツもジーンズも白。濃のう紺こんのヘアバンドで額ひたいを露あらわにしたその背の高い女性は、九年の時をともに過ごした、誰よりも由花に近しい人物だった。

「里り穂ほさん！」

　育ての親である伯母おばは、歓かん喜きの声をあげた由花に、優しい微笑ほほえみをくれた。

　由花は表情を輝かがやかせて、里穂に駆かけ寄ろうとした。しかし、

「近寄らないでよ。人殺しの化け物」

　突然、里穂の微笑みが失うせた。代わって汚らわしいものを見るような眼まな差ざしが由花を捉とらえた。

「え……？」

　立ち止まった由花に、

「え？　じゃないわよ。忘れたの？　あんたは私のことを殺したのよ？」

　里穂は冷たく言い放った。

「あ……」

　胸の奥がズキンと痛んだ。里穂は続ける。

「あんたが殺したのは、私だけじゃない。その子だって、あんたに殺されたのよ。なんにも悪いことはしてないのに」

　里穂の指が腕の中の子犬を指した。とたん、それまでおとなしくしていた子犬が急に唸うなって、由花の腕に嚙かみ付いた。

「きゃっ」

　思わず子犬を取り落としてしまう。子犬は、落ちたソフトクリームのように、べしゃっと潰つぶれてしまった。ドロドロとした白い液体になって、地面に染み込んで消えてゆく。

「ほら、そうやってまた殺す」

　由ゆ花かは目を剝むいて、溶け消えてゆく子犬を見つめた。

「九年間も育ててあげた私を殺して、友達になったその子を殺して、なにがそんなに楽しいのよ？」

「た、楽しくなんか……」

　里り穂ほの罵ば声せいに、由花は肩を抱いて身を震ふるわせた。吐き気がした。

「化け物」

　里穂が歩み寄ってくる。

「ご、ごめんなさい里穂さん……ワンちゃんもごめんなさい……」

　後ずさると、背中になにかがぶつかった。恐る恐る振り返ると、それは冬とう馬まの足だった。彼の隣となりには、深み雪ゆきの姿もある。

　汚らわしいものを見るような四つの瞳ひとみが、由花を見下ろす。

「触るなよ。俺おれまで殺す気か？」

「本当に酷ひどい子。優しくしてあげたのに、冬馬さんまで殺そうとするなんて」

「あ、あたし、冬馬さんのこと、殺そうなんて、してな……」

「俺の手を握っただろ？　触れば危ないって感じてたくせに」

　由花はその場に、糸の切れた操り人形のようにへたりこんだ。気持ち悪くてたまらない。胸の奥が腐ったみたいだ。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　瞼まぶたをきつく閉じて、由花は何度も謝あやまった。どうすればいいのか、ほかになにも思い浮かばなかった。目め尻じりに涙が浮かぶ。

「謝ったって、死んだ者は生き返らないわよ。許される訳ないじゃない」

「ごめんなさい……」

　零こぼれた涙が、膝ひざの上に落ちた。

「恩知らずの人殺し」

　蔑さげすむように里穂。

「消えろよ、化け物。おまえを見てると胸が悪くなってくる」

　罵ののしるように冬馬。

「そうよ。あなたには、大切な人を殺すことしかできないんだから。あなたなんかいない方がいいのよ」

　深雪は、心底忌いま忌ましげに言った。

　三人に取り囲まれ、由花は耳を塞ふさいで激しく頭を振った。

「辛つらいか？　なら捨ててしまえばいいさ」

　別の声がした。里り穂ほたち三人の姿が消えて、代わりに紫の瞳ひとみの青年が由ゆ花かの前に現れた。

「自分を……心を捨ててしまえば、苦しみなど感じなくなる。誰だれを想おもうこともなくなるからな」

　耳を塞ふさいでいても、彼の声は鮮せん明めいに聞こえた。穏おだやかな声音だ。

「誰かを大切に想えば……その誰かを大切に想えば想うほど、苦しみは強くなる。失う悲しみ、傷つけてしまう痛み、守れず取り戻せない苦しみ……心を捨てさえすれば、そんなものからは解放される」

　屈かがんだ香か沙ざ薙なぎの褐色の手が、由花の頰ほおに触れた。親指が目元の涙を拭ぬぐい取る。

　彼の手は、温かかった。繫つないだ冬とう馬まの手と同じ温ぬくもりがあった。

「おまえは人間じゃない。妖よう魔まだ。誰かを想えば、その誰かを傷つけてしまう。後に残るのは憎しみだけだ。さっきの連中の目を見ただろう？　人を傷つけてしまうのは、どうしようもないおまえの運命なんだ」

　頰にあった香沙薙の手が、今度は髪をすいた。

「あたしには、人を傷つけることしかできないの……？」

「そうだ」

「里穂さんも、ワンちゃんも、冬馬さんも深み雪ゆきさんも、みんなあたしのこと、嫌いになっちゃったかな……」

「ああ。おまえが大切に想う者たちは、みんなおまえを憎んでる」

「そうだよね……あたし、殺しちゃったんだもんね……人間じゃないんだもんね……」

　香沙薙の褐色の胸に抱き寄せられた由花は、彼の胸に頰を押し当て、涙を溢あふれさせながら笑った。自虐の笑みだ。九歳の少女が浮かべていい笑みではない。

「苦しいか？」

「うん……」

「逃げ出したいか？」

「うん……」

「なら、心を捨てるんだ」

「……うん」

　頷うなずいた由花を、香沙薙が抱き上げた。

「見るんだ」

　言われて顔を上げると、目の前にあったメリーゴーランドがぐにゃぐにゃと歪ゆがんで消え、一匹の巨大な獣けものが現れた。

　由花の目に、獣は山のように映った。

　漆黒の体毛に覆おおわれ、四枚の翼つばさを背中に生やしたその獣は、《龍りゆう》であった。

　身体からだを丸めて眠っている。深い呼吸を繰くり返していて、息を吐く度にあたりの空気が鈍く震ふるえた。

「これがおまえの中に眠っていた力……もう一つのおまえの姿だ」

《龍りゆう》を見つめる由ゆ花かの瞳ひとみに、感情はない。

　眼前の《龍》が、自分のもう一つの姿と言われても、由花は驚おどろかなかった。それどころか、「ああこれがあたしの中にいたんだ」と、妙に納得してしまった。

　この《龍》が大暴れすれば、きっと多くの人が傷つくだろう。それは由花にも分かった。けれど、もうそんなことはどうでも良かった。

　これから心を捨てるのだ。誰だれかが傷ついても、もうなにも感じることはない。

──里り穂ほさん、ワンちゃん、冬とう馬まさん、深み雪ゆきさん……みんなみんなごめんなさい。あたしはもう、消えるから……。

　香か沙ざ薙なぎの腕の中で、由花は瞼まぶたを閉じた。

　代わるように、《龍》が瞼を開く。開かれた三つの眼めは、真紅だった。

　重たげに首をもたげ、真紅の霧きりを吐き出しつつゆっくりと口を開く。

　香沙薙の手を離れ、由花はふわりと宙に浮かんだ。瞼を閉じたまま、胎児のように身体を丸める。

　そのまま、ブラックホールのように開かれた《龍》の口内へと吸い込まれてゆく。

　やがて《龍》の口が閉じ──。

　綾あや瀬せ由花は、飲み込まれた。




　嵐あらしのような風が吹いていた。

　楡にれの葉がざあざあとざわめいている。

「どうして!?　どうして発動しないんだ！」

　狼ろう魂ごんの槍やりを握り締しめた由ゆ紀き彦ひこの悲鳴じみた声が、唸うなる風の中に響ひびいた。

「力が足りないというのか……っ！」

　槍を地面にガッと突き刺した由紀彦は、まるで槍にすがるように場に両りよう膝ひざをついた。

　冬馬は拳こぶしを握り締め、視線を由紀彦から由花に移した。

　広い境内のほぼ中央に敷しかれた毛布の上に、由花は寝かされている。彼女の身体から吹き出し続けている真紅の霧が、強風に煽あおられることなく、月も星も見えない漆黒の空へと昇ってゆく。

　冬馬たちは、相そう馬まが狼魂の槍を預けてあったという、母・詩し織おりの墓がある寺に到着していた。山の麓ふもとにある寺で近きん隣りんに人家はない。

　寺に到着したのは、五分ほど前のことだ。

　既に相馬から連絡を受け、事情を知っていた寺の住職は、麻の布に包まれた一本の槍を手渡してくれた。それが狼ろう魂ごんの槍やりだ。

　穂ほ先さき、柄つか、ともに黒くろ鉄がね色いろの槍で、穂先は幅が広く反り返っている。槍というよりは薙刀なぎなたに近い。錆さびも曇くもりも見られないのだが、穂先にはうっすらと幾筋かのヒビが走っていた。

　狼魂の槍──出掛けに静しず華かの車の前で、相そう馬まが言った。

「あの槍の浄化能力を発動させるためには、莫ばく大だいな獣じゆう気きを必要とする。変身できない今のおまえには無理だろうし、静華や静しず馬までも可能性は五分五分だろう」と。

　相馬がラグナウルフとしての力を失った理由。それが狼魂の槍だったのだ。

　吸血鬼となった妖よう術じゆつ士し・御み堂どう巽たつみを殺すことなく倒そうと、相馬は狼魂の槍を使い、彼の魔ま力りよくだけを消そうとした。しかし激げき闘とうの中それは叶かなわず、相馬は、巽から受けた負傷と槍を使ったことと併せてで、力を失ってしまったのだ。

　穂先のヒビは、巽との闘たたかいによって生じたものだという。

　浄化能力を発動させられる者は、強い獣気の持ち主のみ。ならば使えるのは由ゆ紀き彦ひこしかいないだろうと彼が槍を使ったのだが、彼を以もつてしても槍の浄化能力は発動しなかった。浄化能力が発動すれば、その証あかしとして槍は白く輝かがやくと言うのだが──。

「僕は……僕では由ゆ花かを救えないというのか……っ！」

　焦りと怒りが混じったような表情で、由紀彦は地面を拳こぶしで叩たたいた。

　タイムリミットは刻々と迫っていた。由花の身体からだの変化は確実に進行している。

　艶つやがあり、さらさらと手触りの良かった髪は、彼女の身長よりも長く伸び、まるで生き物のように不気味に蠢うごめいている。肌も黒ずみ、眉み間けんの真紅の眼めも、ほんの今、完全に開ききってしまった。

　寺に着いた時から真紅の霧きりが発生し始め、やむなく由花は境内に寝かされることになった。霧に触れれば、獣気を纏まとって防御できない者は命を落としてしまう。

　槍を渡してくれた住職には、念のために寺を離れてもらった。

　暗雲に覆おおい尽くされ深い闇やみが支配する中、強大で邪悪な魔力が、境内を満たしていた。

「俺おれがやってみる！　槍を貸して下さい！」

「わ、わたしもやります！」

　冬とう馬まと深み雪ゆきが駆かけ寄ると、由紀彦は槍を地面から引き抜き、強く首を横に振った。

「僕が……僕がやらなくちゃいけないことなんだ！　手を……出さないでくれ」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろ！」

　カッとなった冬馬は、由紀彦の胸ぐらをつかんだが、

「君たちは下がっててくれ！」

　凄すごい力で押しのけらてしまった。

　温厚な顔立ちであった由紀彦の顔は、怖いほどに険しいものになっていた。その形相に押され、冬馬は動けなくなってしまった。

　深み雪ゆきも同じなのか、強風になびく髪とスカートを手で押さえて、じっと由ゆ紀き彦ひこを見守っている。

「頼む、狼ろう魂ごんの槍やり。僕に由ゆ花かを救わせてくれ！」

　由紀彦は狼魂の槍を天高くに掲げた。しかし変化は起こらない。

「なにやってんだよっ！　あんた父親だろ!?　なんとかしろよっ！」

　冬とう馬まは叫んだ。さんざん父親の資格はないと責めておきながら、理不尽なことを言っていると分かっている。だが苛いら立だちを抑えきれず、そう叫んでしまったのだ。

「その男に父親の資格がないっていう、なによりの証拠だろうさ」

　突如聞こえた声に、冬馬はバッと振り返った。

　由花の直上五メートルほどの位置に、香か沙ざ薙なぎ桂けいが浮遊していた。

　立ち昇る真紅の霧きりにその身をさらされている香沙薙は、右手に抜き身の太刀たちを握っている。鞘さやはない。

　白髪は逆立ち、白のシャツは強風によって跳ね上げられていた。

「由花はもうじき完全な妖よう魔まになる。由花自身もそれを受け入れた。もう止めることはできない。タイムリミットは、もうとっくに過ぎてるんだよ」

「由花が受け入れただと！　どういうことだ!?」

　冬馬が怒鳴ると、香沙薙は冷ややかに笑った。

「由花の心が残っていては、妖魔の完全解放が遅れるからな。心に入り込んで、一声かけてやったんだよ」

「この……っ！」

「自分を責めて苦しんでたよ。だから言ってやったのさ。誰だれかを大切に想おもっても、おまえにはそいつを傷つけることしかできない。ならば誰も大切と想わずすむよう、心を捨ててしまえとな」

　香沙薙が由花の傍らに降り立つ。

「なんてことを……なんてことを言うんです！　心を捨てろなんて……っ！」

「真実だろ？　心の痛みに耐えられない者が生きてゆく術すべはただ一つ。心を捨てることだけだ」

　香沙薙の腕や胸、首筋に、ずぶずぶと血管が浮かび上がった。

　魔力が突風となって吹き出し、詰め寄っていた深雪が弾はじかれた。仰向けに倒れかかった彼女を、冬馬は両腕で受け止めた。

「さあ由花……俺おれとともに来い！」

　由花の身体からだが香沙薙の目の高さにまでふわりと浮かんだ。

「おまえなんかに……おまえなんかに由花を渡すもんかっ！」

　冬馬は走った。

「バカ犬が」

　香か沙ざ薙なぎがあざ笑う。

　宙に浮かんだ由ゆ花かを、冬とう馬まは両腕で抱き締しめた。

「冬馬さん、ダメえっ！」

「うわあああっ！」

　深み雪ゆきの悲鳴と、冬馬の絶叫が重なった。

　真紅の霧きりが、冬馬の身を焼いたのだ。

　獣じゆう気きを身に纏まとっていたおかげで、身体からだが霧に変わることはない。獣気を身に纏うという一流の戦士にしかできない防御法を、冬馬は無意識のうちに行っていたのだ。

　だが、霧にこそ変わりはしなかったものの、真紅の霧は容赦なく冬馬の皮ひ膚ふを、そして肉を焼いた。

　倒れ、のたうつ冬馬。意識がぼやけるほどの苦痛であったが、それでも由花を離しはしなかった。香沙薙から離れようと必死に這はい進む。

「いやあっ！　冬馬さんっ！」

　駆かけ出した深雪の目から、涙の雫しずくが散った。




「香沙薙！」

　のたうつ冬馬を傲ごう然ぜんと見下ろしている香沙薙目がけ、由ゆ紀き彦ひこは狼ろう魂ごんの槍やりを投げ付けた。

　ふっ、と鼻先で笑うと、槍が当たるギリギリで香沙薙は姿を消した。槍は、寺の入り口横の楡にれの幹に突き刺さった。

「深雪さん！　止まるんだ！」

　由紀彦は走った。冬馬に駆け寄ろうとしていた深雪に追いつき、肩をつかんで彼女を止めると、冬馬の腕から由花をもぎ取った。冬馬よりも強い獣気で身を守っている由紀彦は、霧の影えい響きようを受けずにすむ。

「冬馬君……」

　由花を抱いた由紀彦は、仰向けに倒れている冬馬の姿に表情を歪ゆがめた。

「と、冬馬さ……」

　腰が抜けたのか、深雪は冬馬の傍らに座り込み、震ふるえている。

　全身が焼かれていた。衣服こそなんともないものの、腕や首、そして顔に至るまで、露ろ出しゆつしている部分はすべて赤黒く焼けただれていた。服の中も同じようになっているのだろう。肉の焦げる嫌な匂においがした。

　辛うじて胸は上下しているが、辛うじてだ。このままでは確実に死ぬ。

「ヒ、ヒーリングを……」

「駄目だ。それじゃ間に合わない」

　由ゆ花かを横たえると、由ゆ紀き彦ひこは深み雪ゆきの横に屈かがんだ。深雪は半ば放心状態で動けないでいる。

「これを使えば……」

　由紀彦は、左手の中指にはめられた銀色の指輪を見た。

『久く遠おんの月つき』。香か沙ざ薙なぎから与えられた魔ま力りよくを持った指輪だ。この指輪なら冬とう馬まを救える。だがこの指輪をすることによって命を繫つないでいる状態の自分が、指輪を外せばどうなるか。

──彼を見殺しにはできない。由花のために命を懸かけてくれた彼を……。

『久遠の月』を中指から抜くと、由紀彦は冬馬の右手を取り彼の薬指にはめた。

　すると冬馬の身体からだから、しゅうしゅうと真っ白い蒸気が立ち昇り始めた。身体の再生が始まったのだ。火傷やけどはみるみるうちに癒いえてゆく。しかし──。

　どくんっ。『久遠の月』を外したとたん、由紀彦の心臓が跳ねた。まるで心臓が倍に膨ふくれ上がったような衝しよう撃げきに、由紀彦は胸元をつかんで呻うめいた。

「冬馬……君……」

　絞り出すような声で呼びかけると、冬馬の瞼まぶたが薄うすく開いた。力のない瞳ひとみが由紀彦の方を向く。

　深雪は放心したままだ。

　折れるようにして冬馬の耳元に口を近づけた由紀彦は、彼の手を握り、あることを言った。

　しばしの間の後、冬馬は頷うなずくようにあごを引くと、由紀彦の手を握り返した。

「……ありがとう」

　微笑ほほえんだ由紀彦は、力を振り絞るようにして立ち上がると、振り返り、紫の瞳ひとみを見据えた。

「死に損ないが死に損ないを助けるか。同類相あい憐あわれむってやつだな」

　太刀たちを肩に担いだ香沙薙の紫の瞳には、蔑さげすみの色が浮かんでいる。

「香沙薙桂けい……里り花かと里り穂ほさんの仇かたき、そして由花のために……おまえを殺す」

　ぱあっ。由紀彦の身体から輝かがやくダイヤモンドダストが発生し、宙に舞った。

　正真正銘、綾あや瀬せ由紀彦にとって最後の闘たたかいだ。勝っても負けても、その先に生はない。

　残った命のすべてを、ぶつけるのみだ。

「殺す？　あんたが俺おれを殺すのか？　逆だよ。殺すのは俺の方。犬は……人じん狼ろう族ぞくは、みんな俺に殺されろ」

　香沙薙の紫の瞳の中央が、猫のように縦たてに切れ上がった。

　由紀彦が地を蹴けった。香沙薙は腰を落とし、太刀を両手で構える。

　肉にく薄はくした所で、香沙薙の太刀が一いつ閃せんした。

　鋭するどい横よこ薙なぎの一いち撃げきを、由紀彦は跳ちよう躍やくでかわす。そして真下の香沙薙に向け、右手に左手を重ねて突き出した。

　由紀彦を仰いだ香沙薙は、太刀を盾にするように峰に左腕を押し当て、カッと双そう眸ぼうを開いた。その香沙薙を音のない爆ばく発はつが襲おそった。

　破は壊かいの力と強い冷気を併せ持つ白い光が、香沙薙を中心に弾はじけたのだ。

　由ゆ紀き彦ひこはさらに右手を天に掲げて、頭上に十本の氷の槍やりを造り出すと、それを白い光のただ中に叩たたき込んだ。

　槍が白い光に吸い込まれ、二度目の爆ばく発はつが起こった。今度は派手な爆発音が響ひびいた。

　降り立った由紀彦は、左手を真横に振るった。白い光が腕の動きに合わせたように強風に流される。そこに香か沙ざ薙なぎの姿はない。

──跡形もなく吹き飛んだか……いや、違う。

　この程度で倒せる相手ではない。見回そうと振り返ったその時、

「きゃあっ！」

　深み雪ゆきが悲鳴をあげた。

　冬とう馬まの傍らにいた深雪の前に、香沙薙がいた。残虐に笑い、太刀たちを振り上げている。

「くっ！」

　右手を振るって、由紀彦は一本の氷の槍を香沙薙に放った。

　太刀が振り下ろされようとした瞬しゆん間かん、香沙薙の姿が半透明になって揺らぎ、氷の槍は彼を擦すり抜けた。

「──!?」

「初歩の幻術だよ」

　背後から伸びてきた褐色の手が、由紀彦の口元を鷲わしづかみにした。そして、

　ぞぶっ。熱いものが由紀彦を貫いた。左の下腹から白刃が伸びている。

「決死の覚悟で闘たたかいすぎだよ。攻めに集中するあまり相手の気配も読めてない。獣じゆう聖せいの名が泣くぞ？」

　囁ささやくような嘲ちよう笑しよう。

　深雪を襲おそおうとしていた香沙薙の姿が、揺らいで消えた。

　香沙薙は、由紀彦の連続攻こう撃げきを防御の術で防ぐと、白い光が消えるよりも速く幻術を立て続けに二回使った。一度目の術で自身の姿を景色に溶け込ませ、由紀彦の目を眩くらませた。そして二度目の術で深雪を襲う己の姿を造り出したのだ。

「……ぐ」

　なにかを言おうと口を動かすと、喉のどの奥から塊が込み上げてきた。ぶちまけられた血が、香沙薙の手を濡ぬらす。

　太刀を鍔つば元もとまで深く押し込めると、香沙薙は一気に引き抜いた。腹と背中の両方から、鮮せん血けつが吹き出した。

「あんたは娘を捨てたから罪人なんじゃない。人じん狼ろう族ぞくに生まれた時点で、既に罪人なんだよ」

　香沙薙の冷えた声を耳に受けながら、由紀彦はうつ伏せに倒れた。

　深雪が叫んだが、由紀彦の耳には聞こえなかった。吹き荒れる風の音すら聞こえない。

「由ゆ花か……」

　そう言ったつもりなのに、口から漏れたのはただの呻うめきだけだった。

──もう、名前を呼ぶことも許されないのか……。

　由ゆ花か──その名は、由花が産まれる前、妻の妊娠が分かった時に二人で考えた名前だった。男の子なら里り央お、女の子なら由花と名付けようと。

──し、死にたくない……。

　いつ死んでも構わない。由花さえ救うことができれば。そう思っていた。

　父親と思われなくてもいい。その資格はないのだから。そう思ってきた。しかし、

（由ゆ紀き彦ひこさんも構わないんですか!?　由花ちゃんに一度もお父さんって呼ばれないままでも……）

　深み雪ゆきの言葉が、脳裏に甦よみがえる。

──い、嫌だ……僕は……。

　聞きたかった。「お父さん」と呼んでくれる由花の声が。

　由花の目が自分に似ているのかも、分からないままだ。

──僕はまだ、一度も由花の笑顔を見ていない……。

　救いたいという願いさえ、叶かなってはいない。なに一つ、できていないのだ。

「由花……由花……」

　声にならない呻うめきを漏らしながら、由紀彦は這はうようにして前に進んだ。

「諦あきらめろ。罪人の末路など、こんなものだ」

　最後に聞こえたのは、香か沙ざ薙なぎの淡々とした声だった。

　背中に太刀たちを突き立てられ、綾あや瀬せ由紀彦は絶命した。

　血ち飛沫しぶきが、風に舞った。




「一度捨てたものを拾おうとすること自体が間違いなんだよ。惜しいんなら最初っから捨てるな」

　太刀を引き抜くと同時に、綾瀬由紀彦の骸むくろは炎に包まれた。

　ほんの数秒で由紀彦の身体からだは燃え尽き、灰となって風に流れた。

「どうして……」

　深雪が震ふるえる声を出した。冬とう馬まの傍らに座り込んでいる彼女の両手は、土を握っている。

「どうして、あなたは命を弄もてあそぶんですか!?　命は……命は玩具おもちやじゃありません！」

「最初に弄んだのはどっちだ？　おまえら犬と、『あの男』だろ？」

　太刀の切っ先で地面をつつきながら、桂けいは深雪の台詞せりふをせせら笑った。

　その独白は、風上に立つ深雪には届いていない。

　ほぼ真横になびいている髪に手を入れながら立ち上がった深雪は、背後に倒れる冬馬を庇かばうように、か細い両腕を広げた。

　風が緩ゆるんだ。

「命を懸かけて男を庇かばう……か？」

「大切な人だから……ずっと側そばにいるって決めた人だから」

「……」

　静かな声に強い意志を込めて言った深み雪ゆきの顔に、桂けいは違う少女の面影を見た。

（大切な人だから……ずっと側にいるって決めた人だから……あなたなんかに、兄さんは渡さない）

　少女は、深雪と同じ言葉を言った。

（心配しないで、兄さん。あんな奴やつに、兄さんを渡したりなんかしない。あたしが守ってあげる）

　あの朝に、少女は倒れる桂を振り返り、そう言って微笑ほほえんだ。いつもと変わらぬ明るい微笑みだった。

「燐りん……」

　知らずのうちに桂がその名を呟つぶやくと、深雪が怪け訝げんな顔をした。

「燐……」

　二度目に呟いた時、桂の奥歯は砕けんばかりに嚙かみ締しめられていた。

「メス犬が……」

　声がくぐもった。柳りゆう眉びが吊つり上がり、形相が悪鬼のそれへと変わってゆく。

「薄うす汚ぎたないメス犬が、燐と同じ言葉を吐くなっ！」

　太刀たちを両手持ちで振り上げると、桂は悪鬼の形相で最上段から振り下ろした。

　どん、と爆ばく発はつ音おんが響ひびき、地面が裂けた。地割れが深雪に向かって真っすぐに伸びてくる。

　奥歯をぐっと嚙んだ深雪の両手が、正面に突き出された。彼女の両手と、斬ざん撃げきから放たれた衝しよう撃げき波はとがぶつかり合う。

　巨大な風船が破裂するような音が響き、血の雫しずくが宙に広がった。

　地割れは深雪の前で止まった。肩を大きく揺らしている彼女の掌てのひらは、どちらもずたずたに切れていた。

　己が前に冷気で壁かべを造り出し、それで桂の攻撃を防御したのだ。

「手加減はしなかった……メス犬にしてはなかなかやるじゃないか」

　太刀を肩に担ぐ桂。並の人じん狼ろう族ぞくなら、バラバラになっていた一撃だ。技術面はいざ知らず、獣じゆう気きの強さは一流といえるだろう。

「あなたは……大切な人を傷つけられる苦しみを、失う悲しみを知らないんですか！」

　血ち塗まみれの両手を握り締めて、深雪は声を荒げた。その言葉が、桂の怒りに火をつけた。

「犬が俺おれに説教か!?」

　烈火の如ごとく怒った桂に、深雪はびくっと身を竦すくめた。

「傷つけられる苦しみ!?　失う悲しみ!?　知ってるさ！　教えてくれたのはおまえたちだ！」

　桂けいは空間転移を使って深み雪ゆきの眼前に移動すると、目を剝むいた彼女の腹に渾こん身しんの拳こぶしを叩たたき込んだ。

　声もあげられず、深雪の身体からだが前に折れる。が、桂はそれを許さない。前髪を引っつかんで無理やり立たせると、そのまま引きずり倒した。

「喘あえげ」

　倒れた拍子に露あらわになった深雪の右の太ももを、太刀たちで刺し貫く。白い足は鮮せん血けつで真っ赤に染まった。

　太刀には熱が込めてあった。熱は深雪の肉と骨を焼き、肉の焦げる匂においとともに白煙を昇らせた。

「メス犬が……自業自得だ」

　興こう奮ふん状態の桂は、ぜいぜいと息を乱しながら深雪を見下した。

　口の端から血を流し、歯を食いしばりながら、深雪は痛みをこらえている。

「なんだ、その目は……」

　深雪の瞼まぶたは降りていない。真っすぐに桂を見据えている。

　桂は表情を消して、突き刺したままの太刀を回した。切っ先が肉をえぐり、じゅうじゅうと煙が昇る。

　傷をかき回され、焼かれる痛みは、想像を絶するものがある。それでも深雪は目を閉じなかった。唇を切れるほどに強く嚙かんで、悲鳴の一つもあげない。

　深雪の瞳ひとみに、ふと哀れむような色が浮かんだ。弱々しい声で、彼女は言った。

「あなたにも、大切に想おもう人がいるんですね……」

　桂の太刀を動かす手が、止まった。

「その人は、優しい人ですか……？」

　微笑ほほえむ深雪。声と同じように弱々しい微笑みだ。

「もしその人が優しい人なら、もう命を弄もてあそぶのは止やめて下さい。その人も、きっと悲しんでしまうから……」

　桂は再び激高した。

「おまえになにが分かる！　犬に燐りんの気持ちが分かってたまるか！」

　太刀を引き抜くと、桂は深雪の腹を力いっぱいに蹴けりつけた。

　深雪の口から、赤い雫しずくが飛び散った。

　何度も何度も、桂は深雪の腹を蹴った。しかし、怒りは収まらない。逆に蹴る度に苛いら立だちが募ってゆく。

「もういい。おまえはもう死ね。メス犬」

　気絶した深雪の横っ面を踏みにじりながら、桂は彼女を突き殺すべく、太刀を持ち上げた。

　その時、背後が淡く光った。首を巡らせようとした桂けいの瞳ひとみに、ふわふわと宙を踊る黄金こがね色いろの蛍が見えた。太刀たちを降ろし、振り返る。

　暗雲が流れ、露あらわになった満月の光が、そこに立つ青年の姿を照らした。

　月つき森もり冬とう馬まが、無数の光の蛍に包まれるようにして立っていた。

「無理して立つなよ。まだ顔が黒焦げだぞ」

「立てれば、充分だ」

　冬馬の火傷やけどはまだ完治には遠い。顔面も焼けただれたままだし、足元もおぼついていない。

「寝てれば、楽に死なせてやったんだがな」

「立たなきゃ、あんたを殴れない」

「言うじゃないか」

「恋人を半殺しにした男を許せるほど、俺おれは人格者じゃない。正直、あんたをバラバラにしてやりたいって思ってるよ」

「そいつは怖いな」

　桂は鼻で笑った。

「けど憎しみにかられて闘たたかえば、また自分を見失うかもしれない。だから今は、あんたをバラバラにすることよりも、もっと大事なことを考えて闘う」

　冬馬の右みぎ拳こぶしが淡く握られた。薬指が、ほのかに七色の輝かがやきを放っている。

「『久く遠おんの月つき』を使ったか……」

　桂は小さく舌打ちした。月森冬馬は、『久遠の月』の真の能力を使ったのだ。

『院いん』が危険視した『久遠の月』の真の能力──それは、身につけたものの獣じゆう気きや魔ま力りよく、すなわち闘う力を、身につけたものの限界まで引き出すというものだ。

　月森冬馬の場合、それは黄おう金ごん狼おおかみラグナウルフの変身能力を取り戻すことにほかならない。

「さっき綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこがなにか耳打ちしていたが……あの時に力を引き出す能力を聞いたのか」

「ああ」

「ならこれは聞いたか？　そいつを使って戦せん闘とう能力を引き出せば、『生命』そのものを大きく削り取られるってことを。決して癒いえることのない傷を、身体からだの内側に負うってことだぞ？」

　それが綾瀬由紀彦が、自身で『久遠の月』の真の能力を使えなかった理由だ。死の病に冒された彼は、既に「生命」に深い傷を負っている状態だった。そんな彼が『久遠の月』を使えば、発動させた瞬しゆん間かんに五体がバラバラに吹き飛んだことだろう。

「聞いたよ。あの人は言ってた……僕は君に傷ついてくれと言ってるのも同じだ。だから恨んでくれても構わない。構わないから、由ゆ花かを救って欲しいって……」

「とことん身勝手な男だな。捨てた娘を救いたいとほざいた揚げ句、赤の他人に娘を頼みます、そのために傷ついて下さい、か？　笑わせる」

「確かにあの人は、由花を捨てた。けど、あの人の由花を想おもう気持ちは本物だった。その気持ちは、捨ててしまった罪悪感に苛さいなまれることでようやくたどり着いた、あの人の本当の心なんだ」

「随分とあの男の肩を持つじゃないか」

　桂けいは、偵察用の《カラス》を通して、冬とう馬またちを見張り続けていた。冬馬が由ゆ紀き彦ひこに食ってかかっていたことも知っている。

「あの人も俺おれと同じだって思ったんだ。消せない過ちを背負って、それに立ち向かおうとしてた。由ゆ花かを救うことは、あの人にとっては、自分の罪と闘たたかうことでもあったんだ」

「おまえも由花を救うことで、母親を殺した罪を償つぐなおうとでも考えているのか？」

「そういう気持ちもある。けどそれだけじゃない。俺はあの子が好きだ。あの子が涙に濡ぬれないよう、守ってやりたい。手を繫つないだ時に見せてくれた笑顔を、取り戻したいんだ」

　冬馬の右みぎ拳こぶしが、強く握られた。

「そのために、我が身を削るのか？」

「それで、由花の笑顔を取り戻せるなら、深み雪ゆきさんを守れるなら……いくらだって削ってくれてやれるさ」

　冬馬の右拳が──『久く遠おんの月つき』が、満月に掲げられる。

　咆ほう哮こうが、響ひびき渡った。

　それまで彼のまわりを飛んでいた光の蛍がパッと弾はじけて、代わりに全身から黄金こがね色いろの光が吹き出した。光に包まれた冬馬は、光の中でその姿を徐々に変化させてゆく。

──むざむざ変身を待ってやる義理はないな。

　太刀たちの柄つかを握り締しめた桂だったが、まるでそれを阻止するかのように黄金色の突風が吹きつけてきて、身動きを封じられた。深雪を人質に取ることもできない。

「ちっ」

「おおおおっ！」

　気迫の声とともに光はガラスのように砕け散り、月つき森もり冬馬は変身を完了させた。

　黄おう金ごん狼おおかみラグナウルフ──黄金色の体毛と光を操る能力を持つ、人じん狼ろう族ぞく最強の種。

　黄金色の体毛の輝かがやきは、月光と重なり合って神々しいものとなっていた。

　もっとも桂の目には、吐き気のするうざったい光にしか映らなかったが。

「黄金狼……あの日にもいたな。『あの男』の両りよう脇わきを固め──」

　不意に、冬馬の姿が薄うすい砂すな埃ぼこりを起こして消え、桂は目を剝むいた。いや、目を剝くことすらできなかった。

　眼前が黄金色に染まったと思った瞬しゆん間かん、顔面に鉄球を叩たたき込まれたような衝しよう撃げきを受け、桂は身体からだごと吹っ飛ばされた。

「がはっ！」

　拳の一撃で鐘しよう楼ろうまで飛ばされた桂は、鐘かねに背中からぶつかって、ずるずると地に落ちた。

　緩ゆるんだ右手から、太刀たちが落ちる。

　折れた奥歯が口内でコロコロと転がり、鉄の味が広がっていった。

「く……そ」

　痺しびれる手で太刀をつかみ直した桂けいは、力の入らない足で懸けん命めいに立ち上がると、女を抱き抱えている黄金こがね色いろの狼おおかみを睨ねめつけた。




　ぐったりした深み雪ゆきを、冬とう馬まは優しく、しかし深く抱き締しめた。相変わらず軽い。

　一五四センチの小さな身体からだで、自分を守ろうと必死に敵に立ち向かってくれたのだ。

　顔は血と泥で汚れ、足の怪け我がは目を背けたくなるほどに痛々しい。

「守ってくれてありがとう、深雪さん。すぐに立ち上がれなくてごめん。後は俺おれがケリをつけるから……」

　鼻先を頰ほおに寄せて囁ささやくと、彼女を寺の入り口横にあった楡にれの木の許もとに横たえた。そして幹に刺さったままになっていた狼ろう魂ごんの槍やりを引き抜く。

　両手で柄つかをぐっと握ると、黒くろ鉄がね色いろの槍はほのかな白い輝かがやきに包まれた。穂ほ先さきから柄の端まで全体だ。冬馬の──黄金狼ラグナウルフの獣じゆう気きを受けて、槍の真価たる浄化能力が発動したのだ。

　槍に獣気を送った瞬しゆん間かん、強烈な脱力感に襲おそわれた。身体が重く感じ、目がかすんだ。

──普通の人じん狼ろう族ぞくなら、一発で骨と皮だな。

　軽く頭を振りながら、そんなことを考えた。生命を大きく削るという『久く遠おんの月つき』の影えい響きようは、今のところない。生命を削られるといっても、それが具体的にどんなダメージとなるのかは、分からない。

──ダメージなんてない方がいいに決まってるけど、どうせくるなら全部終わってからにしてくれよ。

　冬馬は夜空を仰いだ。

　夜空の高みに、赤黒い点がある。それが由ゆ花かだ。倒れていた冬馬の近くに横たわっていたのだが、深雪が香か沙ざ薙なぎに嬲なぶられている間に、上空に昇っていってしまったのだ。

　あたりに満ちる邪悪な気配は、どんどん強くなっている。空気そのものが腐ってしまったようだ。息を吸う度に胸が悪くなる。

「由花、今すぐ、その邪悪な力を消して──」

「その前に俺をどうにかしろよ。生あい憎にく、一発殴られて黙だまるほど、無口じゃないんだ」

　奥歯と血の混じった唾つばを吐き出し、香沙薙が不敵に笑った。

「とんでもない……いや、ロクでもない速さだな。全然、見えなかったよ」

　手の甲で、口元の血を拭ぬぐう。

「最強の名は伊達だてじゃあないか。まともに闘やり合っても、歯が立ちそうにない」

　台詞せりふとは裏腹に、香か沙ざ薙なぎの笑みは消えない。冬とう馬まは黙だまって彼を見た。

「そんな訳で、こっちもこれを使わせてもらう」

　太刀たちを握る右手を冬馬に向ける。その中指に、虹にじ色いろに輝かがやく指輪がはめられていた。

「『久く遠おんの月つき』……？」

「『涅ね槃はんの月』だ。名前が違うだけで、力は一緒だがな」

　言って、香沙薙は太刀を斜めに振り下ろす。すると一いつ瞬しゆん、彼の身体からだが蒼あおい輝きを放った。

　悪寒が走り、耳がピンと立った。冷風が体毛と皮ひ膚ふを透過して直接体内に入り込んできたような、異様な寒気だ。無意識のうちに、冬馬は一歩後ずさっていた。

「敏感だな」

　風がピタリと止やんだ。

　冬馬は、驚おどろきの目で香沙薙を凝ぎよう視しした。容よう貌ぼうが変化していたのだ。

　紫の瞳ひとみは蒼に変わり、首筋や腕に浮かび上がっていた血管が綺き麗れいに引いていた。太刀の刀身も、蒼く染まっている。

　彼の蒼い瞳に、冬馬は目を奪われた。この世のどんな海や空、サファイアよりも、彼の瞳は蒼かった。背筋がぞくぞくするような魔ま的てきな美しさがある。

「『涅槃の月』を使っても、〝片方〟の力しか引き出せないが……まあ、互角程度には闘やり合えるだろう」

　足を揃そろえ、緩ゆるやかに切っ先を下げ、香沙薙は蒼い太刀を下段に構えた。

　外見上は今までよりも迫力がなくなった。しかし醸かもし出されている殺気の強さは、比ではなくなっている。

「なんの罪もない女の子を妖よう魔まに変えて、あんたはなにをさせる気なんだ？」

「言っただろう。汚れた犬どもに死を撒まくと」

「それは人じん狼ろう族ぞくを滅ぼすって意味なのか？」

　香沙薙は鼻で笑った。

「人狼族を滅ぼすなんて、そんなこと──」

「できる訳ない、か？　できるさ。由ゆ花かが妖魔に変われば、この国を丸ごと沈めることだってできる」

　蒼い瞳を細めた香沙薙は、

「国ごと沈めるってのは、悪くないな。手っ取り早く犬どもを皆殺しにできる」

　狂気じみた台詞を平然と吐いた。

「なぜ、そうまでして人狼族を……？」

　冬馬の問いに対する香沙薙桂けいの答えは、要領を得ないものだった。

「知りたかったら、『あの男』に訊きけ」

　言った刹せつ那な、香沙薙の姿が消え──眼前に現れた。空間転移だ。

　真っ向から振り下ろされた蒼あおい太刀たちを、狼ろう魂ごんの槍やりの穂ほ先さきで受け止める。蒼と白の火花が散った。

　速さも腕力も冬とう馬まの方が数段上だ。鋭するどい吸気を発して太刀を弾はじく。続けざま、体勢を崩した香か沙ざ薙なぎの胸板を狙ねらい、左手一本で槍を突き出した。

　しかし槍が決まる前に背後に殺気を感じた冬馬は、槍を引いて翻ひるがえった。

　太刀を振り上げた香沙薙が、そこにいた。

──バカな！

　咄とつ嗟さに視線を背後に移す。香沙薙がいる。

──二人だと!?

　横手に跳んで間合いを取る。たった今まで冬馬がいたその場所を、二条の蒼い閃せん光こうが走った。

　斬ざん撃げきをかわされた「二人」の香沙薙が、同時に冬馬の方を向いた。

　冬馬は目を剝むき、息を飲んだ。

「幻術か……いや、違う」

　どちらの香沙薙からも、殺気と魔ま力りよくを感じる。幻術では、殺気や魔力までは再現できないはずだ。

「幻術じゃあないさ」

「魔力を具現化して、分身を造ったんだよ」

　二人の香沙薙が続けて言い、同時に指を鳴らした。

「オリジナルは一つだが──」

「能力的にはどれも変わらない」

「分身した分、力や速さが落ちてるなんて、期待はするなよ」

　左右、そして姿は見えないが背後に、新たな香沙薙が現れた。

　冬馬は、五つの凍えるような殺気に包囲される形になった。

「とんでもない……いや、ロクでもない魔力だな」

　冬馬は苦い声で言った。妖よう術じゆつに詳しくはないが、それでも分身を生み出すという術が、相当の魔力を必要とするものだということは想像がつく。

「蒼き瞳ひとみは魔なる者の証あかし──」

「悪魔族としての力を引き出したんだ」

「この程度は造作もない」

「望みを叶かなえるまで……」

「俺おれは誰だれにも負けられない！」

　五人の香沙薙が、同時に地を蹴けった。

「負けられないのは──」

　腰を深く落とし、冬馬は牙きばを剝いた。

「こっちも同じなんだ！」

　五本の太刀たちが、それぞれ虚空に蒼あおの軌跡を描く。対する狼ろう魂ごんの槍やりは、それ一本で虚空に五つの白い軌跡を描いた。

　瞬しゆん殺さつ、とでも言うのか。五本の太刀が冬とう馬まに届くよりも速く、冬馬の狼魂の槍が、五人の香か沙ざ薙なぎを一人残さず突き刺し、斬きり払った。

　狼魂の槍を浴びた五人の香沙薙は、いずれも蒼い煙になって消えた。太刀も同じように消える。

「本物は──!?」

「こっちだよ」

　嘲あざけるような声は、直上から聞こえた。

　冬馬が見上げたのと、上空の香沙薙が左手を突き出したのは同時だった。

　ぼうっ。冬馬の身の回りに、十数個の蒼あおい光球が浮かび上がる。

　光球の一つ一つから、震ふるえが走るような魔ま力りよくの迸ほとばしりを感じた。

「メス犬もろとも飛び散れ」

「槍よ！　深み雪ゆきさんを守ってくれ！」

　冬馬は槍の穂ほ先さきを深雪に向けると、右腕で顔面を覆おおった。直後、蒼い光球が一斉に爆ばく発はつした。

　境内に蒼い閃せん光こうが広がる。爆音は凄すさまじく、大地と夜気が激しく揺さぶられた。

　雄お叫たけびをあげて、全身から黄金こがね色いろの光を放った冬馬だが、雄叫びもかき消されるほどに爆音は凄まじかった。破は壊かい力りよくもそれに比例する。

　黄金色の光を防ぼう御ぎよ壁へきにして光球の力を大きく殺そいだが、ゼロにはできなかった。

　腕、肩、腹、首筋、背中、足、身体からだ中じゆうの至る所に傷を負った。肉片と血が飛び散り、体毛が斑まだらに染まった。

「深雪さん……」

　振り返ると、楡にれの木の下にいた深雪は、白い輝かがやきに包まれていた。狼魂の槍の力だ。

　深雪の無事にほっとした瞬間、足から力が抜け、冬馬は片かた膝ひざをついた。

「今の一いち撃げきで死なないか……思ったよりも頑丈だな。鬱うつ陶とうしい」

　前方に、風を纏まとったようにふわりと香沙薙が降りてきた。グルグルと喉のどを鳴らしながら、冬馬は立ち上がる。

「あんたが闘たたかってる相手は俺おれだろ。深雪さんまで巻き込むな」

「知ったことか。犬の愛情ごっこなんか吐き気がするだけなんだよ」

　唾つばを吐き捨て香沙薙。約五メートルの間合いを置いて、二人は睨にらみ合う。

「上を見てみろ。由ゆ花かはもう、妖よう魔まへの変化を終えたぞ」

　香沙薙が親指で空を指した。目を香沙薙からそらさぬまま、冬馬は頭上に嗅きゆう覚かくだけを向けた。迂う闊かつに目を離すのは自殺行為だ。

　死と殺さつ戮りくの匂においが夜空を支配していた。だがその匂いの中に、かすかではあるが由ゆ花かの匂いが混じっているのを、冬とう馬まの鼻は感知した。悲しみと寂しさが胸に広がってくるような、あの匂いだ。

「俺おれは強い奴やつと闘たたかっても楽しいなんて思えるタイプじゃないし、由花も待ってる。終わらせる」

　冬馬は槍やりを頭上に構えた。穂ほ先さきは真っすぐに香か沙ざ薙なぎに向いている。

「自分の人生を終わらせろよ」

　香沙薙の左手の人差し指と中指が、眉み間けんに添えられた。

　こおっ。彼の魔ま力りよくが全身から蒼あおい光となって吹き出し始めた。強大な魔力が彼の周囲の空間を歪ゆがませ、大地を震ふるえさせる。

　対たい峙じする二人の頭上が赤く輝かがやいたのは、香沙薙の足元に亀き裂れつが走ったのと同時だった。

　驚おどろき、見上げるよりも速く、天空から柱のような真っ赤な光の奔流が降り注ぎ、香沙薙を飲み込んだ。

「バカなっ！　なぜ俺を撃うつ！」

　蒼い防ぼう御ぎよ壁へきで我が身を包み、赤光をしのぎながら、香沙薙が憤ふん怒ぬの形相で怒鳴った。

　地上に跳ね返った余波が、赤い波となって冬馬に迫ってくる。その波を、冬馬は狼ろう魂ごんの槍で薙なぎ払い、打ち消した。

　香沙薙を攻め立てる赤光を目で追った冬馬は、その先に巨大な《龍りゆう》の姿を目もく撃げきし、絶句した。

　満月を覆おおい隠した《龍》の巨体が、地上の闇やみを深めている。

　尻尾しつぽを含めた全長は、ゆうに百メートルを越えている。身を覆う体毛は、夜の闇よりも尚なお黒い。前後四本の脚の先には大型の鈎かぎ爪づめが生え、背中には四枚の翼つばさがある。真紅に輝く三つの眼めは、夜空に篝かがり火びのように浮かび上がっていた。

　その《龍》が、口を全開にして、香沙薙目がけて赤光を吐きつけたのだ。

「く……おおおっ！」

　香沙薙を覆う蒼い光が、彼の咆ほう哮こうに応じて膨ふくれ上がり、赤光を吹き散らした。

「なぜ俺を……俺の一番濃こい《血》を込めたおまえが、なぜ俺を……おまえは『あの男』を殺すために……」

　信じられないといった顔で、香沙薙はよろめいた。太刀たちが地に転がる。

──今だ！

「……！」

　刹せつ那なを超える速さで間合いに入った冬馬は、狼魂の槍を一いつ閃せんさせて、香沙薙の褐色の左腕を、肘ひじの下から斬きり飛ばした。傷口から、鮮せん血けつと輝く白い蒸気が混じり合って吹き出す。

　殺すつもりの一撃だったが、わずかに体たいをずらされてしまった。

「き、貴様……っ！」

　残った香か沙ざ薙なぎの右腕が、冬とう馬まの喉のどを鷲わしづかみにした。歯を剝むき出しにした凄すさまじい形相と、蒼あおい瞳ひとみから爆ばく発はつ的てきに吹き出す殺気に、冬馬は戦せん慄りつを覚えた。

「は……なせ……っ！」

　苦痛に顔を歪ゆがめながら、冬馬は左の鈎かぎ爪づめを香沙薙の脇わき腹ばらに突き刺した。香沙薙の手が緩ゆるむ。鈎爪を引き抜くと、膝ひざ蹴げりを腹に叩たたき込んではね飛ばした。

　間髪入れず左の掌てのひらを突き付ける。掌の中心に、光の点が生まれた。

「おおおおおおおおおおっ！」

　血が溢あふれる脇腹を右手で押さえ付けて、香沙薙は雄お叫たけびをあげた。その雄叫びに込められた彼の強烈な念は、波動となって冬馬を叩いた。

「ぐ……っ！」

　ビリビリと身体からだが痺しびれた。憎悪、怨おん念ねん。彼から感じた念はそれだけではない。もっと別のなにかが、この男にはある。

　香沙薙の膝が、がくっと折れた。蒼かった瞳が紫に戻る。

　狼ろう魂ごんの槍やりの浄化能力が、彼の魔ま力りよくを奪ったのだ。

　怒声を発し、香沙薙が右手を地面に振り下ろした。と、そこに爆発が起こった。多量の爆煙が冬馬の視界から香沙薙の姿を消す。

　掌に浮かんだ光の点を握り潰つぶすと、冬馬は槍を振るって爆煙を打ち消した。

　鈍にび色いろの煙が消えたその後に、白髪に褐色の肌、紫の瞳の青年の姿はなくなっていた。




　吐き気がするような邪悪な気配は瘴しよう気きへと変わり、木々を急速に腐らせていった。木々だけではない。地面も、空気すらも腐ってゆく。

　瘴気の源は上空。かつて一人の少女であった、《龍りゆう》だ。

　夜空の支配者となった《龍》の三つの真紅の眼めが、黄金の人じん狼ろうを傲ごう然ぜんと見下ろしていた。

　なぜ《龍》が「親」であるはずの香沙薙桂けいを攻こう撃げきしたのか。冬馬は、もしやそれが由ゆ花かの意志なのではないかと考えた。だが、それが甘い期待に過ぎなかったことを、真紅の眼が物語っていた。

《龍》にあるのは、ただ生きとし生けるすべての存在を滅ぼそうという破滅の本能だけだ。

「こんなものが暴れたら、人狼族が滅びるだけじゃ済まない。それこそ国が沈む……」

　香沙薙の言葉は[image: 噓]うそでもなんでもなかったと、冬馬は思い知らされた。

──背負った命が数多あまたにあることを忘れるな。

　父の言葉が脳裏をよぎり、プレッシャーが槍を握る左手を震ふるわせた。

「由花のことだけを……由花を助けることだけを考えるんだ」

　自分に言い聞かせ、冬馬は右手で震える左手を押さえた。

「由ゆ花か……すぐに元に戻してやるからな！」

　左手に鈎かぎ爪づめを食い込ませ、無理やり震ふるえを抑え込むと、冬とう馬まは狼ろう魂ごんの槍やりを正面に構え、牙きばを剝むいた。槍が放っていた純白の光が、一際輝かがやいた。

《龍りゆう》が地上目がけて吠ほえた。巨大な咆ほう哮こうは、衝しよう撃げき波はとなって大地を叩たたいた。瞬しゆん時じにして大地に縦じゆう横おう無む尽じんの亀き裂れつが生じ、本堂や鐘しよう楼ろう、寺内のすべての建物が押し潰つぶされたように崩れた。

《龍》が吠えた瞬間、冬馬は深み雪ゆきの傍らに移動し、槍を払って衝撃波を防いだ。

「《龍》の力もロクでもないけど、この槍も負けてないな」

　手中の槍をまじまじと見た。あれだけの威力の衝撃波を、見事打ち消してしまった。突風を浴びたような感覚があっただけだ。

《龍》も槍の力に驚おどろいたのだろう。口の端が歪ゆがんでいる。

「……一気に決める！」

　冬馬は天空に左の掌てのひらを突き出した。掌の前に、百を越える光の点が生まれる。それらは蛍の如ごとくふわりと浮かび上がると、光の矢へと変わった。黄金こがね色いろの尾を引き、矢は《龍》に向かって刹せつ那なの速さで迸ほとばしる。

　天に昇る黄金の雨は、一本漏らさず《龍》に命中した。だが、漆黒の体毛に触れるや否や、虚むなしく弾はじけてしまった。

《龍》が真紅の眼めに嘲あざけりを浮かべる。

　が、《龍》は気づいていなかった。今の攻撃が単なるめくらましでしかないことに。

　冬馬は光の矢を放つと同時に、《龍》の視界外まで疾走し、跳ちよう躍やくしていたのだ。

《龍》までの高さは、さしものラグナウルフも一足跳びで届く高さではない。

　空中で足の下に見えない小さな獣じゆう気きの塊を造り出すと、冬馬はそれを踏み台にして、《龍》の上まで跳んだ。

　冬馬の眼下に広がるのは、《龍》の黒い背中。

　四枚の翼つばさのほぼ中央に降り立った冬馬は、大きく槍を振りかぶると、

「由花を返せえっ！」

　願いを込めて、狼魂の槍を深々と突き立てた。ずぶずぶと食い込んでゆく純白の刃やいば。

　冬馬には、槍の浄化の力が《龍》の体内に流れ込んでゆくのが、手て応ごたえとして感じられた。

《龍》が苦く悶もんの絶叫をあげた。

[image: ]

　やった、と牙を剝く冬馬。だが異変は、穂ほ先さきが半ばまで食い込んだ時に起こった。

（来ないでっ！）

　頭の中に、泣き叫ぶような声が響ひびいた。

「由花!?」

　それは紛れもなく、由花の声だった。

（あたしはいらないの。もう、いらないの。だから……来ないで……）

　声は、狼ろう魂ごんの槍やりを通じて冬とう馬まの意識に直接聞こえた。声だけではなく、由ゆ花かの気持ちまでもが冬馬の中に流れ込んできた。

「由花……」

　冬馬は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。柄つかを握り締しめる手が、わずかに緩ゆるむ。

　直後、狼魂の槍の穂ほ先さきが光った。うっすらと穂先に見えていた幾つかのヒビから、真紅の光が漏れ始めたのだ。

「な……!?」

　狼魂の槍の穂先が粉々に砕け散った。さらに柄全体にもびしびしとヒビが走り、穂先同様に砕けてしまった。

　破片はキラキラ輝かがやきながら、地上へと降り注いでゆく。

「そんな……」

　絶望が、冬馬を放心させた。

　故に彼は気づかなかった。正面に、一振りの太刀たちが、切っ先を自分に向けて浮遊していたことに。

　故に彼は避さけられなかった。空を滑り、迫るその太刀を。

　太刀は、音もなく冬馬の左胸を貫いた。

「かは……っ」

　胸と口から鮮せん血けつを発してよろよろと後ずさった冬とう馬まは、《龍りゆう》の背中から足を踏み外した。

　冬馬は、真っ逆さまに落ちていった。




　叩たたきつけられた地上が奈な落らくの底になることはなかったが、それでも、もう冬馬に立ち上がる力はなくなっていた。

　目ま映ばゆかった黄金こがね色いろの体毛は血に塗まみれて輝かがやきを失い、四肢も鉛のように重くなり、動かなくなってしまった。意識も霞かすみがかっている。

　太刀たちは胸に突き刺さったままで、冬馬を地面に繫つなぎ止めていた。

《龍》は瘴しよう気きを撒まき散らしながら、ゆっくりと上空を旋回している。朧おぼろげになった冬馬の目には、夜空の暗さと重なり、《龍》の漆黒の本体は確認できない。ただ、篝かがり火びのような三つの真紅の眼めだけははっきり見え、そのおかげで《龍》が旋回していると分かった。

　胸の血は止まっていない。溢あふれる血と一緒に、身体からだの熱が失われてゆく感じがする。瞼まぶたがどうしようもなく重い。抗あらがえず、冬馬は瞼を閉じた。

　意識が闇やみに落ちかけた時、ふわりとした甘い香りが鼻孔に飛び込んできた。胸の傷がズキンと痛んだ。

　重い瞼を開いた冬馬は、焦点の合わない目で、傍らに座り込んでいる女性の顔を見た。

「待ってて下さいね。すぐに、これ、抜いてあげますから。痛いかもしれないけど、我慢して下さい」

　再び激痛が胸に走る。だがその痛みが、薄うすれかけた意識を呼び覚ましてくれた。

「深み雪ゆきさん……」

　焦点が合った冬馬の目に映ったのは、懸けん命めいに太刀を引き抜こうとしている深雪だった。

　呼ばれた彼女は、冬馬に微笑ほほえみかけた。感じた匂においは、彼女の髪の香りだったのだ。

「お願い……抜けてっ！」

　三み度たび走る激痛。歯を食いしばった深雪の手が、冬馬の左胸から太刀を引き抜いた。

　太刀を捨てた深雪は、すかさず冬馬の胸の傷に手を押し当て、傷口を凍らせた。荒あら業わざではあるがおかげで血は止まった。

　深雪に支えられて、上体を起こす。しかし身体に全く力が入らない。そのまま前のめりに倒れそうになってしまう。

「しっかりして下さい、冬馬さん。大丈夫。傷は浅……浅いです！」

　右手で冬馬の背中を支えながら、深雪は左手でぐっと拳こぶしを握った。

　彼女の腕を見て、冬馬は目元を歪ゆがめた。真白い肌が、焼けたように赤くなっていたのだ。《龍》の瘴気に当てられてしまったのだろう。

　炙あぶられるような苦痛に襲おそわれているはずだが、深雪はそんなことはおくびにも出さない。

「冬馬さん、由ゆ花かちゃんを──」

「無理だよ……」

　冬とう馬まは項うな垂だれた。

「狼ろう魂ごんの槍やりが壊こわれたんだ……それに、由ゆ花か自身が心を捨てることを望んでる……もう、俺おれじゃあどうにもできないよ……」

　体力と一緒に気力も尽きてしまった。けだるい声で言うと、深み雪ゆきの手が伸びてきて、無理やり顔を彼女の方に向かされた。

　深雪はキッと冬馬を睨にらむと、おもむろに拳こぶしを振り上げ、

　ごつっ。冬馬の額ひたいを殴りつけた。それもかなり思いっきり。

「冬馬さんのバカっ！　根性なし！」

　仰天した冬馬の顔を、深雪の手が再び押さえる。

「冬馬さん、言ったじゃないですか！　由花ちゃんは自分と同じだから……生まれ持った力で大切な人を殺して苦しんでるから、救ってやりたいって。忘れちゃったんですか!?」

「深雪さん……」

「わたし、口先だけの男の人なんて嫌いです！」

　深雪の澄すんだ瞳ひとみに責められた冬馬は、彼女の瞳に映る狼おおかみ、すなわち己の顔を、情けない顔だな、と思った。

「諦あきらめないで、冬馬さん」

　ふっと、深雪の声が優しくなった。

「諦めることは、想おもいを捨ててしまうことなんです。捨てた想いは、決して叶かなわない……だから、諦めないで」

　幼子に語りかけるような、そんな声音だった。

「想いがある限り、人は強くなれます。あなたなら……冬馬さんなら、どこまでだって強くなれます」

　冬馬の肩に、深雪は顔を埋めた。

「あなたは優しい人……誰だれよりも人を大切に想える心を持っている人だから……」

「……ありがとう」

　鉛よりも重くなった両腕を持ち上げて、冬馬は深雪を抱き締しめた。

　瞼まぶたを閉じ、彼女の体温と匂においに、心を預ける。

　胸の奥から湧わき上がってくる熱いものが、血を失い冷えた身体からだに熱を宿す。

　自分が支えられていることが、一人じゃないことが、強く強く感じられる。

　深雪を腕に抱きながら、冬馬は由花のことを想った。

　繫つないだ自分の手を、あったかいと言って、笑顔をくれた少女のことを。

　今、深雪を抱き締めて感じたのと同じ気持ちを、由花も自分に感じてくれたのだ。

「弱音なんか、吐いてられない」

　静かに瞼まぶたを開き、冬とう馬まは呟つぶやいた。そんな彼を見上げ、深み雪ゆきが安心したように微笑ほほえむ。

「迎えに行く」

　立ち上がろうとすると、深雪が支えてくれた。彼女に肩を借りつつも、なんとか立ち上がることができた。

　深雪は右の太ももに穴を開けられている。立ち上がることは相当に辛つらいはずだ。それでも彼女は音を上げない。

「このまま由ゆ花かの人生を終わらせたりなんか、絶対にさせない。あの子は、辛い運命を背負って産まれた。生まれなんて、本人にはどうしようもないことだ。そんな生まれが……人生の始まりが、そのまま人生の終わりを決めてしまっていいはずがないんだ！」

　冬馬は、右腕を天に掲げた。彼が発した獣じゆう気きを浴びて、周囲に白い細かな輝かがやきが舞い上がった。

　純白に輝くそれらは、狼ろう魂ごんの槍やりの破片だ。

「おまえなんかに、あの子の未来は奪わせない！」

　吠ほえた冬馬に、《龍りゆう》の三つの眼めが空の高みから向けられる。

「ありったけの力を使う。しっかり支えててくれ」

「はい」

　深雪は、少し嬉うれしそうに微笑んで頷うなずいた。冬馬に寄り添うようにして瞼を閉じる。

　左腕で彼女をぐっと抱いて、冬馬は咆ほう哮こうをあげた。轟とどろくような咆哮は、浮遊する狼魂の槍のかけらを黄金こがね色いろに輝かせた。

　周囲の闇やみすべてを振り払うような強烈な輝きだった。輝きが、瘴しよう気きを打ち消す。

　掲げた冬馬の手の中に、黄金色の光が収束してゆく。光は黄金色から純白へと戻り、一本の槍を形かたちどった。

　実体のないその光の結晶を、冬馬はつかみ取った。

　砕けた槍そのものを物理的に再生させることは不可能。狼魂の槍の浄化能力だけを活性化させて、結集させたのだ。

　それには莫ばく大だいな獣気を要した。光の槍を手につかんでいる今この瞬しゆん間かんも、獣気は凄すさまじい勢いで消費されている。命を急激に吸い上げられている感覚がある。

　当然、足にも力は入っていないが、深雪が支えてくれている。か細いが、彼女の腕は、冬馬にとってはなによりも心強い支えだ。

《龍》が怒気をはらんだ咆哮をあげて、大きく開いた口から赤光を吐き出した。

　赤い光の奔流は、地上に届くよりも速く、振り撒まく波動によって大地に新たな亀き裂れつを無数に刻んだ。威力は香か沙ざ薙なぎを撃うった時の比ではない。

《龍》も脅威を感じているのだ。地上で燦さん然ぜんと輝く光に。

「槍よ！　俺おれを……俺の想おもいを、由花に届けろ！」

　冬とう馬まは最後の力を振り絞って、光の槍やりを投げ放った。

　冬馬の手を離れた槍は、爆ばく発はつ的てきに光量を増大させると、光の奔流となって赤光と真っ向からぶつかり合った。

　せめぎ合う二つの光。発生した火花は、寺の敷しき地ちをも越えて飛び散った。

　壮絶なせめぎ合い。だがそれは長くは続かなかった。

　純白の光の奔流は、せめぎ合い中でも光量を増大させ続け、赤光を《龍りゆう》の眼前まで押し返し、吹き散らしたのだ。

　純白の光は止まらない。赤光を破ったことで光量を失い、元の槍の大きさに戻ってしまったが、勢いを落とすことなく突き進み、《龍》の喉のどの奥に突き刺さった。

　槍が突き刺さった瞬しゆん間かん、冬馬はきつく目を閉じて、強く念じた。

　由ゆ花かの許もとへ、と

　閉じた瞼まぶたの裏に、赤い星々が輝かがやく闇やみが映った。




　閉じた瞼を開く。だが、目の前に広がった光景は、瞼の裏に見えた光景と寸分も変わらなかった。

　果てを感じさせない、漆黒の巨大空間のただ中に、冬馬はいた。

　足場も天井もなにもない、上下の感覚もあやふやな場所だ。

　数万数千という膨ぼう大だいな数の赤い光が、遠くでちかちかと星のように瞬またたいている。

《龍》の中だ。

　冬馬の意識は、《龍》の中へと侵入することに成功したのだ。

　槍を媒介にして《龍》の中へ──由花の許へ自分の意識を送り込む。

《龍》の背中に槍を突き刺した時、由花の意識が流れ込んできたことから思いついた方法だった。できるかどうかは全くの賭かけだったが。

　意識が実体化した冬馬の姿は、人間に戻っていた。

「由花を探すんだ」

　由花を見つけだし、彼女に生きる意志を取り戻させなければならない。でなければ、《龍》を浄化することはできないのだ。

　由花は生きることを、自分という存在を放棄してしまっている。

　育ての親を殺してしまった自分自身を忌いみ、罪悪感に苛さいなまれて、それらの心の痛みから逃げ出そうと、心を捨ててしまったのだ。

　由花と《龍》は、表裏一体。由花が生きる意志を捨てれば、その分《龍》が強くなってしまう。《龍》を浄化するためには、由花自身の「生きたい」という強い意志が必要なのだ。

　それらのことは、一度目に狼ろう魂ごんの槍を突き刺した時に感じた。

「どこだ……由花……？」

　冬とう馬まは目を閉じて、由ゆ花かの笑顔を、繫つないだ手の温ぬくもりを脳裏に甦よみがえらせた。

　この、恐らくは無限の広さを持っているであろう空間の中で、闇やみ雲くもに探してもそれは無駄なことだ。

「俺おれならあの子を感じられるはずだ。あの子は、俺と同じ痛みを背負ってるんだ」

　強く由花を想おもった冬馬の耳に、

（あたしなんかいらない……心なんかいらない……）

　生気のない由花の声が聞こえた。

「あそこ！」

　仰いだ直上には、幾千の赤い星が輝かがやいている。

　そのうちの一つが、ほんの一いつ瞬しゆんだが、一際輝いて見えた。声はそこから聞こえた。

「まだ由花は、完全に心を捨てたわけじゃない！」

　歯を食いしばって、冬馬は翔とんだ。

　翔びたいと念じた瞬間、冬馬の姿は一条の黄金こがね色いろの矢となり、文字どおり矢の速さで赤い星に向かって突き進んだ。

　実体化しているとはいえ、今の冬馬は意識だけの存在だ。今の冬馬の力を決めるのは、精神力にほかならない。心を強く持てば持つほど、力は強くなる。

　もたもたしていたら、由花が心を捨てきってしまう。急げと念じるほどに、冬馬は速さを増した。

　だが、行く手を阻む者が現れた。

　耳が痛くなるような金切り声が、あたりに響ひびき渡った。金切り声を発したのは、《龍りゆう》が体内の侵入者たる冬馬を葬り去ろうと送り込んできた、刺客たち。

　三匹の真っ赤な小型の龍が、上方から流星のような速さで急降下してきたのだ。

「くそっ！」

　歯は嚙がみした冬馬を、三匹の赤い龍が取り囲む。牙きばを剝むき、キィキィと耳障りな声を発して冬馬のことを威い嚇かくしている。

「おまえらなんかの相手をしてるヒマはないんだ！」

　怒鳴った、その時だった。

　どこからともなく迸ほとばしってきた三条の光が、それぞれ龍の首筋に突き刺さったのだ。

　一つは白、残る二つの光は銀。

　冬馬は目を見張った。三条の光は狼おおかみだったのだ。一匹の白い狼と二匹の銀色の狼。彼らは、龍の首筋に鋭するどい牙を食い込ませていた。

　のたうつ龍の悲鳴と狼たちの唸うなりが絡み合う。

　と、白い狼が、龍の鈎かぎ爪づめに脇わき腹ばらを斬きり裂かれて離れた。だが、白い狼はひるまない。脇腹から血を撒まき散らしながらも、再び牙を剝いて龍の首の付け根に牙と爪を突き立てた。龍の全身がびしびしと音を立てて凍りつく。

　龍りゆうは粉々に砕け散った。

　ほかの二匹の龍も、銀色の狼おおかみたちが放った雷によって倒されていた。彼ら、否、彼女らも傷を負っている。片方は右前脚、もう片方は左前脚を食いちぎられていた。

　龍を倒した三匹の狼は、冬とう馬まの目の前にやってきた。

「あなたたちは……」

　冬馬が呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、またあの金切り声が響ひびき渡った。下方、左右から、合計で十匹を越える赤い龍たちが迫ってくる。

（時間がない。奴やつらは僕たちが食い止める。君は、由ゆ花かを迎えに行ってくれ）

　白い狼が喋しやべった。聞き知った声だ。

「由ゆ紀き彦ひこさん……」

　白い狼は、由紀彦だ。銀色の狼たちが誰だれかも、冬馬には分かった。

「里り花かさん……里り穂ほさん……」

　白い狼の両りよう脇わきにいる二匹の銀色の狼は、口の端を吊つり上げ、瞳ひとみに優しい色を浮かべた。

（由花に伝えて。私は恨んでなんかいないって。由花と過ごした九年間、私は幸せだったって）

　里穂が、昔を懐なつかしむような目をして言った。

（私の想おもいも伝えて下さい。一度も抱いてあげられなくて、ごめんねって……けど、ずっとずっと愛してるって……）

　里花の声音は、悲しげではあったが、温ぬくもりに溢あふれていた。

「どうして、あなたたちがここに……？」

　ほうけたように、冬馬は三人の狼たちを見た。

（君が、僕たちを導みちびいてくれたんだ。君が心から由花を想ってくれたから、僕たちはこの世界にくることができた）

　由紀彦に言われ、冬馬は理解した。

　狼ろう魂ごんの槍やりを放つ際に、冬馬は由花を強く想った。想いは由紀彦たちの意識と同調し、彼らの意識までもを、この空間に導いたのだ。

　既にこの世にない彼らの意識──それは魂と呼ぶべきものか。

──この人たちの由花への想いは、命を失っても変わらないんだ……。

　彼ら「親」の想い──無む償しようの愛情の強さに、冬馬は目頭が熱くなった。

──由花は、バカだよ。

　冬馬は目を閉じた。眉み間けんに深い皺しわが刻まれるほどに強く。

　こんなにも愛されているというのに、彼女は自分の存在を捨てようとしているのだ。

（僕たちの想いを、由花に伝えて欲しい。強く生きて、誰だれよりも幸せになって欲しいと……）

「伝えます……みなさんの想おもい」

　冬とう馬まは目を開き、力強く頷うなずいた。彼らの想いを受け止めるように、両手を精一杯の力で握り締しめる。

　金切り声を響ひびかせて、迫ってきた龍りゆうの群れが冬馬たちを取り囲んだ。

　里り穂ほが、里り花かが、左右に散って龍に立ち向かっていった。

（由ゆ花かを……僕の娘を……頼む！）

　頷き合った冬馬と由ゆ紀き彦ひこは、並ぶようにして翔とんだ。由花の許もとへ行かせまいと上方を塞ふさいだ龍に、由紀彦が食らい付く。

　その横手を、冬馬は再び黄金こがねの矢となって突き抜けていった。光よりも速く。




　眼前に、赤い星がある。直径一メートル程の球状の結晶だ。ルビーに似ていて、揺らめくオーラを放っていた。

　由花は、赤い星の中にいた。全裸で胎児のように身体からだを丸め、眠っている。

（由花）

　両手で赤い星に触れ、冬馬は呼びかけた。赤い星の表面は焼けた鉄のように熱く、手からは白煙が昇った。だが、冬馬は表情を動かさない。

（由花、起きるんだ）

　二度目の呼びかけに、由花はうっすらと瞳ひとみを開いた。

（冬馬さん……あたし……）

（ここから出るんだ）

　冬馬の顔は、険しい。

（いや……）

　膝ひざに顔を埋めて、由花は首を横に振った。

（出るんだ）

（いや……あたしはもう、心を捨てるの……もう、苦しいのはいや……）

（甘ったれるな！）

　冬馬が強い口調で言うと、由花はびくっとなって顔を上げた。

（大切な人を殺してしまったなら……罪の意識を感じたなら、殺してしまった人の想いに応こたえようとしなくちゃいけないんだ。自分を責めて、それで終わってしまうのは、逃げることなんだ）

　自分が言っていることがいかに厳きびしいことなのかは、冬馬自身理解している。ましてや相手はまだ九歳の子供なのだ。

　大切な人を殺してしまった心の傷と向かい合うことは、辛つらく苦しいことだ。

　冬馬も、母を殺あやめてしまった心の傷と向かい合うことができるようになるまで、長い時間を要した。深み雪ゆきと出会い、彼女に支えられることで、ようやく向かい合えるようになったのだ。

　しかし由ゆ花かには時間がない。彼女は今この場で、心の傷と向かい合う意志を持たなければならない。今、心を捨てて逃げ出してしまえば、彼女はもう二度と人には戻れなくなってしまう。

（大切な人の想おもいに、応こたえる……？）

（俺おれの手をつかむんだ）

　冬とう馬まの両手が、赤い星の表面を突き抜ける。

　由花は怯おびえた目で、伸びてきた冬馬の手を見つめた。

（俺が受け取ったみんなの想い……今度は由花が受け取る番だ）

　二人の瞳ひとみが互いを見据え合った。

　二人は意識体だ。触れ合えば心を伝え合える。

　冬馬が頷うなずくと、由花はおずおずと手を伸ばし、冬馬の両手に指をからめた。

　繫つないだ手と手が、淡い光に包まれる。

　始めは銀に、次は白に、最後にもう一度銀に輝かがやき、光は消えた。

　呆ぼう然ぜんと繫いだ手を見つめていた由花だったが、やがて瞳が大きく揺らぎ始めた。

　冬馬は、由ゆ紀き彦ひこたちの想いをそのまま由花の心に伝えた。言葉だけでは伝えきれない。

（分かっただろ？　由花は、たくさんの人に想われてる。自分で自分をいらないなんて思ったら、いけないんだ。それは由花を大切に想ってる人たちを、由花自身が裏切ってしまうことになるんだ）
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　唇を嚙かんだ由ゆ花かの目から、ぽろぽろぽろぽろと大粒の涙が零こぼれた。

（還かえっておいで。俺おれも、深み雪ゆきさんも、由ゆ紀き彦ひこさんも里り花かさんも里り穂ほさんも……みんなが由花の幸せを望んでる）

　冬とう馬まは微笑ほほえんだ。

（みんなのためにも、由花は幸せにならなくちゃいけないんだ。そのために、還っておいで）

　殺してしまった人の想おもいに応こたえる。由花にとってそれは、生きてゆくことだ。殺してしまった里穂だけではなく、由紀彦や里花──両親の分まで、いっぱいの幸せを胸に抱いて生きてゆくことなのだ。

（大切な人を殺してしまった苦しみや悲しみは、きっと一生消えることはないと思う。どうしようもなく辛つらく感じることもあると思う。けどそんな時は、俺が由花を支える）

　深雪が自分を支えてくれるように。その言葉を、冬馬は心の中で付け足す。

（苦しみや悲しみが一人で乗り越えられないなら、誰だれかと一緒に乗り越えればいいんだ。支え合える誰かがいれば、どんなことだって乗り越えていける）

　繫つないだ手が、黄金こがね色いろに輝かがやいた。

　冬馬は伝えた。自分も同じように、生まれ持った力で母を殺してしまったことを。

　そして母に応えるためにも、自分と大切な人を幸せにできる、強さと優しさを持った人間になりたいと考えていることを。

（冬馬さんも、おんなじなんだ……）

　冬馬の手をきつく握って、由花は何度もしゃくり上げた。

（一緒に乗り越えていこう）

（……はいっ！）

　涙に濡ぬれた顔で、由花は微笑んだ。

　赤い星の表面に、びしびしと音を立てて亀き裂れつが走ってゆく。

　冬馬が由花の手を引っ張ると同時に、赤い星は粉々に砕け散った。

　胸に飛び込んできた少女を、冬馬は両腕でしっかりと抱きとめた。

　連れん鎖さ反応を起こしたかのように、周囲にあった赤い星々、さらに遠くに見える赤い星々が次次に砕け散ってゆく。

　オオォォォ。星々が砕ける乾いた音に混じって、全く異質の低い声が聞こえた。

　オオォォォ。まるで亡者が地獄の底で嘆いているような、絶望を胸に湧わき上がらせてくる声だ。

（来た）

（うん）

　二人は抱き合ったまま、漆黒の遥はるか彼方かなたに見えた三つの真紅の輝きを睨にらんだ。

　それが、この空間そのものを激しく震ふるわせながら突き進んでくる。

《龍りゆう》だ。刺客ではなく、本体自らがやってきたのだ。

　とてつもなく巨大な邪念が、絶望の声とともに津波の如ごとく押し寄せてくる。だが、邪念も絶望の声も、冬とう馬まと由ゆ花かには響ひびかない。二人は揺るがない。

（今の俺おれたちはおまえなんかに消されない。俺たちには背負った想おもいがある！　帰りを待っている人がいるんだ！）

（里り穂ほさんとお父さんとお母さん。みんなの分まであたし生きる！　心が痛くなっても苦しくなっても、負けない！）

　高らかに声をあげた二人を、純白の光が包み込んでゆく。狼ろう魂ごんの槍やりの浄化の力だ。

　迫り来る三つの真紅の眼めと、四つの黒い瞳ひとみがぶつかり合う。

　冬馬と由花は微笑ほほえみ合うと、真白い光の奔流へとその身を変え、彗すい星せいの如く翔かけた。

　牙きばを剝むいた漆黒の《龍》と、浄化の光と化した冬馬と由花が、真っ正面からぶつかり合う。

　白い閃せん光こうが、闇やみの空間を引き裂いた。




　意識が現実の世界に戻った瞬しゆん間かん、目に飛び込んできたのは、ひび割れた地面だった。

「……うわっ！」

　膝ひざが折れて、地面に吸い寄せられるように倒れかかったが、肩を貸してくれている二人のおかげで、なんとか倒れずにすんだ。

「冬馬さん！」

「いきなりよろめくな」

　肩を貸してくれているのは、深み雪ゆきと静しず華かだ。

「深雪さん……姉様も……」

　姉は、意識が《龍》の中に行っている間に駆かけつけてくれたらしい。

　頭を軽く振った冬馬は、自分が人間の姿に戻っていることに気づいた。

　人間に戻ったことで、再び『久く遠おんの月つき』の治ち癒ゆ能力が働き始めたらしく、白い蒸気が身体からだのあちこちから立ち昇っていた。

　冬馬は横目で深雪を見やると、

「俺が気を失ってる間、ずっと支えててくれたんだ。ありがとう」

　笑顔を作った。が、身体に力が入らないせいで、弱々しい笑顔になってしまった。

　それでも深雪は安心したようで、

「支えるって、約束しましたから」

　明るい微笑みを返してくれた。

「姉様、兄さんは……」

　向き直って訊きくと、姉はあご先で前を指した。

　少し離れた所に、夜空を仰いでいる銀色の狼おおかみの姿があった。

「無事だったんだ。よかった……」

　胸を撫なで下ろしていると、

「無事でない奴やつが言うな」

　静しず華かの手が、凍った胸の傷をべしっと叩たたいた。

「……っ！」

　あまりの痛さに、声も出せない。

「説明しろ。なにがどうなった。あの空の化け物は、なんだって動かないんだ？」

　険しい顔で、静華が天を仰いだ。

　夜空には《龍りゆう》の巨体がある。だが《龍》は、凍りついたように動きを止めていた。翼つばさをはためかせることなく浮いており、まるで静止画像を見ているようだった。

「もう、終わったんだ」

　夜空に浮かぶ漆黒の巨体が純白の輝かがやきを放ち始めたのは、冬とう馬まの一言の直後だった。

　白い光は、空と地上を真昼の太陽のように照らし、闇やみを拭ぬぐった。立ち込める暗雲が溶けるように消えてゆく。

　皆が眩まぶしさに目を細めた。

　光の中で、《龍》の巨体が、身体からだの端々から白い塵ちりに変わってゆく。

「受け止めなくちゃ」

　ぐっと口元を引き締しめると、冬馬は深み雪ゆきと静華から腕を離した。

「冬馬さん、無茶したらダメです！」

「大丈夫、心配しないで」

　膝ひざががくがくしており、大丈夫とは言い難いのだが、気力でこらえた。

　夜空の白い輝きは、《龍》の消滅とともに薄うすれてゆく。

　やがて《龍》が跡形もなく消えると、夜の闇が戻ってきた。

　誰だれも夜空を仰ぐことを止やめない。口も開かず、静寂が場を支配した。

「由ゆ花か、俺おれはここだ」

　静寂の中、吹き抜けた淡い夜風に前髪を揺らしながら、冬馬は見上げた虚空に声をかけた。

（うん）

　虚空に幼い声が響ひびいた。そこにぱあっと光が弾はじけ、少女が現れた。少女は淡い乳白色の輝きに包まれていた。

　一いつ糸し纏まとわぬ姿で浮遊している少女の姿は、まるで天使のようだった。

「また、受け止めてくれる？」

　少女は、両手の指を絡めて微笑ほほえんだ。お日様のような笑顔だった。

「もちろん」

　両腕を広げる冬とう馬ま。

　身を包んでいた光をぱっと散らすと、由ゆ花かは冬馬の胸に飛び込んできた。

　冬馬は、彼女をしっかりと抱き止め──られなかった。

「あ、あれっ」

「きゃあ」

　気力だけで立っていたのだから無理もない。抱き付かれた勢いで、そのまま仰向けに倒れてしまった。

　ごつん。由花を抱いていたせいで受け身が取れない。思いっきり後頭部をぶつけた。

「ううっ、め、目茶苦茶痛い……」

　目をうるうるさせた冬馬に、

「しまらない奴やつだね……」

　静しず華かは髪をかき上げつつ片方の眉まゆを上げ、

「女の子に押し倒されるとは……我が弟ながら情けない。女性は押し倒すものです」

　人の姿に戻った静しず馬まは、肩を竦すくめて深いため息をついた。

　深み雪ゆきは、くすくす笑っている。

「冬馬さん、大丈夫？」

「だ、大丈夫……じゃないかも」

　心配そうな由花を抱いたまま、冬馬は半泣きで身を起こした。

　由花の手がちょうど胸の傷に当たっており、それがまた痛い。

「あたし、痛いの痛いの飛んでけ、してあげるね」

「え？」

　悪戯いたずらっぽく笑った由花の両腕が、冬馬の首に回される。

「痛いの痛いの、飛んでけっ！」

　地面に伸びた大と小の二つの影が、ふっと解け合うように重なった。

「──！」

　目を真ん丸にした冬馬の唇には、少女の小さな唇が押し当てられていた。

　それは、感かん謝しやと恋心。二つの想おもいがいっぱいに込められた、少女の生まれて初めての口づけだった。

　ごつん。

　体当たりのような熱烈なキスに押し倒され、冬馬は再び後頭部を強打した。

──う、奪われた……。

　薄うすれゆく意識の中、白い満月と由花の無邪気な笑顔とが、重なって見えた。













　　　　エピローグ







　百年が水泡に帰した。

　奪うことも、取り戻すことも、なに一つできぬままに。

　誰だれもいなくなった境内を見回す彼の紫の瞳ひとみに、表情はない。

　怒りも、悔しさも、凍りついてしまった。

　この場所で繰くり広げられた一人の少女を巡る闘たたかいが終結したのは、一時間前のことだ。

　建物はすべて倒とう壊かいし、地面はヒビ割れ、闘いの爪つめ痕あとを深く残していた。

　紫の瞳の青年──香か沙ざ薙なぎ桂けいは、茂みの中に転がっていた抜き身の太刀たちを拾い上げた。

　すっかり荒々しさを失った夜風が、桂の白髪とシャツの左ひだり袖そでをかすかに揺らした。腕を斬きり落とされた後、袖を降ろしたのだ。

　月明かりが、桂の背後に立つ二つの人影を照らし出した。

　一人は、黒いスーツに身を包んだ二十代後半と思おぼしき男だ。倒壊した本堂の前に、上着のポケットに両手を入れて立っている。

　もう一人は、黒スーツの男よりも頭一つ分以上背の低い、まだ少年だ。黒スーツの男の後ろで、こちらは瓦が礫れきに腰掛けている。

「ハッ。一人でやりてえって言うから任せてみりゃあ、この様だ。だらしねえ」

　黒スーツの男が、桂に歩み寄ってきた。

　野や獣じゆうのような雰囲気を持った男だ。端正な顔立ちなのだが、目付きが異常にギラついている。スーツは高級ブランド品。しかし彼が服装に無む頓とん着ちやくな着たきり雀すずめのおかげでよれよれになり、品もなにもなくなっていた。長めの黒髪をオールバックにして後ろで縛しばり、小さな尻尾しつぽを作っている。

　桂は振り返らず、応こたえもしない。
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「十年もかかった仕込みが水の泡たぁ、ご苦労なこった。これで一族の魂の解放とやらも、当分先になっちまったな？」

　やはり桂は応えない。

　桂の態度に腹を立てた黒スーツの男は、下げ卑びた笑いを浮かべると、桂の逆げき鱗りんに触れると承知している台詞せりふを吐いた。

「愛いとしの燐りんちゃんとの再会も、延び延びだな。その間、燐ちゃんはあの変態野郎に、あーんなことやこーんなことをされちまってるんだろうなあ。可哀かわい想そうに」

　血走った紫の双そう眸ぼうが振り返った。太刀の切っ先が、男の額ひたいに突き付けられる。

　額ひたいから赤い筋が流れたが、男は下げ卑びた笑みを崩さない。

　ほぼ同じ高さにある桂けいの紫の瞳ひとみと、男の黒い瞳が見据え合う。紫の瞳にあるのは、殺意。黒い瞳にあるのは、嘲あざけりだ。

「俺おれに八つ当たりするなよ。しくじったのはてめえだろうが」

　突き付けられた切っ先を、男は手の甲で払いのけた。

「陣じん内ないさんも香か沙ざ薙なぎさんもやめて下さい。二人とも、血の気が多すぎますよ。いちいち仲裁するの面倒なんですからね。僕の身にもなって下さい」

　瓦が礫れきからピョンと飛び降りた少年が、腰に手を当てて、ため息をついた。

　男っぽさのない、色の白い十五、六歳の美少年だ。髪も瞳も金褐色という、日本人離れした特徴を持っている。身につけているのは、白いポロシャツにブルージーンズ。

「縁ゆかりに血の気が多いって言われた日にゃあ終わりだな」

　陣内と呼ばれた男は大声で笑った。

「黄おう金ごん狼おおかみに俺の太刀たちを浴びせたのは貴様か、縁」

　低く抑えた声を、金褐色の髪と瞳の少年──御み堂どう縁に向けると、縁は「ええ、犯人は僕です」と無邪気に笑った。

「手を出すなと言ったはずだ」

「だったら手を出されないよう、しっかりやって下さいよ」

　縁ゆかりの目がスッと細まった。笑顔そのものは無邪気だというのに、目だけはひどく冷たい。

「あなたの妖よう魔まに期待なんかしてませんけど、あなたが失敗してくれたおかげで『あの男』は、きっと今いま頃ごろ笑ってますよ。そう思うとムカっ腹が立ってくるんですよね」

　縁がペッと唾つばを吐き捨てた。容よう貌ぼうに似合わない仕草だ。

「同感だが……ま、俺おれは黄おう金ごん狼おおかみが甦よみがえってくれたからな。実はそんなに不機嫌じゃねえ。黄金狼を復活させてくれたことに関しちゃあ、てめえに感かん謝しやしてるぜ」

　不敵に笑い、桂けいに背を向けた陣じん内ないは、縁に声をかけた。

「おめえも嬉うれしいだろ、縁。なんたっておめえからすりゃあ親父おやじの仇かたきだ」

「やだな。僕は、香か沙ざ薙なぎさんみたいなセンチメンタリストじゃないですよ」

　縁は、ピンと立てた人差し指を振りつつ笑顔で言った。

「目障りだ。消えろ。でなければ消す」

　桂の全身から、殺気が吹き出した。

　揃そろって肩を竦すくめた陣内と縁は、

「友達甲が斐いがないねえ」

「まったくです。左腕、再生したいなら早く戻ってきて下さいね。あの槍やりのダメージは、ほっといても消えないと思いますから」

　そう言い残すと、身を翻ひるがえして姿を消した。縁の空間転移だ。

　一人残った桂は、忌いま忌ましげに口元を歪ゆがめながら翻った。と、視界の隅でなにかがきらりと光った。

　眉まゆ根ねを寄せた桂は、そこへ足を運んだ。

　へし折れた楡にれの木の根元で、桂が見つけたのは、小さな真紅の結晶だった。

　太刀たちを地面に突き立て、真紅の結晶を拾い上げた桂は、驚おどろきに目を見開いて口元に笑みを閃ひらめかせた。

「ふっ……ふふっ……」

　真紅の結晶を握り締しめた拳こぶしを額ひたいに当てると、自然と笑い声が漏れた。

　桂は、生まれて初めて神なる者に感謝した。

　この闘たたかいの勝者は、人じん狼ろうたちなどではなかったのだ。

「すべてはこれからだ……」

　奪うことも。取り戻すことも。

　紫の瞳ひとみに、月が映った。




　冬とう馬まが深み雪ゆきと由ゆ花かを連れて墓参りに訪れたのは、彼ひ岸がんも過ぎた十月上旬のことだった。

　広い墓地で、ここかしこに彼岸花やキンモクセイが咲いていた。花が添えられている墓も多い。

　夕日が墓地を赤く染め、たくさんの赤トンボが飛び交っていた。

「夕日、綺き麗れいですね」

「そうだね」

　染みるような夕日の眩まぶしさに目を細めた深み雪ゆきの隣となりで、冬とう馬まも同じように目を細めた。

　風に、深雪の栗くり色いろの髪がさらさらと揺れた。

　残暑も去り、夕日も風もすっかり秋らしくなった。

「ねえ冬馬さん。お花、あたしがあげていい？」

　前を歩いていた由ゆ花かが、小走りに戻ってきて言った。

「ああ」

　頷うなずいた冬馬は、手にしていた菊の花束を由花に手渡した。由花の希望で色は白に統一してもらった。

　見舞いの花束に怒った深雪も、供えの花束にはなにも言わない。

　両腕で抱えるようにして花束を受け取った由花は、笑顔で駆かけていった。彼女の背中には、真っ赤なランドセルが背負われている。学校帰りなのだ。

　キョロキョロしながら両親の墓を探している由花の姿に、冬馬はもう一度目を細めた。

　あれから一カ月半が過ぎようとしている。

　あの闘たたかいは、冬馬たちに三つのものを残した。

　一つは傷きず痕あとだ。

　冬馬が負った傷は、『久く遠おんの月つき』のおかげであっと言う間に完治したのだが、太刀たちで貫かれた左胸と背中に、白い傷痕が残ってしまった。完治した後も消えていないのだから、ずっと残るものなのだろう。

──俺おれは男だから傷くらい平気だけど、深雪さんは……。

　冬馬は、横手の深雪のスカートを見た。太刀によって貫かれ、焼かれ、えぐられた彼女の右の太ももには、冬馬の胸よりも何倍も大きな傷痕が残ってしまったのだ。

「ごめんなさい冬馬さん。多分この傷、ずっと消えないと思います。男の人って、こういう傷のある身体からだ、嫌だと思うから……本当にごめんなさい」

　ひどく申し訳なさそうに謝あやまっていた深雪の顔を思い出すと、胸が痛くなる。

　やったのは香か沙ざ薙なぎ桂けいだが、それを阻止できなかったのは自分だ。不ふ甲が斐いなさに、腹が立つ。

　ホワイトウルフの治ち癒ゆ能力で消せないものかと訊きいてみたのだが、ホワイトウルフが扱う治癒能力は、同じホワイトウルフの女性には効果を発揮しないのだという。不ふ憫びんな話だ。

　残ったものの二つ目は、謎なぞだ。

　闘いの後で、静しず馬まが教えてくれた。

　香沙薙桂が、人じん狼ろう族ぞくによって滅ぼされた悪あく魔ま族ぞくの生き残りであるということを。

──彼が人狼族を滅ぼそうとしたのは、一族を滅ぼされたことへの復ふく讐しゆう……けど……。

　果たして本当にそれだけなのだろうか。あの紫の瞳ひとみの青年には、もっとほかのなにかがある。そんな気がしてならない。

「素性を詳しく洗ってみることにします。『長おさ』がなぜ、彼を調査不要としたのか……それに、悪あく魔ま族ぞくであるなら本来蒼あおであるべき瞳の色が紫なのも気になります」

　兄は香か沙ざ薙なぎ桂けいについて調べるために、先月の頭から単独で奈良へ赴いている。

──香沙薙桂……きっと、また会うことになる。

　それは確信だ。ラグナウルフの本能が、そう告げている。

　残ったものの最後の一つ、それは言うまでもなく綾あや瀬せ由ゆ花かだ。

　由花は養女として、都つ築づき家に引き取られ、そこで静しず華かや静華の夫・夏なつ彦ひこ、二人の子供たちとともに暮らしていた。今月からは、学校にも通うようになった。

　冬とう馬まは、姉に感かん謝しやと同時に深い尊敬の念を抱いていた。血の繫つながりもない子供を引き取って育てるなど、簡単なことではないはずだ。

「姉様や夏彦義兄にいさんには、いくら感謝しても足りないよ」

「ええ。わたし、静華さんのこと、女性としてすごく尊敬してます」

　由花の笑顔が、新生活が順調なことを物語っている。

「それにしても、夏彦義兄さんも人が好いいよなあ……」

　冬馬が苦笑すると、深み雪ゆきも口元に手をやってくすっと笑った。

　静華によれば、由花の事情を話し、養女にしたいと相談した時の夏彦の反応は、

「そうか……家族が増えるんなら、車をワンボックスに買い替えないとぼちぼち狭いかな」

　ということだったらしい。

　冬馬が驚おどろいてしまうほど、夏彦の人の好よさは筋金入りなのだ。

「そういえば、静華さん言ってました。あいつは人が好すぎて放っとくと心配だから結婚してやった、って」

「そっか。深雪さんにはそんな風に話したんだ」

　静華と夏彦は幼なじみで、恋愛結婚である。二人の出会いから結婚までの経けい緯いを詳しく知っている冬馬は、昔を思い出して吹き出しそうになった。

　笑いを嚙かみ殺している冬馬を、深雪が小首を傾かしげて見た。

「冬馬さん、深雪さん、見つけたよっ！」

　由花が墓地の奥の方で手を振っている。二人は由花の許もとへ向かった。

「これが、お父さんとお母さんのお墓なんだ……」

　三人の前にある墓石は、由花の両親、綾瀬由ゆ紀き彦ひこと妻・里り花かのものだ。

　つい先日建てられたばかりの真新しい墓だ。

　相そう馬まのつてで探してもらった結果、由花の母方にあたる永なが島しま家の墓は金沢の方に見つかったのだが、父方・綾瀬家の墓はない、ということが判明した。

　それで相そう馬まに頼み、建ててもらったのだ。由ゆ紀き彦ひこも里り花かも里り穂ほも、遺い骨こつは残っていないのだが。

　永なが島しま里穂の墓は、先月に参った。

「由ゆ花かちゃん、お花をあげて」

　深み雪ゆきの言葉に頷うなずいた由花は、花を供えると手を合わせて目を閉じた。深雪も線香を立てて、同じように手を合わせる。

──由花は元気にやってます。安心して下さい。

　冬とう馬まは心の中で綾あや瀬せ夫妻に言った。

　里穂も話していなかった両親のことを、冬馬は二週間前に由花に話した。

　両親のことを話して欲しいと、由花が自分から願ったのだ。

　もう少し時間がたってから、と冬馬は考えていたのだが、彼女の意志を尊重することにした。

　九歳の少女にとっては辛つらい事実だが、由花はしっかりと受け止めた。その場で泣くこともしなかった。少しだけうつむいて、最後まで話を聞いていた。

「悲しくなったら、我慢しないで泣いていいのよ」

　深雪がそう声をかけたが、

「ううん。あたし、泣かない。泣いたって、里穂さんもお父さんもお母さんも、喜んでくれないから」

　由花は笑顔を見せて、泣かなかった。

　強い子だな、と冬馬は思った。だが、全く泣かなかった訳ではない。一度だけ泣いたのだ。一昨日のことだった。

　学校帰りの由花と偶然街で出会った冬馬は、二人でファーストフード店に入った。

　そこで学校の話などを由花から聞いていたのだが、会話の途中──確か、図工の時間にニワトリの絵を描いていたら、ニワトリが動き回るので描き辛かったとかいう話の最中だ──いきなり由花が涙を零こぼし始めたのだ。

　啞あ然ぜんとなった冬馬は、最初、学校でなにかあったのかもしれないと思った。が、違った。

「あ、あたし、お母さんのことも死なせちゃってて……お、お父さんだって……」

　嗚お咽えつ混じりの声で由花がそう言っていたのを、冬馬は聞いた。

　嗚咽は慟どう哭こくに変わって、由花は店内でしばらくの間泣き続けた。

　ほかの客や店員の視線が集まる中、冬馬は由花が泣き止やむまで、なにも言わずに彼女の髪を撫なで続けた。

──悲しくない訳じゃない。辛くない訳じゃない。この子は、闘たたかってるんだ。

　屈かがんで、冬馬は由花の横顔を見やった。真剣な顔で手を合わせている。

「お父さん、お母さん」

　手を合わせたまま、由花が目を開いた。

「お母さん、産んでくれてありがとう。死なせちゃって、ごめんなさい。

　お父さん、守ってくれてありがとう。あたし、お父さんのこと、ちゃんとお父さんって思ってるから……恨んでなんか、ないからね」

　そう言って由ゆ花かは、亡き両親に微笑ほほえみかけた。その微笑みは、九歳とは思えないほどに穏おだやかだった。

「あたし、強く生きていきます。お父さんやお母さんの分まで、いっぱい幸せになります」

　九歳の少女の亡き両親への誓いの言葉に、深み雪ゆきが涙ぐんだ。

　冬とう馬まは少女の頭を撫なでた。すると由花は、甘える子猫のように目を細めながら、墓石に向かってこんなことを言った。

「あたし、冬馬さんのお嫁さんになって、いっぱいいっぱい幸せになります」

「へ？」

「──！」

　由花の一言に、冬馬と深雪は揃そろって目を丸くした。

　おもむろに立ち上がり、とっとっと墓石から離れた由花は、ポニーテールを揺らしてくるっと振り返り、

「冬馬さん！　あたし、冬馬さん好みの女の子になるから、それまで楽しみに待っててね！」

　夕日を背にして、屈託のない笑顔を咲かせた。

　そしてそのまま、墓地の入り口の方に駆かけてゆく。

「……」

　冬馬は恐る恐る深雪を見た。すると彼女はすっくと立ち上がり、

「……強敵です」

　夕日に向かって、なにかを誓うようにぐっと拳こぶしを握った。夕日色に染まったその顔は、真剣そのものだった。

「けど、わたし負けません」

「あ、あの……深雪さん？」

　声をかけたのだが、深雪の耳には届いていない。

「静しず華かさんに言われたとおり、これからは年上の魅み力りよく大だい爆ばく発はつでいきます」

「……！」

　絶句する冬馬を残し、深雪は一人でうんうん頷うなずきながら、行ってしまった。

　しばし呆ぼう然ぜんと二人の後ろ姿を見送っていた冬馬だったが、

「……俺おれも帰ろう」

　軽く息をついて立ち上がった。と、突然視界がぐらんと揺れた。

「──!?」

　足からも力が抜け、よろめいた冬馬は、墓石に手をついた。

「なんだ……立ち眩くらみ……？」

　脂汗が額ひたいに滲にじみ、息が乱れた。

　体調の異変は、それだけで終わらなかった。

　胸が締しめ付けられるように苦しくなり──。

「がは……っ」

　口を手で覆おおった直後、吐血した。

「[image: 噓]うそ……だろ」

　右手を濡ぬらした血を見ながら、冬とう馬まは顔を歪ゆがめた。その右手の薬指には、血の付いた古ぼけた銀色の指輪がはめられている。

　あの闘たたかいの後、なにをどうやっても外れなくなってしまった指輪だ。

「こいつのせいか……」

　右手を握り締め、冬馬は呻うめいた。

　突然の体調の異変──原因は、この銀色の指輪『久く遠おんの月つき』だ。

　この指輪を用いて闘う力を引き出した者は、生命を大きく削られ、身体からだの内側に消えることのない傷を負うという。

　指輪が外れなくなったのは、闘う力を引き出すという真の能力を使ってしまったせいなのだろう。闘う力を引き出さなかった由ゆ紀き彦ひこには、取り外せていた。

「ずっとなんともないから安心しかけてたら……参ったな」

　あの闘いが残したものは、三つだけではなかったのだ。

　沈みゆく太陽が、深み雪ゆきと由ゆ花かの後ろ姿が、かすんで見えた。













　　　　あとがき







　未み熟じゆく者ものだな、とつくづく思います。

　作家としても人としても、です。

　キャラクターたちの成長を描きながら、自分自身も成長していかなくちゃいけないな、なんてことを思う二十二歳の秋でありました。




　そんな訳でお久しぶりです。志し村むら一かず矢や（魚座・Ｏ型・泣き上戸）です。

　めでたく続編の発売と相成りました。これもひとえに俺おれのあふれ出る才能（だだ漏れ状態・枯渇寸前）の為せる業にほかならないと自負している今日この頃ごろ、みなさんいかがお過ごしでしょうか。

『月と貴女あなたに花束を』は、一巻で完結した作品です。ですからこの二巻からは、第二部ってことになります。一応、予定としては全五巻。愛情込めて書いていきますので、最後までお付き合いいただけると幸いです。

　前巻の発売後、たくさんの読者さんからお手紙をいただきました。俺は切ないぐらいに単純な人間なので、素直に喜んでいます。そんな訳なので、もっとください。




　では最後に（もう？）前回同様、お礼の連発いきます。

　鳥とり居いさん大おお谷たにさん。ありがとうございます。いろいろ迷惑と心配をかけてしまいました。すいません。その他の出版関係のみなさんにも、感かん謝しやです。

　椎しい名な優ゆうさん。今回も素敵なイラストありがとうございました。いろいろあるかもしれないけど、大丈夫。なんとかなるさっ！

　いろいろ相談にのってくださった白しら井い信のぶ隆たか先生。応援してくれた大おお多た和わ伴とも彦ひこ先生。ありがとうございます。相方の山やま崎ざき義よし彦ひこ君。くじけずに頑張れてるのはきっと君のおかげだと思う。本当にありがとう。

　そしてこの本を手にとってくれたそこの貴方あなた（貴女）。礼は言わないぜ（言えよ）。

　そんな感じです。

　では、三巻でお会いしましょう。




　一九九九年　十月


志村一矢
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志し村むら一かず矢や

１９７７年、東京都東村山市在住。第５回電撃ゲーム小説大賞に於いて、『月と貴女に花束を』で選考委員特別賞を受賞。『天然と混沌』をテーマに日々を過ごしている。特技はお手とお座りと伏せ。将来の夢はかわいいお婿さんだが、最近ではお嫁さんも悪くないかも？　などと思っているらしい。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫『月と貴女に花束を』でビジュアルを担当。座右の銘は「明日があるとは限らない」と「そのうちなんとかなるだろう」。現在「電撃ｈｐ」誌上にて、イラストストーリーを連載中！










月つきと貴女あなたに花はな束たばを2




妖よう龍りゅうの少しょう女じょ








志し村むら一かず矢や
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